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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一人だった。

　足音も笑い声もない。時間すら止まっているような寂さみしい世界に一人。

「リュイ、エル、どこにいるの？」

　必死の問い掛かけも、静せい寂じやくに潰つぶされる。
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「──落ち着かないと」

　私は両手で額を押さえ、混乱しそうな自分を宥なだめた。深呼吸をゆっくりと三回。

　見知らぬ地でなぜ一人きりになってしまったのか、状じよう況きようを把は握あくするために、これまでの出来事を振ふり返る。

「ここは、日本じゃない」

　運命の悪戯いたずらで、私は滅めつ亡ぼう寸前の、次元の異なる世界エヴリールに導かれた。

　荒こう廃はいした大地。森は枯かれ、町も廃はい墟きよのよう。空は絶えず薄うす暗ぐらい。人々は皆みな、レイムという恐おそろしい化け物に変わり果てている。

　そこで私は、お人ひと好よしな二人の神様の協力を得て、騎き士しリュイや聖せい獣じゆうエルと一いつ緒しよに住民を元に戻もどす旅をすることになったんだ。

　エヴリールの崩ほう壊かいを阻そ止しすれば、私の世界に生じた歪ゆがみも消せるって。

「ええと、そうだ。さっきまでは私たち、ラヴァンの神しん殿でんにいた」

　各神殿に大たい抵てい設けられている転移の法具を利用すれば、王都のジンシャンまでひとっ飛びで行けるという話だった。いわばワープだ。

　ところが、肝かん心じんなところで問題が発生した。陣じんを動かすための呪じゆ文もんが読み解けない。

「それで、シルヴァイにもらった力を使って、なんとか転移を成功させて──」

　私は言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。

　確かに陣は反応してくれた。リュイとエルもこちらへ転移されているはずだ。

　ただ、呪文を唱えず、完全には操あやつり切れていない力で強ごう引いんに陣を目覚めさせた。そのせいで二人の転移先が私と多少ずれてしまったんじゃないか。

「この近くにきっといるよね？」

　そう信じたい。恐る恐る周囲を見回す。とりあえず自分のいる場所を摑つかんでおかないと。

　ラヴァンの神殿と似通った造りの豪ごう華か絢けん爛らんな大広間。埃ほこりと蜘蛛くもの巣すまみれじゃなければ、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに気け圧おされていただろう。私が通っていた学校の体育館くらいの規模がありそうだ。守護神を象かたどったと思おぼしき飴あめ色いろの彫ちよう像ぞうが壁かべ沿いにずらりと並んでいる。

「なんだか彫像に厳しい目で監かん視しされているみたい」

　奇き妙みような気まずさと怖こわさを同時に感じる。

　奥側には細かな文様を刻んだ巻柱が左右に立っていた。それに挟はさまれる形で、飾かざり立てられた段状の祭さい壇だんらしきものが設置されている。各段に置かれているのは聖具の類たぐいだろう。凝こった作りの燭しよく台だいも載のせられていた。祭壇の横には木製の聖書台らしきものもある。

　天てん井じよう部にはシャンデリアみたいに豪華な煌きらめきを放つ石の飾りが垂れ下がっている。そこを中心として花びらのように菱ひし形がたのステンドグラスが配置されている。それもやっぱり煤すすで汚よごれ、くすんだ色合いに変わってしまっていた。

「ラヴァンの神殿よりも装そう飾しよくが華はなやかだ。壁全体に刻まれているのは、なにかの呪文？」

　ただの模様かもしれない。次に、床ゆかの状態を確かめる。

　石製の床も埃に覆おおわれており、冷えきっていた。手で軽く払はらうと、表面に陣の基本線となるらしき輪がここにも描かかれていた。私はその真ん中にへたりこんでいたようだ。

「王都のジンシャンで間ま違ちがいないよね？」

　陣の輝かがやきのおかげで、照明はなくとも大広間の様子がはっきり見える。

「二人はどこにいるんだろう。無事なのかな」

　いくら声に出しても答えてくれる人がいない。不安が膨ふくらんでいく。と同時に、心臓の音もうるさくなってくる。

「どうしよう……」

　転移直後の落下による腰こしや背中の痛みなんて、この心細さに比べたら可愛かわいいものだ。

「リュイと連れん絡らくを取る方法を考えないと」

　所持品は神しん剣けんのみだ。荷物は全部、エルの背の上。

　剣があるだけましとはいえ、胸を占しめる不安は消せない。

　どうしよう。途と方ほうに暮れ、もう一度ぽつりと零こぼす。耳鳴りがするくらいの深い静寂。充じゆう満まんする黴かびと埃の臭におい。

　じっとしていると、その内自分までも壁かべ際ぎわに並んでいる彫像のひとつに変わってしまうんじゃないかっていう馬ば鹿かげた妄もう想そうに、取り憑つかれそうになる。

「こういう時ってむやみに動かないほうがいいんだよね」

　不気味な静けさに対たい抗こうするため、独り言を呟く。なんでもいいから、音がほしい。

「ここで待っていれば、リュイたちが見つけてくれるかもしれないし」

　だけど、もしも二人が全然違ちがう場所へ飛ばされているんだとしたら？

「ジンシャンってどのくらい広いのかなあ」

　王都っていうくらいだ。少なくともラヴァンよりずっと大きく、栄さかえてもいたはず。

　もっと詳くわしくリュイに聞いておくんだった。人口も面積も特色も、なにひとつわからない。

「別行動する時の連絡方法も、前もって決めておけばよかった」

　後こう悔かいばかりがこみ上げてくる。まさかこんなタイミングで離はなればなれになるなんて考えてもいなかった。リュイも想像していなかっただろう。

「……もしかして、気にかけてはいたけれど、言い出せずにいた？」

　彼は時々、言葉を胸の中にしまい込む。私たちのあいだには見えないカーテンが一枚あって、それが本当に伝えたいこと、大事なことを隠かくしてしまう。

「本当に、どうしたらいいの」

　弱々しく響ひびく自分の声。しっかりしなきゃ駄だ目めなのに、立ち上がる勇気すら持てずにいる。

　リュイたちの存在がどれほど支えになっていたか、身にしみてわかった。

　この国に来て初めて、私は一人の恐ろしさを実感した。
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　おとなしくしていられたのは、三、四十分くらいじゃないだろうか。時計がないので正確とは言えない。もっと長いかもしれないし、十五分程度しか過ぎていないかもしれない。

　陣の力の名残なごりが失われ、凍こごえる闇やみがじわじわと大広間に満ちていく。

　私は震ふるえながら立ち上がった。明かりが必要だ。

「向こう側に燭台があったはず」

　祭壇へと駆かけ寄り、蠟ろう燭そくを探す。だけども燭台には蠟燭が残っていなかった。

「困ったな……ランプとかはないの？」

　祭壇に置かれている聖具をざっと調べてみるも、めぼしいものは見つからない。というより、食器類以外は特とく殊しゆな形のものが多く、使い方がわからない。

「せめてジッポーを持ち歩いていればよかった」

　私はがりっと親指を嚙かんだ。顎あごに力を入れておかないと感情を抑おさえきれず、大声で叫さけんでしまいそうだった。

　これから、どうなるんだろうか。先の見えない状況に寒気を覚える。

「──やっぱり、もう駄目。耐たえられない」

　この闇が怖い。一時間……、ううん、わずか数分でさえも冷静でいられる自信がない。

「建物を出て、入り口で待っていよう」

　建物の中より外のほうがまだ明るいに違いない。恐きよう怖ふに背を押され、慌あわただしく足を動かす。

　通路へ出た瞬しゆん間かん、早くも怖おじ気づいてしまった。

「真っ暗だ」

　たったひとつの明かりすら存在しない。奥が見通せないせいで距きよ離り感かんも摑めなかった。

「洞どう窟くつみたい。……この中を進んでいかなきゃいけないなんて」

　足元から新たな恐怖が這はい上がってきて、ぶるりと身体からだを震わせる。

　建物の規模も時刻も、自分の位置もわからない。リュイたちもおらず、食料も水も、なにもかも──。

　存在するのは圧あつ倒とう的な闇。このまま考え続けると頭がおかしくなりそうだ。

「とにかく、今は外に出よう！　それから次の行動を決める」

　覚かく悟ごを決め、片手で壁に触ふれながら慎しん重ちように進む。

　通路の床にはなにかの道具の残ざん骸がいや、崩くずれた壁の破片が散らばっていた。気をつけていたのに、何度もそういう障害物に爪つま先さきを引っかけ、躓つまずいてしまう。

「いつか大おお怪け我がをしそう。蠟燭を先に探したほうがいいかもしれない」

　今の自分にできることを考え、言葉にすると、それが力に変わる。

　私は通路に並んでいる部屋のひとつに近づいた。

「……？」

　扉とびらを開けようとして、恐怖が背筋を駆け上がる。内側から、かすかに音が聞こえた。

「中に、なにかがいる……？」

　ウルスの村で目にしたレイムの姿が脳のう裏りをよぎった。

　私は片手で口元を押さえ、悲鳴を喉のどの奥で殺した。静かに後ずさりし、その場を離れる。

「レイムの出現までにはまだ余よ裕ゆうがあるはずだよね？」

　だからその部屋にいたのは日中でも活動できる魔ま物ものや獣けものの類いだろう。それだって十分危険な相手だ。この通路を進むこと自体、本当は安全とは言えない。

　気を抜ぬいた瞬間、飢うえた獣たちが背後から飛びかかってくる可能性だってある。

　唯ゆい一いつの武器である神剣では、普ふ通つうの獣を斬きることができない。

　仮に斬れたとしても、剣けん術じゆつの基き礎そすら知らない自分がうまく扱あつかえるかどうかという根本的な問題がある。なによりこの暗さが厄やつ介かいだ。こうして歩くだけで精せい一いつ杯ぱい。

「リュイ、エル……私、怖いよ！」

　自分の足音と、荒あらい息いき遣づかいだけが闇の中でこだましている。

　落ち着け、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。何度そう言い聞かせても、恐おそれと不安は増すばかりだった。

　肌はだ寒ざむいのに、汗あせが止まらない。首を伝うその感かん触しよくさえ恐怖に変わる。

「ちゃんと前へ進めてる？」

　同じ場所をぐるぐると回っているだけなんじゃないか。今、建物のどの辺りにいるの？

「痛っ！」

　またなにかに躓き、転てん倒とうしてしまった。床に手をついた拍ひよう子しに、小さな石の欠片かけらが肌に食い込んだのがわかった。その部分を押さえ、少しのあいだうずくまる。

「……そうか、リュイはこんなに怖い時間をずっと一人で過ごしてきたんだ」

　私はもう限界に近かった。一分が一時間のよう。一時間が一日のよう。

　これほど一人が怖いなんて知らなかった。彼は本当に、よく耐え抜いた。

「リュイに、会いたいよ」

　やっと彼の気持ちがわかった。

　死ぬのが先か狂くるうのが先か──そういう過か酷こくな日々を送っている時に自分以外の誰だれかが現れ、手を差し伸のべてくれたら、奇き跡せきのように感じるだろう。

　二度と失いたくないと必死になって当然だ。

「自分の足音しか聞こえないって、めちゃくちゃつらい」

　なにもいらない、なにもしてくれなくていい。ただ一いつ緒しよにいて、手を握にぎるだけでいい。それが生きる望みに繫つながる。

「頑がん張ばろう。諦あきらめたらそこで終わりだ」

　私は立ち上がり、闇の中を手て探さぐりしながら、また一歩を踏ふみ出した。
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　壁かべ伝いに進み、一度左手側に曲がったあと。

　しばらくのあいだ直進を続けると、行き止まりに辿たどり着いてしまった。そこに扉が設けられている。他ほかの部屋より、作りが丈じよう夫ぶだ。

「出口かな」

　期待しつつも警けい戒かいを忘れず、慎重に少しだけ開く。隙すき間まから外の空気が流れ込んできた。明るい。思い切って、残りを勢いよく押し開ける。

「……中庭？　野外の儀ぎ式しき場っぽい気もする。変な形のオブジェがたくさんあるし……」

　芝しば生ふのように見えた地面は、実際は草が生えているわけじゃなかった。濃のう緑りよくの細かな砂が敷しき詰つめられている。

　この広い中庭を囲うように複数の建物が並び、石製の渡わたり廊ろう下かで繫がれている。

　更さらにその外側、内側にも離り宮きゆうのような、立派な建物が建っていた。迷めい路ろのように何重にも層が作られているようだ。壮そう麗れいな宮の大半は鋭えい角かく的で背が高い。女性的な柔やわらかいフォルムの屋根は少なかった。ただし、色合いは賑にぎやかだ。汚よごれを落とせばきっと華はなやかに映っただろう。

「確か、建築物の色って決められているんじゃなかったっけ？」

　風の神を信しん仰こうするラヴァンは、青い色を使っていた。

　ところがここは、すべての色が集中している。つまり、王都の神しん殿でんにはそれらの色を司つかさどる神々──あらゆる神が訪おとずれるって意味なのかもしれない。

「元もと締じめ、みたいな……。あ、権力の象しよう徴ちようってやつ？」

　建物を繫ぐ渡り廊下の手すりを乗り越こえ、横切れば、外側の層に行けそうだ。

「ガレ国って不思議だな。リュイの見た目は西洋人寄りなのに、建物はアジアっぽい雰ふん囲い気きが多いような……文化が当たり前のように混ざっているところとか、やっぱり日本と似てる」

　首を捻ひねり、小さく息をつく。リュイがここにいたら、話ができたのに。募つのる寂さみしさを振ふり払はらおうと空を見上げ、どきっとする。夕暮れの気配が近い。

「急がないと──夜が来る」

　思い出すだけで背筋が凍こおる絶望の刻とき。あの闇やみを一人で耐えるのは無理だ。

　私は慌てて足を動かした。さっき目をつけた渡り廊下に向かい、まずは次の層へと移動する。

　そこまではよかった。神殿区画からの脱だつ出しゆつは予想以上に骨が折れた。

　それぞれの建物を繫ぐ渡り廊下の構造は統一されていない。屋根と柱だけで構成されているタイプもあれば、壁が作られていて横切ることが不可能なタイプもあった。その場合は一いつ旦たん建物に入り、出入り口の扉を使わないと、外の層へ抜けられない。

　通り抜け可能なタイプのところを探せばいいのかもしれないけれど、とにかく広い。そこを見つけるだけでも時間がかかりそうだった。

「これって侵しん入にゆう者対策？　……今の私みたいな」

　通用口らしき扉を抜けて外へ出ることができた時は、心底安あん堵どした。

　外がい壁へきに手をつき、呼吸を整える。扉横の窪くぼみに、ラヴァンでリュイが使っていたようなランプが置かれているのに気づく。見よう見まねで下部の螺子ねじもどきをひねる。

「……あっ。よかった、ついた」

　大きな溜ため息いきが漏もれる。明かりがあるのとないのとでは、精神的にかなり違ちがう。

「建物の層から抜け出たのはいいけど……、問題はまだ山積みなんだよね」

　これが王都のすごさなんだろうか、どこもかしこも広大だ。

　周囲は森のように木々が密集している。

　大半が弱々しく枯かれ葉はを枝の先に垂らしている中、目を引く鮮あざやかな色があった。生命力の強い木が存在するらしく、濃こい色の大きな葉をたっぷりとつけている。

　この世界が完全に壊こわれていない証しよう拠こだ。

　視線を巡めぐらせると、遠方の木々の上に背の高い建物が顔を出していた。

　どういう施し設せつかはわからない。影かげのように真っ黒にしか見えないからだ。

「夜が、迫せまってきてる」

　私は身を震ふるわせた。──レイムの出現する時刻が、忍び寄ってくる。

　ランプを持っている側とは逆の手で、腰こしにさしている剣けんの存在を確かく認にんする。

　私の武器はこの剣のみだ。レイムと戦う覚悟は少しもできていない。

「でも私の覚悟なんて意味がないんだ」

　どんなに嫌いやがり、拒きよ絶ぜつしようとも、ここが王都である以上、夜になればレイムが現れるに違いない。当然、ウルスの村よりも大量に。もう一度深く息を吐はき、ぐったりと壁に寄りかかる。

　あらためて、自分が一人でいる事実に衝しよう撃げきを受けた。

「……大声で叫さけんでみようか。リュイたちがそばにいれば、声を聞きつけてこっちに来てくれるかもしれない」

　ただしリスクも大きい。この付近に飢えた魔物や獣が潜ひそんでいる可能性がある。不用意に騒さわぐと、そういう危険な存在を呼び寄せてしまいかねない。

　もしも見つかり、襲おそいかかってこられたら、私は逃にげ回ることしかできないだろう。

「本当はランプの明かりも消したほうがいいよね」

　闇に輝かがやく火は、叫び声を上げるのと同じくらい目立つはず。

　すぐにランプを手放すべきとわかっていても、行動に移せない。

「私が、臆おく病びようだから」

　片かた腕うでで顔を覆おおう。見知らぬ場所に一人。その上明かりもないなんて、とても耐たえられそうになかった。

「どうしよう、今の私になにができる？」

　頭の芯しんが痛くなるほど真しん剣けんに考える。たとえば花火や照しよう明めい弾だんがあれば──ううん、手元にないもので作戦を立てても無意味だ。

「じゃあ地面に文字でも書いておく？　……でも私は、ガレ国の文字を書けない」

　戸と惑まどうばかりの情けない自分に苛いら立だちが募る。いつもこうだ。

　どんな方法を取れば、遠くにいるのか近くにいるのかもわからないリュイたちに合図を送れるだろう？

　周囲の木々の輪りん郭かくが次し第だいに曖あい昧まいになり、夜の色と同化し始める。風もなく、物音もない。

　恐きよう怖ふと焦あせりが闇の密度を真似まねして、濃くなっていく。木々や建物とともに、理性も夜の中に飲み込まれてしまいそう。考えが上うわ滑すべりして、まともな案を生み出せない。

「エル、リュイ。どこにいるの……！」

　指先がみっともなく震えていた。心臓の音も激しい。呼吸が乱れるくらいエヴリールの闇が怖こわい！　恐おそれがみるみる内に膨ふくれ上がり、目眩めまいを強くする。

「お願い、一人にしないで」

　取り繕つくろえない切実な願いが口を衝ついて出る。あぁ、リュイも同じことを言っていた。一人にするくらいなら安息がほしいって。

　その気持ちがよくわかる。なんでもいいから縋すがりたくてたまらない。今、誰かが現れ、そばにいてくれるのならどんなことだってする。持っているものすべてを捧ささげる！

　顔から腕を下ろすと、脆ぜい弱じやくな月が森の向こうに浮うかんでいた。期待するのを諦めてしまったような、力ない輝きだった。

「誰か、答えてよ！」

　その場にずるずると屈かがみ込む。

　もう少しで、目を閉じている時と変わらないくらいの圧あつ倒とう的な闇が周囲に広がるだろう。

「リュイはどうやって、この闇を一人で乗り越えたの」

　どんな希望を燃やして、明日に繫げたんだろう。

　私の中に希望の形は見えるだろうか。




　──忘れるな。




　ふいにオーリーンの声が蘇よみがえる。忘れるな。我われらがおまえの守り手であることを。

　私は目を瞬しばたたかせた。神様たちから祝福をもらった場所が急にあたたかく感じた。

「なんだか励はげまされてるみたい」

　言葉にすると、このランプのように、胸に小さな火が灯ともる。

「……忘れてない。大だい丈じよう夫ぶ、負けない。十分戦える」

　希望を作らなきゃ。どんな惨みじめな状じよう況きようにも屈くつしない、鋼はがねのような強い意志を持つんだ。

「リュイとエルに会いたい。消されてしまった神様たちの存在をエヴリールに伝える。皆みんなを人間に戻もどす。それから、それから」

　大丈夫、私の心はまだ生きている。耐えられるよねって、自分に確認する。

「前に進まなきゃ」

　望む心は、失なくしていない。

「行こう！」

　力強く宣言し、汗あせばむ指を握にぎり込んで壁かべから身を起こした時だ。

　ざわざわ。風はないのに、物音が聞こえた。

「……なに？」

　ざわりざわり。枯かれた下草を踏ふみにじる音だ。

　魔ま物ものの足音とは違う。なにか長いものを──引きずる音。

　私は唇くちびるを嚙かみ締しめた。かすかに震えている自分の足を見下ろす。ここには私一人。守ってくれるリュイも、庇かばってくれるエルもいない。

　ウルスの村で起きたことを思い出す。どこからレイムが出現するのかはわかっていない。もしかすると、夜の匂においを嗅かぎ付けて、土の中から這はい出てくるのかもしれない。

　勝算はゼロってわけじゃない。

「完全にレイムへ変化する前なら、動きはかなり鈍にぶかった」

　その時なら私でも斬きれる。

「武器は持ってる。明かりもある。神様たちの力もある」

　音のするほうへ近づき、剣を抜ぬく。錆さびているような色の刃やいばに、ランプの明かりがぼんやりと映る。

　ざわり、ずるり。とても近い。

　耳を澄すませて、音の場所を特定する。もう少しで本格的な夜が訪おとずれる。建物の影、木々の影、自分の影。たくさんの影が地面を更さらに色いろ濃こく塗ぬり潰つぶす。それまでにどうにかしないと。

　ふと、気がついた。斜ななめ前方に見える太い樹木の影がぷくりと膨らみ、蠢うごめいている。

「そうか、きっと」

　レイムは夜が間近に迫った時、地面に落とされる最も濃い影から出現するんじゃないか。

　私は忍しのび足で近づいた。不気味な影の手前で足を止める。

　そこでなにかが緩かん慢まんにぐるぐると回っていた。奇き妙みような切ない唸うなり声が聞こえる。ずるりと気け怠だるい動作で影の外へ投げ出された、長いゴムのような物体。

「……これ、伸のびた腕だ」

　柔やわらかいものを咀そ嚼しやくする音が響ひびく。くちゃくちゃと行ぎよう儀ぎ悪く音を立てて、嚥えん下げしている。肉をひきちぎる音も。

　アア、アア、とこだまするように、別の場所からも泣き声が響いた。アア、アア。合唱され、淀よどんでいく。

　私は深く息を吸い込んだ。そして、ランプを掲かかげる。

　樹木の影で自らの肉を咀嚼し、破れた腹部からぼたぼたとこぼしている者。

　壊れた肉体を無心に味わっていたレイムを見つめる。

　するとレイムもふいに手を止め、私を見つめ返した。伸びた片腕、ちぎれかけの足首。

　夜の始まりの色を押し返すランプの明かりが異形の姿を鮮せん明めいに映し出し、更に不ふ吉きつな陰いん影えいを作った。私は剣を握り直し、恥はじ入っているように身を細かく揺ゆらすレイムを窺うかがった。随ずい分ぶん小柄だ。

「ひょっとして……子ども？」

　やりきれない気持ちが急に生まれ、身体からだから力が抜ける。

　条件は同じであっても大人より子どもが苦しむほうが、もっと残ざん酷こくさが増す気がする。それなのに、目を離はなせない。

　レイムは興味をなくしたように視線を逸そらすと、再び自分の身体をちぎりとって咀嚼する行こう為いに没ぼつ頭とうした。裂さけた腕の皮ひ膚ふから血にまみれた手首の骨をつるりと出す。それをしばし矯ためつ眇すがめつ眺ながめ、がりがりと音を立てて先せん端たんを齧かじる。蜘蛛くもの糸のようにレイムの口くちの端はしから細い唾だ液えきが垂れていた。私は剣を持つ手に力を込めた。

「今しか、ない」

　完全に『人』を脱ぬいだあとで斬るのは難しい。

　早く斬るんだ、私！　自分を急せかすも、手足が凍こおりついてしまい、ぱっと動けない。

　躊躇ためらいとこの恐怖を、どうすればかき消せるんだろう？

　耳鳴りがひどい。頭の周りを小こ蠅ばえが飛んでいるみたい。払はらっても払っても、しつこくまとわりつく耳みみ障ざわりな音。

「早く……っ」

　私はランプを地面に置き、両手でしっかりと剣を構えた。刃を振ふり下ろすだけでいい。

　なにしてるの、急がないと駄だ目めなんだってば。レイムがほら、そこにも、あそこにも。

　もっともっと集まってくる。手を動かせ！




　──斬れ!!




　ぐっと、顎あごが痺しびれるほど強く奥歯を嚙み締め、剣けんを振り上げる。

　錆びた色の刃は、残像を見せずにレイムの首にめりこんだ。

　肉を貫つらぬき、首の骨を切断する硬かたい感かん触しよくが、剣を通して全身にびりびりと伝わる。強きよう烈れつな嫌けん悪お感かん。総毛立つ。手を放したい！

　恐ろしさのあまり、自分の手が砂に変わって崩くずれていくんじゃないかという妄もう想そうに取り憑つかれる。その一方で、なんだか自分が無む慈じ悲ひな殺さつ人じん鬼きに変わってしまったようにも思えた。

「う、うーっ」

　どろどろとした冷たい感情が胸の中で渦うずを巻いている。堪こらえきれず、声が漏もれた。

　最後まできちんと斬り落とさなきゃいけないと、一回目の過あやまちで学んでいる。

　震ふるえる右手を左手で押さえつけ、剣の柄つかに体重を乗せる。もがくレイムの哀あわれな姿を正視できなくなり、私は一いつ瞬しゆんだけ視線を逸らした。

　その時、レイムの抵てい抗こうと重量が急に失うせ、剣先ががつんと地面に落ちた。私は支えを失い、少しつんのめった。レイムの首を切断したんだと悟さとった。

「やった」

　私は顔を上げた。ぱちぱちと、はぜる音。肉にく片へんが飛散し、驚きよう異いの再生が始まった。

　放心しながら、その様子をじっと眺める。

　飛散していた肉片が一いつ箇か所しよに寄り集まり、透とう明めいな粘ねん膜まくに覆おおわれる。凄すさまじいスピードで組み立てられていく手、足、胴どう体たい。人としての秩ちつ序じよが回復する。

「ん、くっ……」

　声が聞こえた。レイムではなく『人』の声だ。膜を破り、羊水めいた液体をまき散らして、人間が転がり出てくる。喘あえぐように肩かたを揺らし、その場に倒たおれ込む。




　──戻った。




　知らず知らずの内に、剣を握る指に力が入った。

　これで、蘇そ生せいさせたのは二度目。だけども、前の時のように喜びがわき上がってこない。

　逆に、警けい戒かいが生まれる。本当に成功した？　また同じ失敗を繰くり返さない？

　……私が喜んだ瞬間、運命は無慈悲な刃を翻ひるがえすんじゃないの？

「あ、あ……」

　その人は苦しげにか細い声を漏らした。私は悪い想像に蓋ふたをし、その人の状態を窺った。

　考えていた通り子どもというか、ほっそりした端たん整せいな顔立ちの少年だった。

　十二、三歳だろうか。暗灰色の濡ぬれた髪かみが頰ほおにはり付いている。何度かつらそうに咳せきをして、ぎゅっと眉まゆをひそめ、華きや奢しやな肩で大きく息をしている。

　私はその子の正面に移動した。こちらの気配を察して、少年がはっと顔を上げる。暗水色をした切れ長の瞳ひとみが見開かれていた。驚おどろきを映すその瞳には、意外にも理知的な輝かがやきがあった。

「具合は──」

　声をかける途と中ちゆうで、ふと気づく。濡れた髪の隙すき間まから覗のぞく耳じ朶だに、瞳と同色の石がくっついていた。ピアスに似ているけれど、違ちがうようだ。よく見ると、肌はだに食い込んでいる。

　もしかして、これは神石じゃないだろうか。

「私のことがわかる？　具合はどうかな、動けそう？」

　気を取り直し、早口で問いかける。

　可哀かわい想そうだけれど、ここでゆっくりと休ませてあげることはできない。ざわりざわり。レイムたちの独特な泣き声や咀嚼音がさっきよりも明らかに増えている。

「どこか、隠かくれられそうな場所へ行かないと」

　私は急いで外帯を外し、上に着ていた薄うすい長衣を脱いで、呆ぼう然ぜんとしている少年の肩にかけた。完全な夜が訪れるまでの短い時間の中で、この周辺に潜ひそんでいるレイムをすべて元に戻もどすのは不可能だ。
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　──それでも。




　今は恐きよう怖ふを封ふうじ込め、斬きれるだけ斬る。他ほかに方法がない。

　それに、一体でも多くのレイムを人間に戻さないと、自分の身も危あやうい。

　運がよければ蘇生させた中に、剣の扱あつかいに長たけている騎き士しや、神しん殿でんの構造に詳くわしく安全な場所を知っている人が出てくるかもしれない。

「ここにいて！」

　まだなにが起きているのか把は握あくできていない様子の少年に忠告し、別のレイムが蠢うごめく木こ陰かげへと走る。辛かろうじてランプの明かりが届く場所だ。少年の位置からそんなに離れてはいない。

　そこにいたレイムはうずくまるような体勢を取り、頰を大きく膨ふくらませて自分の肉にく塊かいを一心不乱に貪むさぼっていた。顎を動かすたび、はらりはらりと髪の毛も抜ぬけ落ちている。

　私は再びぐっと強く奥歯を嚙かみ締しめ、斬りやすいようにレイムの後方へ移動した。




　──大だい丈じよう夫ぶ。私は斬れる。




「あなたを一度、殺す。ごめんね」

　自分の身体を食べ続けているレイムに向かって呟つぶやき、剣を振り上げる。

　ウルスでの一件も含ふくめると、首を落とすのはこれで三度目だ。この場所では、二体目となる。骨の切断には力を必要とするから、もう腕うでが疲つかれ始めてきている。

　それでも手抜きはできない。斬り損じるとレイムは痛がる。人同様に痛覚を持っている。

　避さけられない痛みなら、一瞬で終わらせてあげたい。

　きっと、このせいで罪悪感が生まれるんだ。元々は人という事実もだけど、無防備状態のレイムを斬る時、苦しげに、悲しげに抵抗するから。

　フォーチュンが蘇生の道を残したのは、剣を振るう側、振るわれる側、両方に苦痛を与あたえるためだったんじゃないだろうか。唐とう突とつにそんな疑問が頭に浮うかぶ。

　だとすると、それはとても、容よう赦しやのない判断だ。

「このエヴリールを、そこまで憎にくんでる？」

　いや、憎みきれずにいる？

　驚異の速度で蘇生を果たす二番目の人を見守りながら、ぼんやりとフォーチュンのことを考える。私をこの過か酷こくな運命に落とした不思議な存在。彼か、彼女か。性別も年もわからない。

　私は小さく溜ため息いきをつき、フォーチュンの姿を頭から追い払った。

　二番目に戻った人は、がっしりとした体型の四十歳前後の男性だった。濃こい黄色の髪の毛は体液で濡れ、もつれていた。

　他に渡わたせる衣服がなくて戸と惑まどったものの、割り切って彼の身の安全を第一にする。恥はずかしがってもたもたしているわけにはいかない。

「あの子のそばへ行って」

　私は男性の耳に囁ささやいた。鮮あざやかな碧あおの目がこっちを向く。見つめ返して声を出さずに促うながすと、私はすぐに身を翻し、また別のレイムへと駆かけ寄った。

　ランプの明かりはこの辺りにはほとんど届かない。鼓こ膜まくを震わせる咀そ嚼しやく音と気配でレイムの位置を確かめる。

　剣けんを握にぎる腕がひどく重かった。身体からだの調子もおかしい。さっきから悪お寒かんが止まらない。

「……次を、斬らないと」

　二人の蘇生に成功したのに、余よ裕ゆうがないせいかちっとも心が動かない。自分の身体じゃないみたいだ。

「残された時間で、あと何体斬れる？」

　事務的にそんなことを考えながら、三人番のレイムを斬る。疲ひ労ろうで腕がうまく持ち上がらない。ウルスの時のように、ただやみくもに剣を叩たたきつけているだけの状態に近い。

　中ちゆう途と半はん端ぱに切り裂さくことになった場所から体液が噴ふき出した。とっさに避よけられず、正面から浴びてしまう。やっぱり気持ち悪いとぼんやり思った。

「次」

　四番目を斬る時は体液を浴びないよう注意した。無事甦よみがえらせたあと、少年たちのほうへ移動させるため、肩を貸す。

　その人は細身で背が高かったから、触ふれる時まで青年だと勘かん違ちがいしていた。女性だ。髪はショートボブ程度で、女性らしさを故意に消しているような、硬こう質しつな雰ふん囲い気きがある。ランプの明かりが届く位置まで来た時、髪の毛は真っ黒じゃなく、少し赤みがかっていると気づく。

　しまった、衣ころもは女性に渡せばよかったな。頭の片かた隅すみでそう後こう悔かいするも、結局なにひとつ言葉をかけてあげられなかった。今の自分は大事なものが欠けているようだ。

　不安そうにしている彼らを励はげますこともできない。

「もっと斬らなきゃ」

　私は視線を巡めぐらせ、別のレイムへと走った。機械的に蘇生をこなす自分に、どこかで淡あわく焦あせりを感じる。私はどうしちゃったんだろう──。

「五番目も」

　この周辺はランプに頼たよらずとも月明かりのおかげで、ある程度様子が見て取れた。といっても月の光はかなり弱々しいので、手の届く範はん囲いのみうっすらと捉とらえられる感じだ。

　レイムの姿はしっかり確かく認にんできるから、不満はない。

　剣を振ふり上げた時、五番目のレイムはこっちに向かっていきなり両手を掲かかげた。

「──」

　一呼吸分、動きを止めてしまう。レイムが掲げた手の上には自身の眼球が乗せられていた。

　なにかが胸を突つき上げてくる。でもその感覚さえ他人ひと事ごとのように思えた。

　目を瞑つむり、角度をつけて剣を振り下ろす。この辺りから、要領がわかってきた。

　一度の攻こう撃げきで首を落とすためには、まっすぐに剣を叩き付けるだけでは駄だ目めで、骨のつなぎ目に狙ねらいを定めて少し斜ななめから斬らなきゃいけないんだ。

「難しい……」

　相手は人形のようにじっとしているわけじゃない。

　五番目の人は男性だった。今度は三十代くらい。少年たちのそばへ行くよう指示して、次のレイムを斬るため、背を向ける。

「胸焼けが、する」

　気持ち悪さをごまかしながら、六番目のレイムを斬る。肉を裂く音。骨を砕くだく音。

　剣も私も、レイムの体液に染まっていく。ひどく生なま臭ぐさい。目眩めまいがする。




　──斬れ。




　七番目は女性。私と同年代くらいの可愛かわいい子だ。透すき通るように白い肌の彼女を見て、すごく惨みじめな気分になった。蘇そ生せいを果たしたばかりの彼女は、まっさらで奇き麗れいだった。

　なのに、私ときたら。手には剣、全身汗あせだく。おまけに人殺し──。




　──斬れ。




「わかってる。ちゃんと斬ってるよ」

　心に響ひびく声は、いつの間にか自分を鼓こ舞ぶするものじゃなく冷然とした命令に変わっていた。

　八番目のレイムに向かって足音荒あらく近づく。

　その途と中ちゆう、よろめいて一度がくんと地面に膝ひざをついてしまった。

「痛……」

　すぐに剣を支えにして立ち上がり、視線を定める。

　八番目のレイムは──ほぼ『脱だつ皮ぴ』が終わっていた。盛り上がった背の皮ひ膚ふが、花開くように破れている。

　もう次辺りで最後かもしれない。時間は容赦なく、生死に関かかわる危険を連れてくる。

　完全体のレイムに近づいていたためか、今まで以上の激しい抵てい抗こうを受けた。何度も斬り損じて、その度たびにレイムの悲痛な声が[image: 迸]ほとばしる。体力も余分に消しよう耗もうするし、精神的にもきつい。

「やめて、抵抗しないでったら！」

　えずきそうになりながらも必死に剣を振り下ろす。めちゃくちゃな斬きり方のせいでいたずらにレイムを虐しいたげているような感じになった。レイムの悲鳴がうるさい。

「叫さけびたいのは私のほう……っ」

　体液で滑すべる柄つかを左手に持ち替かえ、また繰くり返し剣を振るう。

　ようやく戻もどせた八番目の人は、気難しげな顔をした五十代くらいの男性だった。

　少年のところへ、という言葉が喉のどの奥でつかえている。口内に飲み込めない唾だ液えきがたまっていて、うまく声を発せなかった。

　私は剣けん先さきを地面に落とし、杖つえのように両手で縋すがりながら、荒い息を繰り返した。

　もう駄目。腕が痛い。苦しい。吐はきそう。




　──斬れ。斬れ。




「嫌いやだよ。本当に、疲れたの！」

　甘えるな。そんな泣き言を垂れ流す権利があるのか。

　理性と感情の声が入り交じる。まるで別人格が存在するみたい。斬れと命じる声は、自分のものとは思えないほど冷ややかだ。

　飲み込めない唾液を地面に吐き捨てる。女の子らしくない。日本ではこんな真似まね、一度もしたことがないのに。一いつ瞬しゆん自己嫌けん悪おに陥おちいり、暗くなる。今いま更さらだ。嘔おう吐とするよりましじゃないか。

　レイムの体液の臭においが、唾液の中にもしみ込んでいる。




　──斬れ。斬れ。斬れ。




　心を次し第だいに埋うめていく冷れい酷こくな命令。気持ちを立て直し、私は力強く返事をする。

「わかってる。今度は、逃にげないから」

　一人でも多く助ける。そのために、剣を握っている。

　今自分を苦しめているのはレイムの殺害だ。同時にそれが精神を支える柱にもなっている。

　指先が白くなるほど剣をしっかりと握り、顔を上げた時、レイムの泣き声が途と絶だえているのに気がついた。

「夜！」

　ぶるっと大きく身体が震ふるえた。壊こわれた時間の到とう来らいだ。絶望が容よう赦しやなく降り注ぐ。

「──建物の中へ！」

　私は振り向き、身を寄せ合いながら呆ぼう然ぜんと地面に座り込んでいる人々へ叫んだ。この人たちを、ウルスの女性のように犠ぎ牲せいにしたくない。

「なにがあってもこの一晩を乗り切らないと！」

　本当は私も皆みんなと一いつ緒しよに、レイムのいないところへ逃げ込みたい。醜みにくい本音を封ふうじ、闇やみへと剣を向ける。つかの間の静せい寂じやく。濃のう厚こうな妖よう気きめいたものが、闇の中に漂ただよっている。

　ランプのわずかな明かりだけじゃ、もう足りない。

「月の光が遮さえぎられない場所に出るべき……!?」

　でもこの人たちのそばから離はなれ過ぎても駄目だ。いざという時、すぐに助けられない。

「早く中へ入って！」

　戸と惑まどっているのか、それともまだ意識がはっきりとしていないせいなのか、誰だれも動こうとしない。苛いら立だちを堪こらえ、背後の彼らに再び建物の中へ避ひ難なんするよう呼びかける。

「レイムに狙われてしまう。隠かくれていて！」




　──斬れ。斬れ。斬れ。斬れ。




「わかっているから！」

　胸に響く抑よく揚ようのない声に、私は小さく怒ど鳴なり返した。

　戻せ、ではなく、斬れ、と命じる自分の声にどこか異質なものを感じる。

「……集中しないと」

　一瞬の油断が命取りになる。余計な考えを振り払はらい、不ふ穏おんな闇に神経を尖とがらせる。

　ようやく背後の人々が躊躇ためらいがちに移動し始めた。ざわっと闇の向こうでレイムたちが蠢うごめく気配。さっきまでの悲しげな泣き声は聞こえない。それは夜の訪おとずれを喜ぶ響きへと変わっている。『脱皮』を終えて完全体になったレイムたちだ。

「──リュイとエルに、会いたい」

　ぽろっと言葉がこぼれ落ちた。でもここにいなくてよかったとも思う。

「どこか安全な場所にいて」

　夜はこれからだ。自分が一晩耐たえ抜ぬけるか、試ためされる。

　唐とう突とつに重界の森でのことを思い出した。一人で剣けんを振るっていたリュイ。

　今とは全然状じよう況きようが違ちがうのに、ふいにその光景が鮮せん明めいに蘇よみがえったのが不思議に思えた。

　あの時の私は状況の深刻さを少しもわかっていなかった。朧おぼろげに不安を感じながらも、『いつもの日常』がひっくり返るとは夢にも思わず、能天気だった。

「もしも、過去に戻れたら」

　その続きは口にできなかった。目の前の闇が揺ゆれる。こんな反射神経が自分にあったのかと驚おどろくくらい、素す早ばやく腕うでが動く。こっちへ飛んできた正体不明の塊かたまりを、的確に剣でなぎ払う。

　音を立てて転がり、ランプの横で止まったのは、白い頭ず蓋がい骨こつだった。

　レイムが、悪戯いたずらのつもりで放ほうり投げてきたらしい。

　剣を握にぎる手がひりひりとして、すごく痛かった。力任せに何体もの首を斬り落としたため、手のひらの皮が剝むけているみたい。

　握り直すと、接せつ着ちやく剤ざいをつけたかのようにぴたりと皮膚が剣の柄にくっつく。奇き妙みような感かん触しよくだ。

　それに──なんだか異様なほど手の甲こうが熱い。

「オーリーンに口づけられた場所……？」




　──美味うまい。




「美味い？」

　心に響いた奇き怪かいな自分の声に、ぎょっとする。

「なにを考えているの、私」

　でも、これって本当に私の声？

　混乱しそうになった。剣に視線を落とし、そこでまた、違う種類の驚きを覚える。

　錆さびた色を持っていたはずの刀身。それが今は、薄うす皮かわを剝はいだように変化している。水すい晶しように似た透とう明めいな刃やいばが覗のぞいていたんだ。闇の中でも見て取れる不可思議な透明さ。

　美味い、ともう一度、心の中に声が落ちた。

「違う、私、そんなこと思ってない！」

　なのにどうして、おかしな言葉が浮うかび上がってくるの。

　手のひらの血が吸われているみたいだ。透明な部分を覗かせる刃をじっと窺うかがう。そこに、一いつ滴てきの血が混じったかのように、澄すんだ赤が滲にじみ出した。

「なにこれ？　……まさか本当に吸われている？」

　どくんと手の甲が鼓こ動どうした。全身に鳥とり肌はだが立つ。

　私の意思を無視して、ぶわりと勢いよく、得体の知れない力が腕に広がった気がした。




　──斬れ。斬れ、斬れ斬れ斬れ！




　空を引き裂さく雷らい鳴めいのように、心の中に冷然とした声が轟とどろく。

　一人の声じゃない！

　何人もの声を重ねたかのよう。

「私じゃない。これ、私の声じゃない！」

　執しつ拗ように繰くり返される命令に、おののく。

「オーリーン、この剣ってなに!?」




　──さあ、斬れ！




　頭の中が真っ白になった時、壁かべのような巨きよ体たいのレイムが立ちはだかった。虫のように背から何本も腕が生えていた。




　──その恐きよう怖ふ、その苦痛、糧かてにせよ。




　心に満ちる声。絶対に私の声じゃない。じゃあいったい……!?

「誰なの？　……もしかして、この神剣の声？」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かん、刀身から錆びた色の薄皮がすべて剝がれ落ちた。

　赤い水晶のような、透明な剣。禍まが々まがしいほど澄んでいる。

「なにが起きてるの」

　剣の様子に気を取られてしまったため、注意が疎おろそかになった。

「あっ!?」

　レイムに身体からだをむんずと摑つかまれ、持ち上げられる。

　骨が軋きしみそうになるくらいの強い力だ。呻うめき声さえ漏もらせない。指にまったく力が入らない状態なのに、それでも剣は手から離れなかった。




　──小こ娘むすめ、非力な主あるじ！




　侮ぶ蔑べつの声が心に響ひびく。

　私の身体を摑む巨きよ軀くのレイムの手にぐうっと力がこもった。握り潰つぶされる。そう焦あせった瞬間、剣を握る腕が燃えるように熱くなった。

「──あ、あ！」

　噓うそだ。本当に燃えている──。

　私の身体を握り締しめていたレイムの腕が、肉にく片へんをまき散らして突とつ然ぜん弾はじけ飛ぶ。そのせいで、どたっと地面に落下することになった。でも、それどころじゃなかった。

　剣を摑む腕が燃えている。赤い透明な炎ほのお。なぜか衣ころもは燃えていない。

　服の袖そでから覗く自分の腕を見て、私は悲鳴を上げた。

　どくどくと浮き上がる太い血管。

　そして──人じん面めん瘡そうのような、小さな顔が肌はだにいくつも浮かんでいた。

「嫌いや……嫌っ!!」

　点てん滅めつするようにぼこっと浮き沈しずみする人面瘡が、一いつ斉せいににいっと笑った。

　剣を持つ左手の甲に、最もはっきりとした顔を持つ人面瘡が浮かぶ。

　その顔も他ほかと同じようににんまりと笑い、口を動かした。

　さあ食くらおうか、と。

　私はもう一度悲鳴を上げた。けれど現実には、ひゅうっとかすれた音が喉のどから漏れただけだった。腕を包んでいた赤い炎は溶とけるように消えた。なぜか急激に視界がクリアになっていた。明かりがなくても、遠くの景色まで見て取れる。




　──使えぬ主よ、ならば我がために動け。




「ひゃあ！」

　見えない手で思い切り腕を引っ張られたかのように、私はぐんっと前のめりになった。

　勝手に腕が動く。神剣を握る手の甲に浮いた人面瘡が、皮ひ膚ふから抜け出そうとしているように顔を突つっ張らせていた。

　私の意識を不要なものと判断し、自ら動こうとしている。そう思えた。

「やめてっ」

　なにがどうなっているのかわからない。でも、この人面瘡が神こう々ごうしいモノだとはとても思えなかった。逆に、悪意まみれの禍々しい感情が満ちている。

「やっ」

　私は短く叫さけんだ。問題は人面瘡だけじゃない。腕のひとつを吹ふき飛ばされた巨軀のレイムが怒いかりを滲ませた唸うなり声を上げ、酸のような液体を口からまき散らす。

　けれど、私がその液体を浴びることはなかった。意思とは無関係に身体が動き、酸の攻こう撃げきを軽かろやかにかわす。くるりと方向転てん換かんして好戦的に接近し、レイムの肩かたを深く切り裂く。伸のばされた腕に捕つかまる前に、さっと飛び退のく。

　ありえないよ、こんな戦い方、私にできるはずが──。




　──化け物どもめ、食ろうてくれる。




　私じゃない声。たくさんの声がひとつに重なり、心の中で騒そう音おんのようにうるさく響く。スクランブル交差点の真ん中に心をぽんっと放ほうり投げられたみたいだった。

「あ！」

　ぶちぶちと、寒気のする不ふ吉きつな音が自分の腕うでの内部から響いた。

　噓でしょ、なにこれ。腕が激しく脈を打っている。血管や筋がはっきりと浮き出て、小さな人面瘡たちのもがきとともに、異様に膨ふくらみ──。

「!?」

　声が出なかった。自分の左腕が見るも無む惨ざんな怪かい物ぶつに変わっていく。

　呆ぼう然ぜんとしていると、巨軀のレイムが私に向かって口から火か炎えんを吐はき出した。ただの火炎じゃない。毒でも含ふくんでいそうな黒い炎。一いつ瞬しゆんその炎が醜しゆう怪かいな獣じゆう面めんの形を作った気がした。

「避よけきれな──」

　そう口にした時には既すでに腕が動いていた。身体を捻ひねるようにしてかわし、炎を難なく叩たたき斬きる。助かったとはいえ、息をつく間もなかった。

　レイムは他にもいて、続々とこっちに集まってくる。

　ざわっと全身に鳥肌が立つ。隙すきを見計らっていたのか、複数のレイムが一斉にこちらへ飛びかかってきた。蟷螂かまきりに似たもの、蠅はえに似たもの、鼠ねずみに似たもの……千せん差さ万ばん別べつだ。ホラーゲームに登場する化け物そっくりなレイムたち。彼らの姿が視界いっぱいに映る。

「囲まれる……！」

　右も左も、化け物ばかり。人間の世界なんてもうどこにも存在しないように思えた。

「こんな数、倒たおせない」

　消極的な私の呟つぶやきとは反対に、皆みな残らず抉えぐってくれよう、というどこか鬼き気き迫せまるものを含んだ愉ゆ悦えつの声が心に満ちる。太さも不気味さも増した自分の腕が更さらに変化して、伸びていく。ぶちぶちと神経が切れるような音とともに。私も、化け物の一人になる？

「──!!」

　膨張する気味の悪い自分の腕が、鞭むちのように鋭するどくしなり、先頭にいたレイムを打ち据すえた。

「あ、あ！」

　信じられないことが続く。剣けんが腕の肉の中にずぶずぶと飲み込まれていき──ああ、噓だ、自分の腕がまた変化して、巨きよ大だいな口の化け物に。

「嫌……、やだあっ！」




　──不味まずい、不味い肉よ。




　食べてる。レイムを！

　神剣を取り込んだ私の腕が、レイムたちの身を残ざん忍にんな動きでひきちぎり、食い散らかす。あっという間の速さだ。

「や、やめ……」

　止まらない。私の懇こん願がんなんか気にもとめず、この腕はレイムたちを傷つけるためだけに動く。自分の身体が操あやつり人形のようにくるくると勝手に移動する。レイムの悲鳴、肉片が闇やみの中に散らばる音、それが交こう互ごに響く。誰だれも人間には戻もどっていない。

　私の腕は、神剣は、力の加減をして、殺さない程度にレイムをいたぶっている。

「お願い……、やめて」

　だんだんと侵しん蝕しよくされていく私の腕。最初は肘ひじの辺りまでだったのに、上じよう腕わん、肩へと、ぶちぶち、音が広がっていく。

　いまや腕の先は枝分かれし、蛇へびのような姿に変わっていた。八や岐またの大蛇おろちみたい。そんな馬ば鹿かな考えが頭をよぎった。精神が粉々になりそうな光景だった。

「私は、どこまで怪物に近づくの」




　──見よ、小娘。レイムにも格がある。雑魚ざこは不味い。だが、ソレはよく肥えている。




　心の中に響く傲ごう慢まんな声。ぐちゃぐちゃに盛り上がり、膨らんで、伸びてしまった自分の腕の一部に、手の甲こうに浮うかんでいた人面瘡が現れた。大きく目を一回転させ、私を見つめる。

　人面瘡の言う「ソレ」とは、黒こく炎えんを吐き出した一ひと際きわ巨大なレイムのことらしかった。レイムにも強いものや弱いものがいるんだ。ぼんやりとそう思った。

　私は変化を続ける自分の腕を受け入れられず、意識を手放しかけていた。

「だって、これ、現実のはずが──」

　人面瘡に格があると認められた巨きよ軀くのレイムが、腹部に響ひびく低い怒ど声せいを放ち、背に生えている無事な腕を振ふり回して私の動作を封ふうじようとした。触しよく手しゆのようにうねるレイムの腕を、私の身体からだは簡単にかわす。邪じや悪あくな蛇の口と化した自分の腕が、声を出さず楽しげに笑っているのがわかる。強い敵を前にした時の、残忍な高こう揚よう感かんが伝わってくる。

「違ちがう、これは私じゃない」

　普ふ段だんの自分には絶対できないような素す早ばやく迷いのない動き。都合のいい想像の中で描えがいていた理想の姿とぴったり重なっている。危険な状じよう況きようでも果か敢かんに立ち向かって戦う『私』だ。

　それは自分であって、自分じゃなかった。

　いつかそうなりたいと期待し、憧あこがれた姿が今、現実になっている。

「ちっとも、嬉うれしくない」

　動いているのは私の身体だとしても、まるきり操あやつり人形と変わらない。

「こんなのって、ないよ」

　霞かすむ意識の中でぽつりと独白した瞬しゆん間かん、私の身体は勢いよくジャンプした。巨軀のレイムに向かってだ。八岐大蛇と化した私の腕が、レイムの肩の肉を乱暴に嚙かみ切る。飛び散る肉にく片へん。ぬるい体液。残像のように目に映る。

「いたぶりたくなんかな──」

　とんっと軽い動作で、私は地面に着地していた。

　レイムが泣いている。怒りと恐きよう怖ふを滲にじませ、いきり立つ。




　──食おう。食おう。




　違うよ、駄だ目めだよ。

　崩くずれかけの意識の中で、本当の私が必死に叫んでいる。

　食べちゃ駄目だ。皆を元に戻すんだよ。弱々しく縮こまっている場合じゃないでしょう!!

　起きろ、目を覚ませ。

「……やめて」

　言うことをきいて。

　レイムを弄もてあそぶために動き出そうとする腕を、無事な右手で押さえつける。

　他ほかのレイムたちは、神剣を飲み込んだ私の腕の禍まが々まがしさに恐おそれをなしたのか、闇の中に再び身を隠かくし始めていた。今は目の前にいる巨軀のレイムのみに集中できる。

「やめてよ、神剣」

　懇願しても止まらない。肩を嚙みちぎられた巨軀のレイムが、再度黒い炎ほのおを吐く。ランプの灯ひも月明かりも遠いのに、化け物へと変わった腕に意識の大部分を乗っ取られているためか、暗視ゴーグルを装着しているようにはっきりと見える。

「──そうだ、ランプ」

　はっとした。ランプの存在が頭の中で鮮せん明めいに浮かび上がる。

　そのあいだにも私の身体は好き勝手に動いた。黒い炎さえも、ごくりと音を立てて嚥えん下げする貪どん欲よくな腕。長い舌で美味おいしそうに剝むき出しの牙きばの周りを舐なめる。また身体が動き、巨軀のレイムから生えている複数の腕を一度に食い破る。心の中に、人じん面めん瘡そうたちの哄こう笑しようが響いた。痛みに苦しむレイムの泣き声を、馬鹿にするように真似まねしている。

「やめて……やめなさい！」

　もう──腹が立つ!!

　突とつ然ぜん、かっと頭に血がのぼった。こんなふうにレイムたちを苦しめていいはずがない。今は自我を失って異形そのものになってしまっているけれど、元は普ふ通つうの人々だ。私だって、同じ。

「わけのわからないまま怪物に身体を乗っ取られるのは嫌いや!!」

　心の中に、人面瘡たちの不満そうな声が広がった。

　こっちの主張に反発している雰ふん囲い気きだ。その反応がまた、腹立たしい。

　私はとうとう逆上した。

「本当なんなの、この理り不ふ尽じんな展開って！」

　私、私。

「一応女の子なんだよ!?」

　……という、この場になんの関係もない怒りが爆ばく発はつした。一度激高すると、我が慢まんできなくなった。こうなったら言いたいだけ言わせてもらう！

　だいたい女子に、このグロイ腕うでってどうなの！

「ここまで気持ち悪いんだったら、せめてちょっとは協力してくれてもいいじゃない！」

　リアルに不気味すぎる。これはいくらなんでもあんまりだよ。レイムや魔ま物ものが存在する不思議な世界だから、まだ完全には正気を失わずに済んでいるけれど、仮にここが日本で、いきなり腕が怪かい物ぶつチックに変化したら、絶対気絶してる！　おまけにすごく独善的だし!!

「いい加減にしてよ！　身体を返して!!」

　勝手に動こうとする身体に全力で抵てい抗こうし、方向転てん換かんした。複数の腕を食べられて痛みにもだえる巨大なレイムに背を向ける形だ。




　──おのれ、小娘！　なんのつもりだ！




　罵ののしりたいのはこっち！

「言うことをききなさい！」

　怒ど鳴なりつけると、すぐさま心の中でいくつもの反発の声が上がった。黙だまれ黙れ黙れって、唾つばきを飛ばす勢いで喚わめき立てている。めっちゃくちゃ憎にくらしい！

「駄目っ、言うこと聞かないんだったら──」

　私はランプのほうへと走った。非力な小娘になにができる、と腕の人面瘡が口くち汚ぎたなく罵ば倒とうする。うわ、怒りに満ちた歪ゆがんだ表情だ。

　でも！　いったい誰の身体だと思ってるの。

「人の身体を借りてるんだったら、もっと宿主の意見とか感情とかを謙けん虚きよな態度で気にかけてよ！」

　勝手な行動なんて二度と許さない。

「私が──主あるじなんだから!!」




　──小娘!!




　ぎょっとしたような声が心の中で上がる。それを無視し、私は無む謀ぼうな行動を取った。

　自分の腕、というか、八や岐またの大蛇おろちのひとつをランプに思い切り押し付ける。

　ランプの容器が割れる音。息を吹ふきかけるだけですぐに消せそうな、ささやかな明かりのはずなのに、腕の口には効果覿てき面めんだった。

「わあっ」

　後先考えないでそんな真似をした私が仰ぎよう天てんするくらい、激しく痛がっている。

　突然、轟ごう音おんを立てて、ランプの炎が火柱のように高く高く燃え上がった。人面瘡たちが一いつ斉せいに悲鳴を上げる。なぜか私自身は熱さを感じなかった。ただ耳をつんざくような凄すさまじい悲鳴が身体中に響き渡わたったから、その驚おどろきで身をひいてしまう。

　火柱は、私が離はなれた瞬間、すっと消えた。

「えっ、本当に、うまくいったの？」

　怪物じみた腕も、瞬またたく間に元通りになった。手には透とう明めいな赤い神しん剣けんが握にぎられている。

　私はまじまじとそれを見つめた。

　闇やみの中でさえ見通せる透明な剣。気がつけば、しっくりと手に馴な染じんでいる。

「わ、私に従わないと、またお仕置きするから！」

　こんな状況で脅おどし文句を口にする自分もどうかと思うけれど、今はなんていうか、この神剣より優位に立っておかなきゃいけない気がした。あの八岐大蛇みたいな腕はもう勘かん弁べんしてほしい。




　──……。




　沈ちん黙もくされた。まさか、無言の抵抗？　子どもっぽい!!

「もうっ」

　……なんて、のんびり喧けん嘩かをしている場合じゃなかった！

　背後の気配がざわりと動いたのに気づく。

「ね、ねえ、力を貸してよ！　私、一応主人だよね!?」

　叫さけびつつ振ふり向き、仰天する。真後ろに巨きよ軀くのレイムが迫せまっていた。




　──……。




　あっ、なんか舌打ちみたいなの感じた、と思った時には既すでに、私の身体からだはレイムの攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えのところでかわしていた。

「乱暴だよっ」

　さっきまでの軽かろやかな動きとは違ちがって、悪意だだ漏もれの雑なかわし方だ。感じ悪い！

「斬きって！」

　あ、今度はぶつぶつと文句を言っている気が、と思った時には、凄すご腕うでの剣けん士しのように自分の身体がひらりと跳ちよう躍やくしていた。振り上げられる剣。躊躇ためらいなく巨きよ軀くのレイムの首を切断する。

　驚きよう異いのスピードで人に戻もどるレイム。それを見守り、声をかける余よ裕ゆうはなかった。

　神剣が醸かもし出していた禍まが々まがしい空気が消えたためか、闇に潜ひそんでいた他のレイムたちがじわりと近づいてくる。

「数が多いよ……！」

　額に浮うかぶ汗あせを拭ぬぐい、身構えた時だ。突然背後から、矢のような光が放たれた。

　その光は目の前で破は裂れつするように四方へ飛散し、呪じゆ文もんを刻んだ透明な盾たてに変わった。向こう側には無数のレイムたち。透明な盾に体当たりするも、こっちへは通り抜ぬけできずにいる。

「早くこちらへ！　長くはもたない！」

　鋭するどい呼びかけに驚き、慌あわてて振り向くと、私が貸した長衣を着込んでいる少年が、炬たいまつを片手に掲かかげ、神しん殿でんの出入り口に立っていた。

　盾を作ってくれたのはこの子らしい。やっぱり魔ま法ほうか魔ま術じゆつが使えるんだ。

「早く！」

　ぱんっと盾が大きな音を立てた。レイムたちの突とつ進しんで、文字を刻んだ透明な盾に亀き裂れつが入り始めていた。

　私は急いで神剣を鞘さやに戻し、蘇そ生せいを果たしたばかりの三十代半ばの男性に肩かたを貸して、少年のほうへ向かおうとした。……のはいいんだけれど、重い！

「う、動けない！」

　成人男性の身体を抱かかえて走るなんて、無理がある。

　その男性の重みに潰つぶされかかった時、足音が近づいてきた。

　闇の中、誰だれかの視線とぶつかった。私の肩から男性の体重が消える。

「俺が支える」

　見知らぬ男性の渋しぶい声が聞こえた。さっきレイムから人へと戻した内の誰かが、手を貸してくれたんだとわかった。顔の造作ははっきりしない。というのも、神剣を鞘に戻した影えい響きようなのか、視界がクリアじゃなくなっている。

「さあ、あちらに行こう」

　私たちは急いで、少年が待つ神殿の出入り口へと駆かけ寄った。

　そこには少年だけじゃなく、赤みがかった黒くろ髪かみの、背の高い女性もいた。

　彼女はどこかで服を見つけたらしい。男性用の衣服を着ていることもあって、尚なお更さら性別がわかりにくい。右手には剣を持っている。

　女性剣士なんだろうか。内心首を傾かしげた時、憎ぞう悪おの滲にじむ拒きよ絶ぜつの目で見下ろされた。

　どうしてそんな目で？　疑問に思うと同時に、今しがたの自分の姿が脳のう裏りをよぎる。

　神聖さとは程ほど遠かった、怪物のような腕。見られていたのかもしれない。魔物が存在するこの世界であっても、私の腕の変化は異様なものとして映ったんじゃないだろうか。

「中へ戻りましょう」

　炬を掲げる少年が短く言った。明かりに浮かぶ彼の顔もひどく強こわ張ばっている。私に対する警けい戒かいか、レイムへの恐おそれか、判別はできない。

　ごそりと、隣となりで身じろぎする音が聞こえ、私は肩を揺ゆらした。元に戻ったばかりで意識がまだ曖あい昧まいな、三十代半ばの瘦やせた男性を抱える人が隣に並んでいた。完全な夜が訪おとずれる前に、二番目に斬った人だ。濃こい黄色の髪かみを持つ、四十歳前後のがっしりとした体つきの男性。この人もまた、厳しい顔をしていた。

「……対たい抗こうしきれる数ではないな。味方が少なすぎる」

　私はちょっと俯うつむき、誰にも見られないように唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　普ふ通つうの表情を取り戻してから、一度振り向く。闇の中のレイムたちは、透明な盾を突とつ破ぱしようと、躍やつ起きになって体当たりしていた。

　私たちは、レイムが立てる衝しよう突とつ音を耳にしながら、神殿内へと逃にげ込んだ。
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　数は少ないものの、神殿内にもレイムが侵しん入にゆうしていた。

　レイムには帰き巣そう本能というか、人間だった頃ころの習慣が残っていると以前リュイが説明してくれた。故郷や、強い思念を残した土地に固こ執しゆうするらしい。

　それが本当だとすると、ここに出現するレイムは神殿で働いていたり、他ほかの場所より強い思い入れを持っていたりした人たちに違いない。

「レイムになっても無意識に足を運んじゃうんだ」

　神殿関係の人が多いってことは、もしかすると呪じゆ術じゆつ系に詳くわしい魔ま術じゆつ師しや神官もいるんじゃないかな。現に、炬を掲げて先頭に立つ少年は魔法のような力で盾を作っていた。

　神殿の外で最後に斬った男性も大きな力を持っていそう。今はまだはっきりと覚かく醒せいしていない状態で、濃い黄色の髪の男性に支えられながら歩いているけれど。

　どうしてそんな予測をしたのかというと、私の腕うでに浮かんだ人じん面めん瘡そうの言葉が引っかかっていたためだ。

「レイムにも格があるって……」

　人面瘡が告げた「格」って、身分の意味ではないと思う。元々の能力や素質が関係している気がする。この男性がレイムだった時、強きよう烈れつな黒こく炎えんを吐はき出していた。地面を変色させる肉にく塊かいの弾だん丸がんとかなら他のレイムも飛ばしていたけれど、毒の混ざった炎ほのおを吐き出されたのは初めてだ。

「それだけ強い力を持っているっていう証しよう拠こになる」

　考えを整理するため、ぶつぶつと呟つぶやく。もしこれが普通の炎だったら、神しん剣けんを飲み込んで異様な怪かい物ぶつと化した私の腕は対抗できなかったはずだ。

　神剣は、魔ま物ものやレイムに対して有効なものだから。

　通路を曲がった時、先頭の少年がふいに立ち止まった。

「……音がします」

　耳を澄すますと彼の指し摘てき通り、甘えを含ふくんでいるような、楽しげな鳴き声が響ひびいてくる。レイムだ。

　少年の左ひだり隣どなりにいた騎き士しのような雰ふん囲い気きの女性も足を止め、剣を構えた。私と、濃い黄色の髪の人、まだ完全には目覚めきっていない男性は、彼女たちの後ろを歩いている。

　先頭の二人が止まったので、後方の私たちもつられてストップした。

「炬のみでは心こころ許もとないか……」

　少年は炬の炎に片手を少し近づけると、なにかを囁ささやいた。すると不思議なことに、炎のサイズ自体はとくに変化しなかったのに、ふわっと明かりが広がった。通路の先まで照らし出す。

　そのおかげで、鳴き声だけじゃなく、奥に潜んでいたレイムの姿を目にすることができた。

　私たちの存在に気づいたレイムが、こちらに向き直る。瘦そう身しんのレイムだ。腰こしはぎゅっと絞しぼったみたいに細く、反して下半身は異常に太い。背せ丈たけもあった。四本の腕は剣の形をしている。

「私が」

　短く宣言し、戦せん闘とうの態勢を取った女性を、少年は引き止めた。

「待ちなさい。あれは元々、人であった者たちだ」

「ですが、始末せねば私たちが殺されます」

　苛いら立だった表情を浮かべる女性に首を振ると、少年は、ちらりと私に視線を投げた。

　そうか、彼は最初に蘇生させた人間だ。その分意識がはっきりするのも早かっただろう。

　レイムの蘇生が可能だという事実を、誰より冷静に受け止めているんじゃないか。

「ここで殺していいものか……」

　少年は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらいの表情を見せた。理由はだいたい、想像がつく。

　人に戻もどせるのだとしても、現時点では私が敵か味方か、判断しきれないに違ちがいない。

　それに、怪物めいたこの腕も目もく撃げきしていた可能性が高い。

「来るぞ！」

　濃い黄色の髪の男性が鋭く叫さけんだ。

　通路の奥にいた瘦身のレイムが意外な速さでこっちに突進してくる。

「──私が行く。あなた方は動かずにいて」

　私は神剣を鞘から抜き、駆け出した。

　心臓が痛いほどどきどきしているし、剣を持つ腕も震ふるえている。

　なぜなら今は意識が正常な状態に戻っている。神剣を握にぎっているのは、完全に私の意思だ。

「お願い、神剣、私を戦わせて……！」

　強く願い、柄つかを握り直す。接近した私の頭上に、レイムが剣めいた腕を振ふり下ろす。なんとか神剣で受け止めた……けれど、呆あつ気けに取られるくらいのすごい力で、簡単に弾はじき飛ばされてしまう。自分の身体からだがボールみたいに浮き、通路の壁かべに衝突した。

「背中、痛い！」

　吹ふき飛ばされた衝しよう撃げきと痛みで、そのままずるっと床ゆかにへたりこむ。

　神剣を手放さなかっただけ上出来というだらしない有様だ。

　噓うそ、神剣ってば反応してくれない！

「今私が死ぬと、他にあなたを扱あつかえる人がいなくて、きっと困るよ！」

　脅おどしなのか懇こん願がんなのかわからない言葉で神剣に訴うつたえる。

　あ、すっごく嫌いや々いやって感じの曖昧なざわめきが心の中に、と思った瞬しゆん間かん、レイムの鋭えい利りな腕が、斜ななめから振り下ろされた。私の身体を切り裂さくつもりだ。

　とっさには動けない──そう考えたのに実際には最低限の防ぼう御ぎよの姿勢を取っていた。

　神剣を持つ腕が、レイムの剣を阻はばむために動く。

　でも、力の差はどうしようもなかった。

「信じられない、神剣ってば絶対手て抜ぬきしてる！」

　また情けなく弾き飛ばされてしまった。ううん、怒おこってないけど、責めてないけど！

「しかもこのレイム、やけに強いよ！」

　ああ、やっぱり、さっきまで軽かろやかに動けていたのは、この我が儘ままな神剣のおかげなんだ。

　神剣が目覚める前に少年たちを人に戻せたのは、完全体のレイムにはなっていない状態で、ほとんど抵てい抗こうを受けなかったから。

「今の私ってば全然弱い！」

　焦あせりを抱いだき、慌あわてて立ち上がった時だった。

「援えん護ごする！」

　少年の声が響いた。

「援護って！」

　振り向く時間はなかった。私に向かってレイムが再び腕を振り下ろす。不格好な体勢になってしまったものの、それはなんとか避よけられた。

「よ、よかった」

　と、胸むねを撫なで下ろすのはまだ早かったようだ。最初の攻こう撃げきは誘さそい水だったらしく、逃げたところにまた、腕を振り下ろされる。

「う、わ、わぁっ」

　不格好な体勢が幸いした。立ち上がれずによろめき、ぺたんと後ろ側へ倒たおれる形になったため、その攻撃も偶ぐう然ぜんかわすことができた。私の頭上ぎりぎりを、レイムの腕がかすめる。

「危なっ……！」

　ぞくっとした。更さらに剣のような鋭するどい腕が伸のびてくる。レイムの腕は四本あるんだった。

　けれどこれもなんていうか、私の戦闘能力の低さが幸運に繫つながった。

　慌てて起き上がろうとした瞬間、神剣の先せん端たんが床の亀き裂れつに引っかかり、今度はべちゃっと前方に倒れてしまう。うつ伏ぶせになった私の上で、空気を斬きる寒々しい音がした。

「お願い、援護してくれるなら、早く！」

　もうさすがに次は避けきれない。あたふたと身を起こした私に向かって、今度は四本の腕が一いつ斉せいに突つき出される。私は逃げることを忘れ、硬こう直ちよくした。

　剣に似た鋭いレイムの指先があと数センチで眉み間けんを貫つらぬく、という時だ。

「あっ!?」

　レイムの腕に細い光の輪が巻き付き、動作を封ふうじた。

「こちらへ移動を！」

　少年が強い口調で私を呼んだ。ぱっとは動けず、レイムをひたすら見つめる。

　不思議な光の輪。一見糸のようだけど違う。小さな光る文字の連なりだった。

　少年が魔ま法ほうでレイムの攻撃を防いでくれたんだ。私は這はうようにしてレイムのそばを離はなれ、剣を構え直した。

「すぐに術は突とつ破ぱされます。お急ぎを！」

「うん、ありがとう」

　細い文字の輪は、抗あらがうレイムの力によって今にも壊こわれそうだ。

「神剣。この人を、甦よみがえらせよう」

　私は素す早ばやく後方へ回り、レイムが腕に力を込めるため前まえ屈かがみの姿勢を取った瞬間を見計らって、神剣を振り下ろした。

　何度斬っても慣れない、ざくっという音が手に伝わった。
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「信じられん」

　レイムから人間へと蘇そ生せいを果たした二十代半ばの男性を見下ろして、濃こい黄色の髪かみを持つ人が愕がく然ぜんと呟つぶやいた。彼の視線が、ぐったりしている男性から私へと移る。

「まったく、信じられん」

　もう一度、温度の感じられない声こわ音ねで独白されてしまった。

　今は、彼の眼まな差ざしに込められた山ほどの質問と驚おどろきに答えてあげられる余よ裕ゆうがない。

「他ほかの人たちはどこに？」

　私は少年に尋たずねた。この場にいるのは私と少年、剣けん士しめいた女性と、三人の男性だ。

　他に、同年代くらいの女の子や五十代くらいの男性がいたはずだった。

　たぶん少年たちは、戦いに不向きな人をどこかに隠かくれさせ、その後私を助けに来てくれたんだろう。でも神しん殿でん内だって安全じゃない。その人たちは大だい丈じよう夫ぶなのか、心配になる。

「他の者は結界をはった場所に。そちらへご案内します」

　少年は軽く吐と息いきを落とすと、頰ほおにかかった暗灰色の髪を指先で払はらいのけ、余計な言葉を一いつ切さい挟はさまず要点だけを簡潔に伝えた。うん、場所を説明されても私にはわからない。直接案内してくれるのが一番いい。

「ただ、略式の結界です。長くは維い持じできません」

　そうか、急いだほうがいいみたい。

「わかった。その五人のところへ行こう。レイムの相手は私がする。あなたは、できれば、今みたいに援護をお願い」

　少年は素す直なおに頷うなずくと、警けい戒かい心しんをあらわにして私を眺ながめている女性へ顔を向けた。有う無むを言わせぬ口調で「彼の世話を」と命じる。

　青年騎き士しめいた雰ふん囲い気きのその女性はなにか言いたげな顔をしたものの、少年の言葉に従い、人に戻ったばかりの男性に肩かたを貸した。

　もしかしてこの少年は身分が高いのかな？　蘇生させた人々の中で一番年下だと思うのに、気き後おくれした様子を見せないし、他人に命令するのも慣れている。

　それに他の人も、少年の態度に対してとくに反感を抱いていない。

「こちらです。急ぎましょう」

　少年は、私が貸した上着の裾すそを翻ひるがえして、足早に通路を進み始めた。

　私が後ろに続くと、彼はふと躊躇いを見せ、歩く速度をわずかに落とした。

「……お怪け我がはありませんか？」

「ないよ」

　小さく答え、微笑ほほえむと、少年は思いがけないものでも見たようにぴくりと肩を揺ゆらし、視線を落とした。

　不思議な子だ。女性たちには主人のように接するのに、私に対しては恭うやうやしいし、恥はじらいに似た気配まで漂ただよわせる。私の存在が不気味で恐おそろしいからってだけじゃない気がする。

「あなたは、大丈夫？」

「はい。異常はありません」

　少年は俯うつむいたまま、か細い声で答えた。

　ほっとする。……本当に『人』が隣となりにいるんだ。背後には、女性たちの足音も。

　耳を澄すます。今の私には、どんな素敵な音楽より胸を高鳴らせる響ひびきだ。

「足音が、嬉うれしい」

「……はい？」

「ううん、なんでもない」

　一人じゃないってこんなに心強いことなんだ。

　勿もち論ろんレイムを斬るのはつらいし、恐ろしい。でも、背後に誰だれかがいて、手を貸してくれるという状じよう況きようは、余裕とはまた違ちがった安心感や勇気を与あたえてくれる。

　切せつ迫ぱくした状態でも「絶対になんとかしなきゃ」っていう強い意い欲よくが生まれる。……神しん剣けんのほうは、なんだか不ふ貞て腐くされた感じで沈ちん黙もくしてしまったけれど。







　結界をはったという場所に辿たどり着くまで、私は更さらに五体のレイムを人間に戻もどした。少年の魔法による手助けがなければ、とても不可能だっただろう。

　蘇生させた人たちを励はげまし、支えながらも、ふとした拍ひよう子しに心に影かげが落ちる。

「リュイとエルは今、どこにいるんだろう？」
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　結界がはられていたのは、神殿仕えの高官以外立ち入りを禁じられている資料室だった。

　作り付けの書しよ棚だなの一部が回かい転てん扉とびらとなっていて、壁かべの裏側に狭せまい通路が設けられていた。そこを一列に並んで進むと、すぐに焦こげ茶ちや色の扉にぶつかった。

　略式の結界のため、長くは維持できないっていう話だったけれど、物音を立てて騒さわいだりしなければ、今夜は移動せずに済むんじゃないか。

「明日の朝まで隠れていても大丈夫じゃないかな」

「ええ……そうですね。この辺りならレイムにも見つかりにくいのではと思います」

　少年も表情を和やわらげ、賛成してくれた。

　神殿内に作られた隠し部屋を知っているってことは、やっぱり身分が高い子なんだろう。

　……まさか王子様とか？

　悩なやみながら扉の把とつ手てに手をかけた時、少年にぎこちない動きで止められた。

「私の手に触ふれてください。そのまま入ると結界に弾はじかれます」

　そこで順番に彼の手を握にぎり、隠し部屋に入る。私は最後だ。

「結構広いね」

　三十畳じようはありそうだ。予想していたよりも清潔な空間だった。私を含ふくめて十六人が室内に存在する計算だ。

「災害時のために衣服や非常食、酒類などの貴重な物資が床ゆか下したの収納庫に備び蓄ちくされています」

「へえ……」

　壁かべ際ぎわの棚には書物や医い療りよう品、毛布が置かれている。十分に蠟ろう燭そくもあるようで、全員の顔を確かく認にんできるくらいの明るさが保たれている。

　私はちょっとのあいだ、言葉を失った。

　人がいる。物資と明かりもある。夢のような光景に思えて、むしろ落ち着かない。瞬まばたきをした途と端たん、儚はかなく消えてしまうかもしれないし……私がこの中に加わっていいんだろうか。

「どうかされましたか？」

　少年が不思議そうに私を見み遣やる。

「どうぞ、中へ」

「うん。……あっ」

　私は視線を自分の手に向けた。少年と握ったままだ。彼も気づいたらしく、ぱっと手を放す。

「も、申し訳ありません」

　嫌いやがられているわけじゃないようだけれど、こんなに初うい々ういしい反応をされると、私もなんだか恥ずかしい。入り口のそばで立ち尽つくす私たちを訝いぶかしんだのか、騎士めいた雰囲気の女性が近づいてきた。少年はこれ幸いという様子で彼女のほうへと足を進めた。

「ディルカレート、彼に衣ころもと酒を与えなさい」

　少年の命令で、ディルカレート──騎士めいた雰囲気の女性──が、さっと動き、衣と気付け用らしき酒を用意した。私はその様子をぼんやりと眺めた。

　ここではなにをしていいのかわからない。戸と惑まどいを覚えながらも、とりあえず見張りを兼かねて扉付近に腰こしを下ろし、部屋全体を観察する。

　最初のほうに蘇生し、正常な意識を取り戻した人は、明らかにこっちを気にしていた。時折投げつけられる視線が痛い。

「リュイたちも、ここにいればなあ……」

　誰にも聞かれないよう口の中で呟く。急に疎そ外がい感が芽生え、寂さみしくなった。

　リュイとの出会いは私にとってすごく大切なものだった。改めてそう感じる。

　彼のように、恐きよう怖ふや嫌けん悪お感かんを抱いだいたとしても見捨てず一いつ緒しよにいてくれる人とは、そう滅めつ多たに巡めぐり合えないんじゃないだろうか。

　私は小さく頭かぶりを振ふり、自分を窘たしなめた。

「よくない考えだ」

　目の前の人たちに線を引かれたからといって、リュイと比ひ較かくするのは間ま違ちがっている。彼にもこの人たちにも失礼だ。私自身が信しん頼らいに足る人間なのかどうかが、一番の問題じゃないか。自分に自信がないせいでつい過か敏びんになり、他人の感情を意識しすぎてしまう。

　ただ、無視できない視線が混ざっているのも事実だ。

　疑いと拒きよ絶ぜつの気配をはっきりと感じる。私を異物と捉とらえ、部屋から追い出したがっているのがわかる。

　誰とも目を合わせないように、けれど平静を保って俯かないようにするのは、結構難しい。

　話しかけられたくないような、でも無視され続けるのはきついような──そういう緊きん張ちようした時間を破ったのは、皆みんなを統とう率そつしていた少年だった。さっきの恥じらいはもう消えており、態度が改まっている。

「少しよろしいでしょうか」

　まっすぐに私を見つめながら近づき、奇き麗れいな仕草で床ゆかに片かた膝ひざをつく。あとから身につけた優ゆう雅がさというより、環かん境きようの中で自然に得た振る舞まい方に思える。

　私より少し年下だと思うのに、随ずい分ぶん大人びている。

「礼を申し上げるのが遅おそくなりました。助けていただき、感謝しております」

　この場合、私も丁てい寧ねいに返答したほうがいいの？

　少年の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされる。変な言葉遣づかいをしてしまいそうだ。

　私は「気にしないで」の意味を込めて小さく首を振った。ちょっと素っ気ない態度だったかも。うーん、どうしよう。

　少年が口を閉とざし、わずかに視線を動かした。位置的に、額の神石を見ているっぽい。

「あなたの耳にあるのも神石？」

　まずは共通の話題から始めて、ぎこちない空気を取り除こう。

　そう決めて尋たずねると、彼は驚おどろいたように軽く目を見開き、自分の耳を押さえた。

「あなたの額のものは、神石なのですか」

　逆に訊きき返されてしまった。どう答えたらいいんだろう？

　リュイは神石だと言っていたし、実際神様から与えられたものなのは間違いない。

　とりあえず肯こう定ていすると、少年は考えに沈しずみ、しばらくのあいだ身じろぎさえしなくなった。

「あの……」

　沈黙に耐たえかねて声をかけると、彼は床につけていた片膝を少しずらし、さらに近づいた。

「無礼とは存じますが、触れてもよろしいでしょうか」

　ううん、この硬かたい言葉遣いはまだ続くのかな。

　内心怖おじ気づきつつ、なんでもない顔を取り繕つくろって頷うなずく。少年は腕うでを伸のばし、慎しん重ちような仕草で私の額にある神石に指を置いた。その直後、彼は熱の塊かたまりに触れてしまったかのような、大おお袈げ裟さな反応を見せ、指を引いた。

「本物ですね。本物の神石だ」

　少年は自分の指を見つめ、感かん嘆たんの口調で呟つぶやいた。触さわっただけでわかるんだろうか？

「私のものは、神石ではありません。これは魔ま石せきです」

「魔石？」

　神石とどう違ちがうんだろう。

　元々ファンタジックな話には弱い。想像もつかないので、ただ頷くだけにとどめておく。

「あなたは、この神しん殿でんの人？」

　少年の地位も謎なぞだ。

　彼は「はい」と答えると、思い直した様子で言葉を付け足した。

「私は百十一代目の率りつ帝ていです」

「りつてい？」

　少年はこちらの反応を窺うかがうためにそう名乗ったらしい。その思おも惑わくには気づいたものの、肝かん心じんの言葉の意味がわからない。私の反応の薄うすさに、少年は怪け訝げんな顔をした。

「……まだ在位は短いのですが」

「在位」

　……えっ、本当に王族関係の人なの？

　気品のある顔立ちをしているけれど、王族とは違うような気がする。

　ううん、率帝ってどういう身分なのか、尋ねていいのかな。

　でもなんだか、普ふ通つうは知ってて当然という空気が流れている。これは曖あい昧まいにせず、知っておいたほうが後々のためにもよさそうだ。

　思い切って訊いてみようと決意し、口を開いた時だ。冷たい声が割り込んできた。

「率帝からいったいなにを探さぐるつもりなのか。まずは己おのれの身分を明かすべきではないのか」

　厳しい言葉に、身が強こわ張ばる。

　赤みがかった黒くろ髪かみの女性が、毛布などの置かれている棚に寄りかかって腕うで組ぐみし、こっちを睨にらんでいる。友好的とは言いがたい冷めた態度だ。

　確かさっき、率帝にディルカレートと呼ばれていた。

「どうして答えない」

　身分を持ってないよ。

　そう正直に伝えると、更さらに不信感を植え付けてしまう気がした。リュイの時もそうだったし。

「聞いているのか？　隠かくさねばならぬ身分なのか」

「違うよ」

　どうして突つき刺さすような敵意を向けられているんだろう。見当がつかず、戸惑いが強まる。

「ディルカレート、下がりなさい」

　厳しい表情のまま私に近づこうとしたディルカレートを、率帝が静かな口調で止めた。

「しかし！」

「無礼な態度を取ってはならない。この方は私たちにとって脅きよう威いとなる存在ではない」

「どうか気を許さぬよう。化け物を身に飼っているなど、尋じん常じようではありません」

　化け物。

　血の気が引いた。両手でぎゅっと神しん剣けんを握にぎり締しめ、乱れそうな感情を抑おさえる。

　やっぱり、怪かい物ぶつみたいに変化した腕を見られていたんだ。だから、こんなに敵意と警けい戒かいを向けられている。

　そうだよね、自分でもこれは不気味だって思ったもの。なにかの拍ひよう子しに皆に危害を与あたえるんじゃないか、と彼女が心配して当然だ。

「だが、その娘むすめが、我われらを救ったのも事実だぞ」

　ふいに口を挟はさんだのは、神殿の外で最後に斬きった人……人じん面めん瘡そうに格があると認められた三十代半ばの男性だった。気難しい学者という風ふう体ていで、かなり瘦やせている。言葉的には庇かばってもらった形だけれど、瞳ひとみに優やさしさはなく、口調も表情も冷たい。

「イルファイ殿どののおっしゃる通り。身分よりも、この方が宿す神石が証あかし。聖なる気配をお持ちだ」

　率帝の言葉で、ディルカレートは渋しぶ々しぶ引き下がった。とはいえ、こっちに対する不信感が消えたわけじゃない。率帝もそれを感じたらしい。理知的な瞳をちらりと私に向け、口を開く。

「この方はおそらく、人の身分に甘んじない。それでもあえて言うのなら──私よりも位は上、比較できるものではないはずです」

　率帝の説明に、ざわめきが広がった。どうしよう、とんでもない誤解が生まれた気がする。そもそも率帝という呼こ称しようにどんな意味があるのか、わからないままだ。

「娘よ、この国の者ではないな。まったく謎だ」

　学者を連想させる外見のイルファイが、嘲あざけるように薄い唇くちびるを歪ゆがめた。実験対象物を見る目で私の顔を覗のぞき込む。

　本当にどうしたらいいの！　機転の利きかない自分の鈍どん臭くささが切ない。

「何者だ？」

　何者って言われても！

「私は」

　ごくりと唾だ液えきを飲み込む。視線ってこんなに肌はだを刺し激げきするものなんだ。

「私は──失われた神の誓ちかいにより、この国に来た」

　丁寧に言うべきか、普ふ段だんの口調でいいのか判断できず、妙みように突つっ慳けん貪どんな話し方になってしまった。うわあ、なんか生意気というか偉えらそうな言葉に聞こえたよね？

「失われた神？」

　彼は眉み間けんに皺しわを寄せた。この人、不ふ機き嫌げんそうな表情がよく似合うかも。

「人々を、蘇そ生せいさせるために」

　喉のどがからから、咳せきが出そう。……それに、喋しやべりすぎると頭がよくないのがすぐにバレそう。

　そう思って口を噤つぐんだ時だ。




　──エル。




　沈ちん黙もくしていた心の声が、突とつ然ぜん浮うき上がってきた。

　慌あわてて自分の手の甲こうを見下ろすも、とくに変化は見当たらない。てっきりまた人面瘡が出現したのかと思った。でも確かに、私じゃない声が心の中に響ひびいた。




　──聖せい獣じゆうが呼んでいる。




　すっごく不承不承という感じで教えてくれる声。これってあの人面瘡……神剣なんだよね？

「エル!?」

　エルが呼んでるの？

　もしかして、この近くに来ているんじゃないか。

「エル！　私、ここ！」

　思わず立ち上がって叫さけぶ。皆みんながぎょっと身を引いた。脈みやく絡らくなく声を上げてうろつき始める私の様子が奇き異いに映ったようだ。

「いきなり、なんだ？」

　イルファイが怪訝そうに尋ねる。私はもどかしさを覚え、首を振ふった。意識の大半は神剣との会話とエルに向かっている。

「エル、こっち！」

　本当にエルがいるの？　私はちっとも気配を感じられないのに！




　──結界が、小むす……主しゆの気配を阻はばんでいる。




　小こ娘むすめって言われかけた気がするけれど、今はそこにこだわっている場合じゃない。

「率帝！」

「はい」

　勢い込んで呼びかけると、率帝は驚おどろいた顔を見せた。

「この結界って一いつ瞬しゆんだけでも無効にできる？」

「略式の結界ゆえに、一度無効にすれば潰つぶれてしまいます」

　言葉を詰つまらせた時、けっ、と小こ馬ば鹿かにするような笑い声が聞こえた。今の、イルファイ？

「どうせ長くは維い持じできぬ結界ではないか、率帝よ。それとも再び結界を作り出すのは困難か」

　イルファイって、もしかして、もしかして、かなり偏へん屈くつ系で皮肉屋とか。

「魔ま法ほうによる結界の構築は時間を要する」

「ほう、やはりできないと」

「演えん儀ぎ泡ほう典てんがなければ術を操あやつれぬあなたに侮ぶ辱じよくされる謂いわれはない」

　ええと、率帝、抑よく揚ようのない声がちょっと怖こわいかも。

　それにしても、えんぎほうてんってなんだろう？　会話の流れから考えるに、聖典や魔法書の類たぐいじゃないか。

「言ってくれる」

　またしてもイルファイが小馬鹿にするように鼻を鳴らす。

　この二人ってひょっとすると犬けん猿えんの仲なのかな。

「だがその無能な魔術師に守られていたのはいったいどなただったか」

　あのう、ぞくぞくするような不ふ穏おんな空気が二人のあいだに漂ただよっているんだけど。

「イルファイって、魔術師なんだ？」

　恐おそる恐る割り込むと、彼はむっと唇の端はしを下げた。どういう反応、それ？

「……イルファイ殿、言葉がすぎるのではありませんか」

　率帝が据すわった目をして話を戻もどした。イルファイも、冷たい表情を彼に向ける。

「事実だろうに。日ひ頃ごろは魔術を見下しておきながら……」

「見下す価値があるとお思いか？」

　率帝！　顔に似合わず好戦的！

　その返し方は事情を知らない私でもざくっと胸に突き刺さったよ。

　イルファイは深く息を吸い込むと、喉の奥で低く笑った。眼まな差ざしは氷のようだ。

「魔力を抱いだく使徒たち、率りつ使しの統とう率そつ者であるお方の物言いとはとても思えぬ。自身ら以外の者は皆、下僕にでも見えるのか？」

　りつし？　魔術師とは違ちがうの？

「いやはや、歴代の率帝たちも嘆なげいているだろうな」

　バトルが始まってるよ、二人とも！

「あの……」

　もう一度口を挟んでみたものの、見事に無視されてしまった。

　完全に二人の瞳は怒いかりに染まっている。

「口だけは達者だが、率帝の行いは決して誇ほこれるものではなかろうに」

「どういう意味です」

「率使の柱であり最高指導者でもあるあなたが、まさか多くの使徒らを置き去りにし、保身をはかるとは。しかしあなたを詰なじる使徒はおるまい。皆、化け物と成り果てているからな」

「よくもそのような……！」
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「あ、あのっ、二人とも」

「私を責めるつもりか？　災さい厄やくを前にして、真っ先に皆を率いて戦わねばならぬ者が、あろうことか無能呼ばわりしていた魔術師を犠ぎ牲せいにし、逃とう亡ぼうしたのだ。だがまあ結局はこうして顔を合わせているのだから、逃亡の意味はなかったようだ」

「事実を知りもせず、勝手なことを言ってくれる」

「ちょっと待って、ねえ、私の話を聞……」

「事実もなにも、また同じ過あやまちを繰くり返す気ではないか。身に降り掛かかる危機ばかりに目を向け、結界を再度構築するのはごめんと口にされただろうに」

「黙だまれ、魔力の亡もう者じやめ。我が力を侮あなどるならばその身で試」

「──ストップ！」

　今にも取っ組み合いが始まりそうな二人のあいだに無む理り矢や理り割り込み、私は声を張り上げた。

　二人はぴたっと口を閉とざし、怒りの残る表情で私を見下ろした。

「言い争いをして得られるものは!?　その口論が今どうしても必要っていうなら続けても構わない」

　私は少し腹を立てていた。エルが呼んでいると神しん剣けんが教えてくれたのに、ここで無む駄だな時間を過ごしたら、二度と会えなくなってしまうかもしれない。

　二人のあいだには他人が入り込めない確かく執しつがあるんだろう。でも、ここで決定的に仲なか違たがいするのは駄目だ。

「たくさん疑問がある、説明しなきゃいけないことも山ほどある。それはよくわかっているけれど、今は時間がないの。──私の仲間が呼んでいる」

　二人の目から憤いきどおりが消えて、驚きが浮うかぶ。

「結界を一時的に解除できるか訊きいたのは、その仲間のところへ行きたいから。外にはレイムがたくさんいる。夜は始まったばかり、レイムが多くいる場所で、その仲間が困っているかもしれない。見捨てることはできない！」

　事態の深刻さを少しもわかっていなかった私を見捨てず、ずっと一いつ緒しよにいてくれたエル。このまま離はなればなれになるのは嫌いやだ。

「率帝、一時的に結界を無効にできないのなら、私だけでも外に出ることは可能？」

　率帝の視線が泳いだ。できるんだ。結界内に入る時は率帝の手を取った。出る時も、彼の手に触ふれていれば可能なんじゃないだろうか。

「私、外に出る」

　率帝に手を差し出す。

「ですが……」

　困こん惑わく顔の率帝の目を覗のぞき込む。

「お願い」

「無理なことを言われる」

　顔を強こわ張ばらせた率帝に、再びイルファイが責めるような声を上げた。

「つくづく保身がお好きな方だ。急ごしらえの結界、その効力が研とぎ澄すまされているのは、娘むすめがしたたらせる聖なる気配があるため。娘が抜ぬければ、再び結界は脆もろくなる。だからこそ、娘をここへ連れて来たのだろう。──そう、魔ま石せきを身に抱くということは、レイムならず魔物も呼び寄せるからな」

「どこまで愚ぐ弄ろうするおつもりか。私のみの問題ならば迷わず協力を申し上げる。だが、この場には守るべき者たちがいる！」

　最初の冷静さをかなぐり捨てて、率帝は荒あらっぽく叫さけんだ。

　私は驚いていた。聖なる気配？　自分ではわからない。

　どうしよう、どうしたらいいんだろう！




　──主、聖せい獣じゆうが遠ざかる。




　心に響ひびく神剣の声に、胸を貫つらぬかれる。

　エル、リュイ。今、手を伸のばさないと本当に会えなくなるかもしれない。

　夜はまだ続く。長く恐ろしい闇やみの刻とき。一分が一時間のよう。一時間は一日のよう──。

「率帝」

　呼びかけると、率帝は口を強く結んで私を見つめた。ほんの少し彼のほうが、背が低い。向き合うと、目線の位置はほぼ同じだった。

「一瞬だけでいいの。すぐに結界内に戻る」

「イルファイ殿どのの指し摘てき通り、これは無様な結界です。不完全でありながらも効力を維持できているのは、あなたの聖なる気配が支えとなっているためだ。もしもあなたが抜けてしまえば、その不完全さゆえに、反動で崩くずれてしまいかねません」

　率帝は苦しそうに俯うつむくと、指先で眉み間けんを強く揉もんだ。

「今の私にはこの人数を支える結界を、もう一度構築する力がない」

　そうか……彼らはまだ目覚めたばかりだ。身体からだの調子が万ばん全ぜんとはいえない状態なんだろう。

「イルファイ殿は魔術師の大師の一人。けれども」

「皆みなを受け入れる強力な結界を構築するならば、〈式〉のみでの術ではいけない。法具で補助しなければ」

　イルファイはぼさぼさになっている金色の髪かみを更さらに両手でかき回し、率帝の説明を補足した。

「……ねえ、私の気配って、率帝はわかるの？」

「はい」

　そういうものなんだろうか。魔力を持っている人には、見分けがつく？　それとも、陣じんを動かしたり神剣が目覚めたりと、シルヴァイたちがくれた力が少しずつ身体に馴な染じみ始めたおかげで、そういう気配も漂うようになったんだろうか。

「じゃあ、手を握にぎってて」

「手を？」

「そう。手を握った状態で私だけが一歩、結界の外に出る。これならどうかな」

　身体の一部だけでも結界の外に出せば、エルは気づいてくれるかも。

「それならば、おそらく可能かと」

　率帝は戸と惑まどいながらも慎しん重ちような口調で認めてくれた。私はさっそく彼の手を握った。

　彼とともに結界の境界線らしき光──床ゆかに薄うすく浮かぶ多角形の線の前まで行き、手を離はなさずに自分だけ外へ出る。ついでに、鞘さやに入れたままの剣で部屋の扉とびらを押し開けてみた。

　途と端たんに流れ込んでくる闇の色。どこか遠くからレイムの鳴き声が聞こえる。

「エル、こっちに来て」

　うん、やれると思えばやれる！

　神剣とも一応は会話できるようになったんだもの。

　利口なエルとだって、きっと心が繫つながるはずだ。

　私の声、届くといい。気配も祈いのりも。

「エル、私、ここ」




　──火柱だ。




「え？」

　神剣の独白が聞こえた。随ずい分ぶん素っ気ない物言いだけれど、たぶん私に教えてくれているんだと思う。




　──主しゆが我われらを焼いた時の火柱を目にして、聖獣はこちらへ接近してきたのだろう。




　あの火柱が居場所を伝える緊きん急きゆう信号の代わりになったようだ。

　焼いた時、という部分にすっごく力が入っている。まだ怒いかりが収まらないらしい。

　ごめんね、あとでちゃんと謝るから。鞘も奇き麗れいに磨みがいてあげる。




　──ふん……。だが気配が遠すぎる。主、いっそ血でも流してみればどうだ。




　嫌いや味みな口調だった。親切で提案してくれたんじゃなく、私が悩なやんでぐるぐるする姿を楽しもうとしている雰ふん囲い気きだ。

　でも、提案自体は噓うそじゃない？

「血の気配って濃こいのかな」

　なんでも挑ちよう戦せんしてみないと。決心して、ウルスの時にもしたように、えいっと人差し指を口内に突つっ込む。持つべきものは、八や重え歯ばだ。

　痛いー！　と胸の中で絶ぜつ叫きようしておく。

　口から指を引き抜くと、先端にぽつりと血が浮かんでいた。結界のぎりぎりに立っている率帝が、呆あつ気けに取られた様子で私の行動を窺うかがっている。

　こ、これでどう？




　──なんとも愚ぐ直ちよくな。




　呆あきれる声がしたんだけれど！

「まさか単なる嫌がらせで効果なしとか……」

「はい？　嫌がらせ？」

「な、なんでもないよ」

　不安を覚えつつも、その手を空中へ差し伸べてみる。

「エル、ここだよ」

　とても会いたいよ。そう祈った時だ。




『ひびき』




　突とつ然ぜん名前を呼ばれた気がした。

　神しん剣けんの声が泡あわのように心にわき上がってくるものなら、今聞こえた声は空から降ってきてすとんと身体の中に落ちてくる感じ。変なたとえだけれど、こっちの声は流星のようだ。

「エル？」

　目を瞬しばたたかせ、呟つぶやいた時だ。

　大きな濡ぬれた塊かたまりが勢いよく扉から飛び込んできた──と思った瞬しゆん間かん、それがまっすぐに私へと突とつ進しんしてくる。警けい戒かいする間もなかった。

「わ！」

　結界の中にいた人たちがこっちを見つめて、次々と叫び声を上げる。

　突進してきた塊は、私にのしかかるような勢いで激しく、その、すり寄ってきて。

「重い……っていうか、胸に激げき突とつ……っ」

　きゅうう、と必死に鳴く声。この子こ猫ねこめいた愛らしい仕草と、外見の怖こわさや凶きよう悪あくさとのギャップが妙みようにおかしくなってくる。

「エル！」

　濡れた塊が、くうっと返事をするように喉のどを鳴らし、一いつ生しよう懸けん命めいに額を私の胸に押し当ててくる。嬉うれしいし可愛かわいいし、勿もち論ろん会いたかったけれど、ねえエル、もう少しで率帝の手を離すところだったよ。転てん倒とうは免まぬかれたものの、突撃されて背骨が折れそうになったし。

「無事だったんだね」

　本当にエルだよね！　怪け我がもなさそうでよかった……、うん、胸に額を押し当てる仕草、甘えているだけとはわかるんだけれど、やっぱりお互たがいのサイズと力の差が原因で、私って思い切りどつかれている状態になっているかも。なんか、ずるずると後退してる。

　ああっ、身体の大部分が結界内に押し戻もどされてる！

「待って、結界があるんだよ！」

　慌あわててそう言うと、エルはすり寄るのをやめて、今度はぱたぱたっとちぎれそうなくらい元気に尾おを振ふった。

「率帝、この子がね、仲間だよ。エルっていうの」

　一応説明を、と思って振り向き、私は仰ぎよう天てんした。

　率帝は青ざめた顔で硬こう直ちよくしている。イルファイやディルカレート、他ほかの男性陣は死を前にした表情を浮うかべて攻こう撃げき態勢を取り、エルを睨にらみつけている。

　ち、違ちがう、エルは魔ま物ものじゃないよ、確かに見た目は猛もう獣じゆう以上の迫はく力りよくだけど！

「この子は聖獣だよ。安心して。危険じゃない」

　誰だれも納なつ得とくしてくれない！　エルってば強きよう烈れつな色の液体にまみれているから余計に魔物っぽく見える。毛に付着している嫌いやな色の液体を拭ぬぐおうとし、はっと気づいた。

　これ、レイムの体液？

「エル……レイムと戦ったの？」

　私は愕がく然ぜんとした。馬ば鹿かだ、この瞬間までちっとも疑っていなかったことがある。

　エルはリュイとともにいるんだって。エルがここに来るなら、当然リュイも一いつ緒しよのはず。非常事態にはきっと騎き乗じようさせてくれるだろうと、そう信じ込んでいた。

「──リュイは、どこ？」

　エルがぱたりと尾をおろし、しょげ返った。

　すうっと血の気が引いていく。

「リュイ」

　今も、一人でいるの──？
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　とにかく、まずはエルを結界内に入らせた。率帝に触ふれてもらってだ。

　結界内の人たちは、体液に染まったエルを恐おそろしげに眺ながめると、決して近づこうとはせず、壁かべ際ぎわまで下がった。唯ゆい一いつ、イルファイだけが冷静さを取り戻し、興きよう味み津しん々しんという態度でエルを観察する。ううん、エルの素す性じようもだけど、背にくくってある荷物も気になるようだ。

　この人たちにエルや私の素性、その他の様々な事情を、きちんと説明しなきゃいけない。

　でも、それよりもっと重要な問題が降ってきた。

　リュイとエルは一緒にいるものだと思い込んでいたから、心のどこかに「会えさえすれば、大だい丈じよう夫ぶ」という根こん拠きよのない確信があった。こういう事態が起きるとは考えてもいなかった。

「エルはリュイと一緒じゃなかったの？」

　私は囁ささやくような声こわ音ねで尋たずねた。

　これまで感じたものとは異なる種類の恐きよう怖ふが背中を這はい上がってくる。

　あんなに置き去りにされることを嫌がっていた人だ。今、どんな思いでいるんだろう。

「違う、一番の心配は、この夜をどうやって一人で耐たえるかで──」

　呆ぼう然ぜんとする私に、エルは不思議な目を向けた。詫わびるような色が込められた瞳ひとみだ。それから、急にそわそわし、足あし踏ぶみを始める。焦あせっているように。

　私は戸と惑まどった。なにかを伝えたがっている？

「もしかして、リュイの居場所を知ってる？」

　エルはぶるっと頭かぶりを振ると、背に乗りなさい、という仕草を見せた。エルはおそらく私の言葉を理解している。その上で騎乗を促うながしている。

「知っているんだね!?」

　ということは、やっぱりエルとリュイは途と中ちゆうまで一緒に行動していた？

　そう仮定した場合──なぜエルは単独でここに現れたんだろう。私にとってリュイが大事な存在だというのは知っているから、意地悪で彼を置き去りにするはずがない。

　だとすると、彼と離はなれてでも、私を呼びに来なきゃいけない危険な状じよう況きようにいたってことなの？

　エルは人見知りが激しい。たとえばウルスでの夜のような……そういう切せつ迫ぱくした時じゃなければ、リュイのために動こうとしないだろう。

　私は短い時間、エルの円まるい目を見つめ返した。なにをすべきか決断し、素早く背に乗る。

「ごめんなさい。──私は行かなきゃいけない」

　エルの背から、率帝たちへと顔を向ける。

「どういうことですか」

　率帝は目を見開き、動どう揺ようの窺える素そ振ぶりで尋ねた。

「迎むかえにいかなきゃいけない人がいる」

　率帝の視線が体液で汚よごれたエルに注がれた。すぐに虚こ空くうへと移る。

「……ちょっと待ってくれ。結界はどうなる」

　この隠かくし部屋に来る途中で蘇そ生せいさせた男性が、震ふるえる声で割り込んできた。その勢いを借りて、別の男性が顔を引きつらせながら話しかけてくる。

「あんたが抜ぬけたら、ここを守っている結界が崩くずれるのだろう？」

　私は一度息を止め、そのあと、急ぎたい気持ちを抑おさえて、彼らに視線を返した。

　彼らはたぶん、私を味方だとは信じていない。

　聖なる気配があると判断した率帝の言葉に縋すがっているだけで、本心では気味悪がっている。

「結界が壊こわれないよう、率帝に手を借りて外へ出ます」

「だが、たとえ崩れずとも、あんたの気配がなくなれば長くはもたないという話じゃなかったか？」

　最初に声をかけてきた男性が、全員を見回してそう叫さけんだ。不安が他の人たちにも伝でん染せんし始めているのがわかった。

「それでも、行かないと」

　私は静かに告げた。自分では摑つかめない聖なる気配、それが略式の結界を支えているという。私が抜けると、結界はいつ壊れてもおかしくない状態になる。

　すると魔物やレイムの目を眩くらませるものがなにもなくなる。

「なあ、私たちはどうやって身を守ればいいんだ？」

　皆みんなに危険が及およぶかもしれない。……ここにとどまるべきなんだろうか、それとも。わずかに迷い、すぐに葛かつ藤とうを封ふうじる。

　行こう。絶対にリュイを捜さがし出す。一人きりにはしない。

　私が決意を変えないと察したらしく、最初の男性は目を剝むいた。責める響ひびきのこもった声を上げる。

「こんな……化け物に囲まれた神しん殿でんに、私たちを置き去りにするのか」

「私の仲間も、別の場所でただ一人、戦っているんです」

　彼らを置いていくのはつらい。この世界でようやく蘇生させた人たちだもの、離れたいはずがない。もっと話をして、誤解をといて、一緒にいたいと真しん剣けんに思う。

「一人のためにだと？」

「はい」

　彼らが抱いだく不安もわかってる。もしも逆の立場だったら私だって訴うつたえずにはいられなかっただろう。怖こわくて、どうしようもなくて、相手の立場や事情を気き遣づかう余よ裕ゆうがなくなってしまう。これは、利己的な考えなんかじゃない。誰だって、耐えられない怖さを持つ時がある。

　とくに彼らは目覚めたばかりで、余計に混乱しているはずだった。

　でもリュイは今、一人きりだ。ここよりもっと危険な状況にいる可能性が高い。

「その者には同情するが、こちらには複数の人間がいるじゃないか！　たった一人のために、私たち全員を犠ぎ牲せいにするというのか？　あんたの考えは間ま違ちがっている！」

　彼の言葉が胸に深く突つき刺ささった。うまく表現できないけれど──とても現実的な、抗あらがえない力を底に秘ひめた言葉のように思えた。

「だけど、私は」

「状況をよく見て、判断すべきだろう！　やっと安心して休める場所を手に入れたんだ。皆の身を危険にさらすことはやめてほしい」

　他ほかの人たちの声なき賛同を得て、その男性は力強く言い募つのった。

「私たちだってな、その者を無む為いに死なせたくはない。ただ、助けにいくのは人としての義務かもしれないが、一人を救うために結界を抜ければ、あんた自身にも危険が降り掛かかるだろう？　無益な犠牲が増えるばかりじゃないか。考え直してくれ」

　反論の言葉が見つからなかった。男性の主張は、きっと正しい。

　私の行動によって、もしかしたら全員がまた苦しむかもしれない。あぁ馬ば鹿かだ、私。怖さや余裕があるかどうかの問題じゃない。感情論で語ろうとすること自体、間違いなんだ。

「さあ！　戻もどってくれ」

　ここでリュイを迎えに行くというのは、最も選んじゃいけない道なんだろう。

　さっきの率帝と同じだ、自分一人の安全のためじゃなく皆の命がかかっている。

　心を殺してでも、少数を見捨てなきゃいけない厳しい状況なんだと。

「……それは、よくわかってる。でも」

　歯を食いしばり、強く目を閉じる。リュイの奇き麗れいな目や、優やさしい口調、あたたかい微び笑しようが、瞼まぶたの裏に映る。身も心も数え切れないほど傷ついてきた人。安息がほしいと願い続けてきた人だ。彼を、ここで切り捨てられる？

　私はゆっくりと瞼を開いた。心が決断を下す。

「ごめんなさい」

「……なに？」

　どんなに恨うらまれても──ここでなにかが壊れ、取り返しがつかなくなったとしても、リュイのそばに行きたいという意思は変わらない。私にはやっぱり、指導者とか聖者の振ふりをする資格はないんだろう。

　こんなに気持ちが急せいている。引き止められるこの時間さえ惜おしいと焦るほどに。

「一人にしないって、そう誓ちかった」

「──あんた、まさか」

「イルファイ」

　男性の驚きよう愕がくの声を遮さえぎって強めに名を呼ぶと、イルファイは眉まゆを片方上げ、視線を合わせてきた。

「この荷物の中に、役に立つ法具があるかもしれない」

　彼はよどみのない動きでエルの背にくくっていた荷物を床ゆかに下ろし、素早く確かく認にんし始めた。

「ふむ。結界の補助になりそうなものはないが、魔ま物ものの足止めは可能な法具があるな。おっと、これは……氷ひよう筒とうがあるではないか。以前よく作ったものだ。これも魔まの類たぐいを寄せ付けないようにする道具だ。なんと万ばん能のう水まである。これはよい」

　口早に独白しながら、イルファイは法具のひとつひとつを床に並べる。

　この法具はラヴァンの神殿に向かう途中、ある商家に寄り、リュイと手分けして運び出したものだった。私には使い道がわからないけれど、ほとんどはリュイが選んだので、貴重なものが多いはずだ。

「しかし、法具があったとしても結界はすぐに崩れるのだろう。だったら意味がないじゃないか」

　引き止めようとする男性に、私は顔を向けた。全身が小刻みに震えそうなくらいの緊きん張ちようと痛みを覚えながらも、自分の決断を口にする。

「ごめんなさい、私は行く。彼を見つけたら、すぐに戻ってきます」

「勝手な……、ここに残された私たちはどうなるんだ！」

「彼は、リュイは、何度も私を助けてくれた人です。──この世界に来て、初めて会った人なんです」

　法具を楽しげに調べていたイルファイが顔を上げ、目を細めて私を見つめた。

「リュイはこのガレという国で、ただ一人生き残っていた人でもあります。あなたたちの希望でもある！」

　そうだ、ただ一人、彼が自分を守り抜いたからこそこの国は死なずに済んだ。荒あれ果て、狂くるいながらも、国は細く細く、息を繫つなぐことができた。

「リュイを助けることは、この国の希望を救うことと同じ。私は行きます」

　もう自分でもなにを言っているのか、焦あせりでわからなくなってきた。彼のもとに行きたいという思いが胸の中で膨ふくらみ、暴れている。

「リュイ……、あなたが言うその方は、まさか月げつ迦か将軍のことか？」

「げっかしょうぐん？」

　私に話しかけてきたのは、レイムだった時、剣けんの腕うでを持っていた男性だ。無ぶ精しよう髭ひげを生やしているけれど、顔立ちは若々しい人だ。

　どういう意味だろう。騎き士しの位や称しよう号ごうには詳くわしくない。

「月色の目をした騎士だよ。私たちはこの王都を目指して旅を続けていたの」

　そう答えると、無精髭の男性は痛みを堪こらえるように微笑ほほえんだ。

「生きていたのか、彼は……」

　喜びと驚おどろきの両方を含ふくんだ熱い塊かたまりが喉のどを駆かけ上がってくる。この人はリュイを知っているんだ。蘇そ生せいさせたわずかな人々の中に、繫がりを持つ者がいる。

　それって奇き跡せき的な確率じゃないだろうか。

「まだ、生きておられるのか？」

　無精髭の男性は、こっちに一歩近づいた。──生きてる、そう信じている。

「死なせません。……私、リュイが自分の命を投げ捨てても、絶対に取り返しにいくって約束した」

　私の返答に、彼は笑えみを深めた。すぐに表情を改めると、自分の指先に口づけて、それを胸に当てる。なにか大事なものを託たくされた。そう感じて、厳げん粛しゆくな気持ちでいっぱいになった。

　リュイの救出に反対していた男性が彼を驚きの目で見つめ、失望の表情を浮うかべる。

　私は彼らから視線を外し、一呼吸分、意識を集中させた。顔を上げ、イルファイと率帝へ両手を差し伸のべる。

「イルファイ、率帝」

　率帝は背を奇麗に伸ばすと、エルの背に乗る私を見上げた。イルファイも法具から手を離はなし、身を起こしてこちらへ向き直る。

「必ずここに戻ってきます。それまで、どうか結界を維い持じしてください」

　二人がじっと私を見た。言葉を重ね、祈いのる。

「あなたの国の人たちを、守って」

　率帝がなにかを言いかけて、結局一言も発することなく口を噤つぐんだ。

「きっとできる。守り抜ぬけるから」

　この二人にというより、自分に言い聞かせる言葉だった。

「信じてる。希望はまだ消えていない。私は、あなたたちは、この時間を乗り越こえられる」

　イルファイは苦く笑しようするように唇くちびるを歪ゆがめると、私の片手に触ふれた。

　率帝も決心したように頷うなずき、イルファイを真似まねして、反対側の私の手に指を置いた。

　私はぎゅっと彼らの手を一度強く握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶだから。私たちは死なない」

　リュイもきっと大丈夫、まだ間に合う。もう一度会いたい。いや、何度だって、会う。

　眠ねむって、目が覚めた時に、また彼の「おはよう」という言葉を耳にしたい。毎日、心を込めて挨あい拶さつをする。そのためにも、必ず彼の手を引き寄せてみせる。

　そういう意志を絶やさずに、この闇やみを突き抜ける。

　率帝が私の手からそっと指を引き抜き、人々へと顔を向けた。

「皆みな、聞いてほしい。私たちは世を襲おそった大きな災さい厄やくに、なす術すべもなく屈くつした。人々の心は荒すさみ、国もまた混こん迷めいの闇に落ちた。惑まどい、恐おそれ、乱れる心に支配され、やがてすべてが絶望で覆おおわれることに。私もまた崩くずれゆく国を救えず、闇に飲まれた無力な者の一人だ。だが、同じ過あやまちを繰くり返したくはない」

　彼は一言一言を、皆の心に刻むように告げた。

「──今も尚なお、国は苦難の中にあり疲ひ弊へいしている。だからこそ力を合わせて立ち向かわねばならない。数え切れぬ苦難に涙なみだを流すこともあろう。心身を蝕むしばまれ、挫くじける時もあるだろう。だが決して顔を覆ってはならない。その手は自身の目を塞ふさぐためにあるのではなく、涙を流す者の足元を照らすためにある。皆で明かりを灯ともそう。隣となりを歩く者が、後ろにいる者が、躓つまずいて一人取り残されることのないように」

　誓いという名の灯ともし火びをもって皆を守ろう、と率帝は告げた。そうして、皆は自分の目に映る者を守ってほしい、その者があなたを守るのだ、と続けた。

　ディルカレートが静かに片かた膝ひざをついた。

　他はかの人たちも我われに返ったように、隣に座る誰だれかへ視線を向けた。そしてしっかりと手を握り合う。

　率帝が振り向き、ぎこちないけれど、小さな笑みを浮かべて凜りんと言った。

「行ってください、聖なる方。我が国の者に、どうか救いを」
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　エルは、闇を貫つらぬくように駆けた。

　率帝から借りた魔ま法ほう仕立ての炬たいまつは、強い風にも揺ゆらぐことなく炎ほのおを保ち続けた。

　私は片手にその炬を掲かかげ、反対側の手でエルの背の毛を摑つかみ、バランスを崩さないよう注意して騎き乗じようした。両手が塞がれているので、神剣は握れない。腰こし帯おびに差している。

　可能な限り、戦いを回かい避ひしたかった。レイムたちに足止めされるわけにはいかない。ここで蘇生させても連れていけないためだ。

「避よけて！」

　神しん殿でんの通路に現れたレイムの横を、エルは頼たのんだ通り風のような速さで駆け抜ける。

　不思議な気持ちだった。身体からだの中を、熱が巡めぐっている。普ふ通つうの高こう揚よう感かんとは違ちがう。底のほうにもっと厳おごそかなものがある。率帝の誓ちかいが、心に根を生やしたのかもしれない。

　夜目のきくエルが神殿の外へ通じる出口を見つけた。勢いを殺さず、そこに飛び込む。

　渡わたり廊ろう下かを横切り、彫ちよう像ぞうが置かれている広場のような一画を通過して、石いし塀べい続きの門をくぐる。

「気をつけて。レイムたちの鳴き声が聞こえる」

　神殿を包む森には、たくさんのレイムが潜ひそんでいた。けれど、いつもよりエルの動きが速い。俊しゆん足そくの魔ま物ものでさえ追いつけない速度で駆け抜け、にじり寄ってくるレイムたちをかわす。

　飛びかかってくるレイムもいたけれど、エルはなんと頭上を飛び越えた。

　私は驚きながらも、落ちないように懸けん命めいに身体を支えた。

「すごいよ、エル」

　密生する木々が盾たてとなり、レイムたちに捕つかまらずに森を抜けることができた。

　ひらけた地をひたすら進むと、闇よりも濃こい建物の影かげが前方に見え始める。エルはそちらへは向かわず、別の場所を目指した。そして、また木々が密生する地区に入る。

「こっちはどういう区画？」

　エルはうがうがと唸うなった。返事だろうか。

「……エル語、わからないんだけど」

　迷めい路ろのような生いけ垣がき、建造物が集まった場所、木々の多い一帯、それらを休みなく通過する。

　周囲の様子を観察する余よ裕ゆうはなかった。レイムを避けて進むエルの邪じや魔まにならないよう、じっと体勢を低くする。

「リュイ、無事でいて」

　すぐに行くから。




[image: ]




　エルが速度を少し落としたのに気がつき、私は顔を上げた。

「ここは……？」

　前方に重じゆ厚こうな高い石いし壁かべが見える。その向こうに建物があるようだ。

　石壁は、内部の建物を守るようにぐるりと築かれているらしい。堅けん固ごな造りで、侵しん入にゆう者を阻はばむ工く夫ふうがされている。上部は槍やりの先せん端たんのように尖とがっていた。

　これも石壁を突とつ破ぱされないようにという対策のひとつだろう。

「エル、ちょっと止まって」

　見上げるほど大きな彫像の脇わきを通り過ぎた時、地面に布が落ちているのに気づいた。

　少し引き返してもらい、炬で地を照らす。

「……旗？」

　中央に刺し繡しゆうされている模様に注目する。兜かぶとを被かぶった戦士の横顔。その後ろには交差する剣けんと槍。周囲を華はなやかな蔓つるで囲んでいる。

「あっ、もしかしてここって、騎き士しに関係する施し設せつがあるんじゃない？」

　よく見れば、彫像も剣士を象かたどったものだ。誰かに忠誠を誓うように、跪ひざまずいている。

「リュイはこの中にいるの？　……エル、行こう！」

　ところが石壁に近づく前に、エルが急にストップした。目を凝こらし、ぎょっとする。

　蠢うごめく大小様々な影。レイムたちが石壁に寄り集まっている。

「仮にここが、騎士たちの施設で間ま違ちがいないなら。集まるレイムも強いはずだよね」

　レイムにも格があるって神剣が言っていた。

「この数を相手にはできない……」

　入り口を探すあいだに囲まれてしまう。

　援えん軍ぐんがゼロの状態で身動きが取れなくなったら、一巻の終わりだ。

　じゃあどうやってこの中へ──。

「エル」

　強めの力で毛を握にぎる。なにかを考えるよりも先に、口が動いた。

「──飛んで」

　この高い石壁を飛び越こえるしかない。

　エルは、がるっと唸ると、矢のような勢いで走り出し、大きく飛ひ翔しようした。

　石壁もレイムたちも飛び越え、空を駆かけるように、長く。

　そうだった、エルは闘とう神しんオーリーンが寄よ越こした聖せい獣じゆうだ。地を駆るだけの生き物であるはずがない。神を背に乗せるのなら、空を飛べても不思議じゃない。

　でもどうして前までは、こんなふうに飛ばなかったんだろう。長時間空中にとどまれるのなら、ウルスでレイムに囲まれる前に、さっと逃にげ切れた。

「主人のオーリーンの力や気配が遠いせい？」

　私は神々の力をもらったけれど、未いまだにうまく使いこなせずにいる。それでも少しずつ身体に馴な染じみ、エルにも感じ取れるようになったんじゃないか。

「それとも、エルが地上の空気に馴染んできたのかな」

　どちらが正しいのかはわからない。もし私が原因なのだとしたら、本当にごめん。

　エルの能力を封ふうじていたのは、うじうじと悩なやむばかりで前を見ようとしなかった自分だ。

　ほら、今、エルは枷かせから解き放たれたかのように自由に空を駆けている。

「行こう、エル」

　そうして、私の心に落ちたあの時の声と同じように──流星みたいに、迷わずリュイのもとへ降り立つんだ。
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　石壁を越えたあと、エルは一度地面に着地し、その勢いを殺さずに再び大きくジャンプした。かなり長い時間、空中にとどまることが可能になったけれど、鳥のようにずっと飛ぶのはまだ無理らしかった。オーリーンたちが与あたえてくれた力を私がもっと発揮できるようになれば、いつか完全に空を飛べるのかもしれない。

「うん、きっと飛べる日がくる」

　エルの背から落ちないよう注意しつつ地上の様子を窺うかがう。

　以前の自分だったら、建物を大きく越える高い位置からこのスピードを維い持じしたまま地上を見下ろすなんて、恐おそろしくて絶対にできなかっただろう。

　いつの間にか図太くなったんじゃないかと頭の片かた隅すみで考え、しみじみする。

「建物が複数並んでる」

　分厚く頑がん丈じような石壁の内側に並ぶ建物は、空中から見ると特とく徴ちよう的に配置されていた。目立つのは上下逆さまに向き合う、Ｌ字形をした二つの建物だ。その中央にも、車輪形の建物群が見えた。

「……オレンジの輪切りみたい」

　外周が緩ゆるやかに弧こを描えがく三角形の建物が、幅はばの均等な通り道を挟はさんで五棟とう、ぐるっと並んでいる。先端部分が集まる中心部には、円形の広場が設けられていた。

「あそこの建物……」

　私は炬を地上に向け、車輪形を構成する建物のひとつに注目した。

「おかしい、あの建物にレイムが集中してる」

　エルに呼びかけようとして、はっと気づく。

　頼まずとも、エルは既すでにそこへ向かって飛んでいた。

「でも正面入り口から入るのは無理だ」

　押し寄せるレイムたちが入り口を探してうろつき、壁をよじ登ろうとしている。

　窓に身体を押し込んで、侵入しようとしているレイムの姿もあった。

「屋上に降りようか」

　まずＬ字形の建物の屋根に降り、そこで勢いをつけてから、目的の場所へ向かってもう一度ジャンプしてもらう。

「行けそう？」

　鬣たてがみを引っ張ると、がるがると頼たのもしい唸り声が返ってくる。

　エルは、レイムたちが取り囲む建物の屋上へ器用に降り立った。ここにはレイムの姿がない。

「やった！　エル、頼たよりになる！」

　私はエルの背に乗ったまま、炬たいまつの明かりを周囲へ投げかけた。

「どこかに中へ通じる扉とびらや階段がないかな」

　月光と炬が頼りだ。エルに歩いてもらい、急いで確かく認にんする。

「待って……。今、音が聞こえた」

　息を止め、耳を澄すます。がりがりと壁を削けずるような音を拾った。

「レイムが壁を這はい上がってきてる！」

　急いで移動しないと。私は辺りを見回した。屋上には転落防止の柵さくが張り巡めぐらされている。隅すみには用よう途と不明な木材や木箱の類たぐいが積み上げられていた。

　柵の手前に監かん視し小屋らしきものが建てられていると気づき、エルを促うながしてそちらへ近づく。

「この中から建物に入れるかも」

　監視小屋の周囲を確かめる。壁の一方に小さな扉が作られているのを発見した。

　把とつ手てを摑つかみ、押してみるも、扉は開かない。どうやら内側にかんぬきがかけられているようだ。窓から侵入するという手もあるけれど、頑丈な鉄てつ格ごう子しがはまっている。

「これを壊こわすのは時間がかかりそう。……エルに扉を蹴け飛とばしてもらおうかな」

　呟つぶやいた時、背後で、ばきっという音が響ひびいた。柵を壊す音だ。

「──レイムが上がってきた……！」

　エルがもぞりと動いた。どうも、背から降りろと合図しているみたい。素す早ばやく降りると、エルは数歩下がり、一度ぐっと頭の位置を低くした。勢いをつけて扉に体当たりする。

　二度、三度と繰くり返した時、扉が大きく軋きしんで、内側のかんぬきが壊れた音が聞こえた。

「エル、偉えらい、すごい！」

　でも頭、大だい丈じよう夫ぶかな。思い切り扉にぶつけていたから、かなり痛いんじゃないだろうか。

「ありがとう」

　エルの額を撫なでてから、扉を慎しん重ちように押す。内側でぱらぱらとかんぬきの破は片へんが落ちる音がして、扉が開いた。急いでエルを中にいれ、自分も身を滑すべり込ませる。

「埃ほこり臭くさい」

　炬を掲かかげて小屋の中を見回す。机と椅い子す、樽たるなどがいくつかあった。レイムたちの侵しん入にゆうを少しでも遅おくらせるためにそれらを扉の前まで移動させ、簡単には開かないようにしておく。

「入り口は……」

　焦あせりで、手のひらに汗あせをかいてしまう。自分の衣ころもで手を拭ぬぐい、炬を掲げ直して、視線を一周させる。扉はなかった。ここに入り口がなかったら、袋ふくろの鼠ねずみ状態になる。

「外には戸口の類いはなかったし」

　私はこめかみを押さえ、考えた。入り口は必ずあるはず。そうじゃなきゃ、屋上に足を運べない。

「こういう場合は、きっと」

　床ゆかを見下ろし、よし、と頷うなずく。映画や小説ではよく、床に敷しいた絨じゆう毯たんの下に出入り口が隠かくされている。

「……あった!!」

　どこの世界でも隠し場所って同じらしい。埃を舞まい上げながら色いろ褪あせた絨毯をめくると、床板に小さな把手があった。その部分に指をかけ、持ち上げてみる。

　しばらく利用されていなかったためか、ぎりぎりと板が軋むような、嫌いやな音が鳴った。周囲に広がる白い埃を手で払はらい、内部を覗のぞくと、思った通り簡素な作りの梯子はしごが続いていた。

　入り口は正方形であまり大きくない。

「私は余よ裕ゆうで入れそうだけれど……エルは大丈夫かな」

　まずはエルを先に行かせる。いつになく不安そうに尾おが揺ゆれている。

「……後ろから押してあげる」

　エルは少し情けない鳴き声を漏もらすと、ぎゅうぎゅうと胴どう体たいを入り口に詰つめ込んだ。……頭は入ったけれど、前まえ脚あしの位置でつっかえてるよ、エル。

「が、頑がん張ばって！」

　うわぁ、なんて言っていいのか、すごくきつそうだ。

「どうしよ、完全に挟まってる」

　きゅん、とエルが助けを求めるような切ない声を上げた。

　尻尾しつぽが必死さを訴うつたえるように、ぱたぱたと揺れている。

「……無む謀ぼうだったかも」

　うん、エルってかなり大きいもんね……。

「ごめんね、堪こらえて！」

　既に痛そうな唸うなり声を上げてもがいているエルを、私は後ろから押した。

　あぁ、どうしよう、エルのお腹なかに入り口が食い込んでる！

「もう少し！」

　応おう援えんし、炬が落ちないように気をつけながら、全体重をかけてエルを押した。

　格かく闘とうの末、なんとか最も厳しいところを越こえて、エルの身体からだが梯子の下へ向かう。でもちょっとよろけたのか、段をいくつか踏ふみ外はずしたような音がした。

　私も急いで身体を滑り込ませ、内側から入り口の蓋ふたを戻もどす。

　その直後、小屋の扉を引っ搔かく音が聞こえた。レイムがすぐそこまで迫せまっている。

「大丈夫？」

　段を下りたあと、疲つかれた様子でうずくまっているエルの顔を撫でた。なんだかエルは、今までで一番大変な思いをしたという感じの落ち込んだ鳴き声を上げた。

「偉い、エル頑張ったね！」

　腹部の毛、ごっそりと抜ぬけ落ちてしまったことについては、きっと言わないほうがいい。そう判断し、足元に散らばっていた毛をバレないよう、爪つま先さきで避よけておく。

　大丈夫、すぐに毛は生えると思う！
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　それからは再びエルの背に乗って先を急いだ。

「建物の中にもレイムがもう侵入してるみたいだ」

　独特の鳴き声がどこからか響いてくる。見つからないように行動しないと。

　私の考えを察したのか、エルは物音がする方角を避さけて慎重に進んだ。リュイの居場所を知っているのは、エルだけだ。

「それにしても、リュイとエルはどうしてこっちの施し設せつに飛ばされたんだろう」

　転移って一歩間ま違ちがえば、大だい惨さん事じを招きかねない。

　リュイたちが同じ場所に飛ばされたことに関しては、むしろ感謝すべきなのかもしれなかった。もし三人ともばらばらに飛ばされていたら、捜さがしようがなかっただろう。

「昼間ならまだよかったんだけど……リュイの状態が心配だ」

　彼は動けないと判断し、エルだけが来たんだろうし。

　なぜ移動できなかったか、その理由を考えるのがとても恐おそろしい。

　私は嫌な予感を振ふり払い、前方を見み据すえた。通路には壊れた物や武器の類いが散乱し、ひどい有様だった。目の錯さつ覚かくじゃなければ、獣けものや人の骨まで転がっていた気がする。

　それに、床石が割れている場所も多い。穴に落ちないよう、またレイムにも気づかれないよう注意して進まなければいけなかった。

「この建物って、高さからすると三階か四階建てかな」

　一階分下りて、更さらに下を目指すも、レイムの気配と物音を拾ってしまう。

「エルも今の、聞こえた？　……反対側の通路へ回って別の道を探そうか」

　方向転てん換かんをしてしばらくのあいだ黙もく々もくと進むと、エルが急に動きを止めた。

　ぐうっと唸って、危険の接近を知らせてくれる。

　私ははっとし、剣けんの柄を握った。その瞬しゆん間かん、レイムとは違ちがった速さでこっちに襲おそいかかってくる影かげがあった。その見た目で普ふ通つうの獣じゃないことがわかる。

「魔ま物ものだ……！」

　エルは、突とつ進しんしてくる魔物を素早くかわした。

　魔物は振り向いて体勢を整えると、間を置かずにまた襲ってきた。猪いのししめいた顔を持つ魔物だ。牡お牛うしのような角が六本も生えている。エルは逃とう走そうの構えを取った。

「待って！」

　逃にげちゃ駄だ目めだ、この魔物は動きが速い。ここで倒たおしておかないといつまでも追ってくる。

　神剣を鞘さやから抜くと、炬たいまつの明かりとは別に、視界が急激にクリアになる。

「大丈夫、負けない」

　激しく動く心臓を落ち着かせるため、何度も自分に言い聞かせる。

　魔物が接近するのを待ってから、天てん井じようぎりぎりまでエルを大きく飛ひ翔しようさせる。

　そこで私は手に力を込め、魔物へ向かって剣を槍やりのように放った。鼓こ膜まくに突つき刺ささるような鋭するどい魔物の悲鳴が上がる。床に着地したエルを魔物のほうへと向かせる。

「仕留めた!?」

　狙ねらいをつけて放った神剣が、魔物の首辺りに突き刺さっていた。そばまで近づき、横に倒れて痙けい攣れんしている魔物から剣を引き抜く。肉を裂さく感かん触しよく。強い拒きよ絶ぜつと恐ろしさを同時に感じた。

　気を緩ゆるめかけた時、エルがまた唸った。警けい戒かいを伝えるように、ふわりと鬣たてがみが膨ふくらむ。

「もう一頭いる……！」

　私が剣を構えた時には、新たに出現した魔物が後方に接近していた。




　──どうする、我われを呼ぶか、脆ぜい弱じやくな主しゆよ！




　心に浮ふ上じようする神剣の嘲ちよう笑しように、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　呼べない、また怪かい物ぶつみたいな腕うでに変わったら、今度は元に戻せるかどうか。

　私は身を強こわ張ばらせた。焦じれたのか、そのあいだにエルが独断で動く。突進してきた魔物の目元に嚙みつき、肉をひきちぎる。

「わっ！」

　私は慌あわててエルの毛にしがみついた。

　魔物は悲痛な鳴き声を上げ、血の雫しずくを振りまいて一目散に逃走した。追って仕留めようとするエルを止める。この様子なら、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　襲しゆう撃げきを受けた時はともかく、こっちから出向いてまで魔物を退治する必要はない。

「先を急ごう」

　恐きよう怖ふで強張る手を動かし、剣を鞘に戻したあとで気がついた。最初の一頭を倒す前に、無意識に炬を落としていたんだ。

　率帝から借りた炬は、明るい輝かがやきを保ちながら通路の端はしに転がっていた。それを拾い、剣けん吞のんな闇やみが満ちる通路を突き進む。その内、再びレイムの鳴き声が聞こえた。

　今度は、いつものようなどこか歌声めいた歓かん喜きの響ひびきを含ふくむものとは違っていた。

　痛みを訴え、絶ぜつ叫きようしている。

　もしかして。

「リュイがこの辺りにいる!?」

　頭の中に彼の姿を描えがき、思わず叫さけんだ時だ。エルが速度を落とし、通路に並ぶ部屋のひとつに近づいた。その部屋の扉とびらは、蝶ちよう番つがいが壊こわれているのかきちんと閉じられておらず、わずかに隙すき間まを作っていた。

　エルは頭で扉を押し開けると、周囲を警戒することも忘れたように中央付近へ進んだ。床ゆかに穴が空いている。エルはそこに口を突っ込んだ。

「どうしたの、エル？」

　なにをするつもりなんだろうか。戸と惑まどいながら鬣を撫なでると、エルは、がりっと床の石せき盤ばんに嚙みつき、前足の爪つめで削けずるような仕草を見せた。

「まさか、この下にいるの？」

　エルの背から降り、素す早ばやく神剣を抜く。炬は少しのあいだ、離はなれた場所に置いておく。




　──小こ娘むすめ、なにをする気だ！




　私の考えを察したらしい神剣が、驚おどろきの声を心に浮上させる。




　──この我を粗そ暴ぼうに扱あつかうのか！




　そういうつもりはないんだけれど、今は非常事態だよ！

「折れたくなかったら、床石を崩くずして！」

　抗こう議ぎの言葉を聞く前に、剣の先せん端たんをひびが入っている床石に勢いよく振り下ろす。

　うわ、なんだかすごい呪じゆ詛そめいた非難の声が心に、と少し怖おじ気づいた瞬間、ぴきぴきっと音を立てて無数の亀き裂れつが床に走った。

「ひゃあ！」

　慌てて数歩下がり、炬を手に取った時だ。私が立っている場所にまで亀裂が広がり、床石が崩れ始める。安全な場所へ移動しようとしたものの、もう遅おそい。

　足の下から硬かたい感触が消失し、身体からだが大きく傾かたむいてしまう。

「落ちるっ！」

　恐怖を抱いだくより先に驚きよう愕がくした。全身が浮ふ遊ゆう感かんに包まれ、そのまま床石の破は片へんと一いつ緒しよに落下する。ところが突とつ然ぜん、苦しいと思うくらい強く腹部を引っ張られた。

　振り向いて確かめずとも、エルが空中で私の腰こし帯おびを咥くわえてくれたんだとわかった。

　がらがらと音を立てて落下する破片。

　その中で、私は目を見開いた。神剣を握にぎっているため、視界はクリアだった。

「リュイ！」

　私の叫びと、レイムが体液をまき散らしながら悲痛な声を上げる瞬間が、重なった。

　リュイが、レイムをひたすら斬きっていた。
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　この光景を、どう受け止めればいいんだろうか。

　エルはすとんと床に降り立つと、私の腰帯から口を離した。私は少しよろめいた。目の前の光景に目が釘くぎ付づけだった。

「これは……」

　身体に震ふるえが走る。

　ざしゅっと肉を斬る音。嫌けん悪おを感じさせる、生々しいその音。容よう赦しやなく響く。

「リュイ──」

　彼は何度もレイムに斬りかかっていた。

　一刻も早くこの建物から脱だつ出しゆつしないと。頭ではなにをすべきかちゃんとわかっているのに、動けない。彼の無事と再会を喜ぶこともできずにいる。

「噓うそでしょう、こんな」

　リュイの周囲にはたくさんの屍しかばねが──レイムではなく人間の身体の残ざん骸がいが散らばっていた。

　ばらばらに切断された手足。細切れに近いほどだ。これは、本物？

「どうして？」

　人間の手足が散乱しているの。

　無む惨ざんすぎる光景のためなのか、逆に現実感が乏とぼしく、恐おそろしいという気持ちが芽生えない。炬の炎ほのおと神しん剣けんによるクリアな視界がなければ、すぐには人の残骸だと気づかなかっただろう。

「変だよ」

　普ふ通つうの剣ではレイムを人に戻もどせない。殺せないはずだ。そう思った直後、間ま違ちがいに気づく。レイムは完全に変へん貌ぼうする前なら普通の剣でも殺せると、勝手に決めつけていた。

「そうじゃないんだ……っ」

　レイムについて教えてくれたシルヴァイの言葉が、正確に蘇よみがえる。『通常の魔ま術じゆつや魔ま法ほう、あるいは剣で斬り付けた場合、消しよう滅めつさせるのは辛かろうじて可能だろうが、それは「人」を形成するための核かくである魂たましいもろとも滅ほろぼすことを意味する』──シルヴァイは一度も、完全体になる前なら殺せる、という言い方はしていない。

　これは完全体かどうかなんて無関係に、蘇そ生せいもできず人としての魂が死んでしまうという意味じゃないか。けれど、『辛うじて』という表現通り、そう簡単には殺害できない。

　こうして何度も執しつ拗ように切り刻まなければ、レイムは死なずに立ち上がってくるんじゃ？

「それで、『レイム』を消滅させたあとには、ばらばらになった人間の死体が残る──？」

　リュイはレイムに近づくのをひどく嫌いやがっていた。

　こうなるって知っていたから？

「リュイ？」

　ずっと目を開けていたため、涙なみだが滲にじみそうになった。

　彼は返事をしない。こっちを見ない！

　私は視線を巡めぐらせた。……壁かべに、レイムがはり付けられている。虫の標本のように、身体に槍やりが突つき刺ささっている。そのレイムはまだ死んでおらず、ぴくぴくと痙けい攣れんしていた。

　今度は窓のほうへ顔を向ける。丈じよう夫ぶな鉄てつ格ごう子しを力ちから尽ずくで折り曲げて、でっぷりとした身体を押し込み、室内へ入ろうとしているレイムたち。

　労いたわりや遠えん慮りよの心を持たない彼らは、他ほかを乱暴に押しのけ、まず自分が先に入ろうとする。それが原因ですぐには侵入できずにいるようだった。

　ああ、そうか、レイム同士の足の引っ張り合いが幸いし、リュイは生き残ることができたんだ。一気に詰つめ寄られていたら、いくら彼でも抵てい抗こうしきれなかっただろう。

　なぜエルが彼をこの場に置き去りにしてでも私のもとへ駆かけつけたのか、わかった気がした。

　どしゃっと体液が床に撒まかれる寒々しい音が響く。

　リュイがようやく一体のレイムを仕留めた。ぐじゅぐじゅと溶とけ出す肉にく塊かい。『レイムの残骸』が『人の残骸』へと変わる。

「リュ……」

　胸が震えた。どんな慰なぐさめも受け入れない壮そう絶ぜつな光景。むせ返るほどの血の臭におい。

　切り刻んだばかりのレイムを虚うつろな眼まな差ざしで見下ろすリュイの姿に、言葉を失う。足も凍こおりついて動かない。

　もう一度名前を呼びたいのに、声が、どうしても出ない。

　なぜ、こんなことに。

　せめて『レイム』の残骸のままなら。なのに現実はどこまでも残ざん酷こくな仕打ちをする。切り刻み、殺したのは、『人』なんだと、まざまざと見せつける。

「ひどい、これ、ひどいよ──フォーチュン」

　リュイは剣を握る手を身体の脇わきにだらりと垂らしたまま、壊れた人形のように立ち尽つくしていた。頰ほおも髪かみも、また血に染まっている。

　私は俯うつむき、神剣を持った自分の腕うでで、少しのあいだ目元を覆おおった。

　ぐう、とエルが唸うなった。警けい戒かいを伝える鳴き声。本当にこの現実は、俯く時間も、なにかを願う時間も与あたえてくれない。私たちの心なんて顧かえりみる価値すらないと言わんばかり。

　私はゆっくりと腕を下ろした。身じろぎすらしないリュイに、室内に転がり込んできた一体のレイムが飛びかかろうとしていた。その姿が目に焼き付く。

　心臓が、どくんと大きな音を立てた。




「──後ろ!!」




　重界の森で出会った時と、同じ言葉が自分の口から[image: 迸]ほとばしった。

　あの時も、リュイは私の姿が見えていなかった。危険を伝えるその言葉で、私たちは結びついた。声をかけることしかできなかった弱い自分を思い出す。

　だけど、今は！

「リュイ、避よけて！」

　力を込めて、神剣を投げつける。

「私は、戦える……！」

　白い光をまとう剣が宙を鋭するどく切り裂さき、リュイを襲おそおうとしていたレイムの首を突き破る。役目を終えた神剣がからんと床ゆかに落ちた。

　そして始まる、驚きよう異いの蘇生。リュイはぼんやりと視線を巡らせて、私を見た。

「リュイ！」

　呪じゆ縛ばくがとけ、駆け寄ろうとした時だ。

　私が崩した床石……天てん井じようの穴から、黒々とした塊かたまりが飛び込んできた。

「え──なに!?」

　さっき倒たおせなかった血ちまみれの魔ま物ものだった。
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　あの時、追おうとするエルを止めなければよかった。きっちり倒しておくべきだったんだ。

　向き合おうとして、神剣を手放してしまった自分に気づく。

　怒いかりを漲みなぎらせてこちらに突とつ進しんしてくる魔物。神剣を取りにいく猶ゆう予よはなかった。エルが私の前に立とうとし、それと同時にリュイが動いた。

「あっ……!?」

　魔物の悲鳴が空気をかき乱す。

　リュイの剣の腕は確かだ。滅びかけのガレ国でたった一人生き残れたのは、剣けん技ぎも優すぐれていたからこそだろう。彼は最初の一いつ閃せんで、魔物の腹部を斜ななめに切り裂いた。魔物は血ち飛沫しぶきをまき散らして倒れ伏ふすと、ぴくりとも動かなくなった。

　それでもリュイはレイムを相手にしているかのように繰くり返し切り刻む。

「──リュイ」

　重心が下がったような気がした。

　これほど執拗に亡なき骸がらをいたぶる人じゃなかったはずなのに。

「もう、いいんだよ！」

　駆け寄って、機械的な動きで斬きり続けようとする彼の腕を摑つかむ。

　そんなに強い力で引っ張ったわけじゃないのに、ぷちんと糸が切れたみたいに彼は体勢を崩くずし、床に両りよう膝ひざをついた。彼が手にしていた剣が、重い音を立てて床に落ちる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、もう斬らなくていいの」

　炬たいまつを床に置いた時、視界の端はしに、蘇生を果たした男性がわずかに身じろぎする姿が映った。まだ意識ははっきりしていないはずだ。

　目覚めたばかりの彼より、リュイの精神状態のほうが深刻に違ちがいなかった。

「リュイ、私がわかる？」

　彼の前に回り、自分も床に両膝をついて囁ささやく。

　リュイは無機質な乾かわいた目でこっちを見つめた。

　心を失ったような、色のない表情に、胸が締しめ付けられる。

「……響ひびき──無事ですか」

　かすれた、抑よく揚ようのない声で彼は尋たずねた。

「今度こそは幻まぼろしでしょうか」

「幻……？」

　言われた直後は、どういう意味なのかわからなかった。

　必死に考え、たぶんこういうことを言いたかったんじゃないかと予想する。

　最初に会った時、私はリュイの前からすぐに姿を消した。その時リュイは私の存在を、自分の願望が生み出した幻ではないかと捉とらえていた。でも私は再び彼の前に現れた。

　それでやっと実在する人間なんだと認めてくれた。

「なのに……また離はなればなれになったから」

　今度こそ幻なんじゃないかと疑っている。

「幻に見える？　私はここにいるよ」

　無む理り矢や理り微び笑しようを作って、リュイの頰に触ふれる。それでも彼の目に、ぬくもりが戻もどらない。

　エルが小さく唸り、忙せわしない様子でうろうろしている。時間がない。窓から侵入しようと押し合いへし合いするレイムたちが、いつ転がり込んでくるか知れない状じよう況きようだ。

　目前の危機をわかっていても、リュイを正気に戻すほうが先だった。

　今背を向けてしまえば、彼はずっと心を壊こわしたままになってしまう。そんな気がした。

「なぜ、幻ではないのですか」

　淡たん々たんとリュイが尋ねる。

　どうすればいいんだろう。なにを言えば、彼の心に届くんだろう。

　答えられない。わからないよ。

　どうして私はいつも役に立たず、悩なやんでばかり……！

　悔くやしさともどかしさが入り乱れ、頭の中がめちゃくちゃになる。

「リュイ、ごめんね」

　どんなに考えても彼の心を癒いやせる言葉が見つからず、謝ることしかできない。

「怪け我がは、ありませんか」

「……うん」

　彼は心をばらばらにしたあとであっても、私の安全を優先し、気にかけてくれる。

　泣きたい思いが膨ふくらんで挫くじけそうになった時、ふとなにかが引っかかった。

　リュイの表情を慎重に窺うかがう。私をきちんと見ていない。視線がわずかにずれている。

　指一本分、別の世界を覗のぞいている目だ。

「こっちを見て？」

「はい」

　焦あせりを伝えるエルの唸り声を背後に聞きながら、私は両手でリュイの頰を包んだ。

「ちゃんと見て」

　もう一度言うと、リュイは答えず嫌いやがるような素そ振ぶりを見せた。

　そうか、私の存在を幻にしたいんだ。だから目を合わせようとしない。

　見てしまえば安息を、死を、迎むかえられない。リュイは誓ちかいを立てたんだもの。

「──命にかけて私を守るって」

　真ま面じ目めで、優やさしい人だ。だから自分の誓いが鉛なまりよりも重い足あし枷かせになり、縛しばられ続けるはめになった。私の存在をはっきりと認めてしまうと、また苦しい現実を血まみれになって生きなきゃならなくなる。

「狂くるいたいんだね、リュイ」

　なぜそんなふうに考えてしまうのか、理由が見えた気がした。

　今も正気を保っているためだ。

「心は、壊れてなんかいない」

　壊れたいと望んでいるからこそ矛む盾じゆんした望みを口にしている。疲つかれ果てて、それでも尚なお正気を失えなくて、真っ暗な絶望の牢ろう獄ごくに囚とらわれているんだ。

　でも、穏おだやかな狂きよう気きを呼び込めないのは、リュイが強いからなんだよ。まだこの世界を見捨てられない──見捨てたくないって、どこかで感じている証しよう拠こだ。

「ごめんね、私は、リュイが望むような安らぎをあげられない」

　つらくてむごいこの現実に帰ってきてほしいよ。

「ねえリュイ、約束してくれたよね？」

「──」

「変わらぬ忠誠をくれるって。嬉うれしかったよ。そんなすごい言葉、もらったことがなかったもの。私、自分がどこかの国のお姫ひめ様になった気がした。リュイは本物の騎き士しだから」

　必死に聞くまいとするリュイの顔を覗き込む。エルが急げというように背後で忙しなくうろつき、唸うなっている。

「騎士たる証あかしとして、理義の血を注ぎ、忠勇の松明たいまつを燃やし、不ふ滅めつの意志を──」

「響！」

　聞きたくないと拒こばむように彼は叫さけび、すぐに唇くちびるを嚙かみ締めた。

「私を守ってくれるって。リュイがいたからここまで来ることができたよ。私は弱いから、一人じゃ夜を過ごせないよ」

　言い募つのると、リュイの肩かたが震ふるえた。とても荒すさんだ、淀よどんだ眼まな差ざしで、血が滲にじむほど唇を嚙んでいる。

「もう駄だ目め？　一いつ緒しよにいるの、嫌になった？」

　卑ひ怯きような言い方でリュイの心を揺ゆさぶることしかできない。

　私は利口な大人には程ほど遠く、だけど純じゆん粋すいな子どもでもなかった。

「私、一人で怖こわいよ。そばにいてほしいの」

「──」

　一いつ瞬しゆん、彼は激しい怒りを秘ひめた表情で私を睨にらんだ。ちゃんと今、視線が合った！

「リュイともう一度会いたくて、ここに来た。リュイは、会いたくなかった？」

　すごく怖い眼差しだった。いつもの包み込むような優しさなんてひとかけらも含ふくまれていない、呪のろうような感情を宿した、苛か烈れつな瞳ひとみだ。

　今にも切り刻まれそうな錯さつ覚かくを抱いだき、逃にげ出したくなる。

　でもそのおかげで次に言うべき言葉が見つかった。

「私を責めなきゃ駄目だよ。とても怒おこっているね、殴なぐりたいくらい腹を立てているんだよね。どうしてなのかと、訊きかなきゃ駄目なんだよ。だってリュイは──私に裏切られたと思っているんだ」

　顔を背そむけようとするリュイの頰ほおを押さえる。

　レイムが壁かべを引っ搔かく音が聞こえた。まだ、動けない。

「やめてください」

「やめないもの」

　即そく答とうすると、彼に、かっとした態度で両りよう腕うでを摑つかまれた。潰つぶされてしまいそうなくらいの強い力だった。骨が軋きしむ感じがして、顔を少しだけ歪ゆがめてしまったかもしれなかった。

「ごめんね」

「謝るな!!」

　叩たたき付けるような声こわ音ねで拒きよ絶ぜつされた。

「守るべきあなたを恨うらめというのか！」

　リュイの目にようやく大きな感情の渦うずが浮うかぶ。よどみを払はらった奇き麗れいな月色の瞳に、私はこんな状況だというのに見み惚ほれてしまった。

　そうか、月迦将軍って、この目の色からとったのかも。

「なぜだ！　なぜ置き去りにした？　そばにいろと言いながら姿を消したのは、あなたではないか！」

「うん」

　それを言いたかったんだよね。でも口にすれば私を傷つけると思って、強ごう引いんに気持ちを封ふうじることになってしまった。

「ともにいると誓ったのに。ならばなぜ再び闇やみの中へ落とした。俺に仲間を殺させて!!」

「仲間……」

　殺してしまったレイムたちは、彼の仲間？　──ここは騎士たちが利用する施し設せつだ。レイムが帰き巣そう本能で集まることを考えれば、リュイと同じ身分の騎士たちが圧あつ倒とう的に多くて当然だった。

「何度俺を苦しめる!!」

「リュイ」

「一人にするなら殺せ!!　望みを持たせるな、俺に触れようとするな！」

　大きな力を持つ魔ま法ほう使つかいや魔ま術じゆつ師したちが存在するはずのガレ国が、なぜここまで無む抵てい抗こうに映るくらいの短い期間で荒こう廃はいしたのか、彼の言葉でわかる。レイムが、その姿のままで死ぬならまだ耐たえられる。けれど、切り刻んだあと、そこに現れるのは人間の残ざん骸がいだ。

　もしその相手が家族や友人だったら──自分の身を守るためとはいえ、ぱっと割り切って凶きよう器きを向けられるだろうか。たとえば、リュイがレイムに変わったら。私は躊躇ためらいなく殺せる？

「あの屍しかばねを見ろ！　肉親のように日々をともに過ごした者たちだ。かけがえのない友を、部下を、よくもこう、これほど無む惨ざんに……っ、殺させた！」

　激しく罵ののしるリュイの目に悔かい恨こんと怒いかり、苦痛をたたえた涙なみだが浮かぶ。

「彼らの肉を刻んだ感かん触しよくが手のひらから消えない。死ぬまで消えるはずがない！　彼らの無念が、もがく魂たましいが、悲鳴が!!」

　胸の痛みを、私は堪こらえた。

「ごめんなさい」

「違ちがう、謝るな！」

　リュイは髪かみが乱れるほどの勢いで首を横に振ふった。私を憎にくみながらも守ろうとする。彼はやっぱり優しい人だった。それがまた、新たな痛みをもたらす。

　私の腕から静かに手が放された。私はもう一度彼の頰に触ふれた。こぼれる涙を拭ぬぐう。乾かわいた瞳が、涙を落とすたび心を映していく。

「なぜ置き去りに！　またこの闇だ、煉れん獄ごくのような闇、化け物どもの声のみ響ひびく──再びさまよえと言うのか！」

　そうじゃない、と伝えたい。でも、転移の陣じんの不備を今、説明しても無意味だ。

「置き去りになんかしない。こうして、迎えに来たよ。いつか言ったよね？　大切だから、絶対に取り返しにいくって。諦あきらめないもの、リュイが嫌がっても」

「俺を、いったいなんだと──」

「私の騎士だよ」

「あなたは、よくも……っ!!」

「離はなれても、私は必ず会いにいく。だから」
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　突とつ然ぜん、ぎゅうっときつくかき抱かれた。私も腕を伸のばして彼にしがみつく。少しの隙すき間まも許さないように、もとからひとつの身体からだであったように。胸を、腕を、足を押し付ける。

　あたたかい。鼓こ動どうの激しさが肌はだに伝わってくる。お互たがいの鼓動が重なった気がした。

　彼の乱れた息いき遣づかいに、耳を傾かたむける。それがなんだか胸を締しめ付けた。

「お願い、生きてほしい」

　私たちは同じ罪を犯おかしてしまった。生き延びるために、ウルスの村で、この部屋で。

「リュイは、私の闇を救う、ただひとつのお月様なの。消えないで、そばにいて」

　目を閉じた時、突然男性の悲鳴が耳に届いた。視線を上げると、さっき蘇そ生せいさせた人が、床ゆかに転がっている神しん剣けんの横で身を縮め、窓へと顔を向けていた。

　どさっと重い荷物が落下するような音が響く。

　一体のレイムがとうとう窓から侵しん入にゆうを果たした。

　エルが、早く！　と訴うつたえるように何度も唸うなる。

「リュイ、レイムが」

　彼は腕を離してくれなかった。声をかけようとして、もしかすると試ためされているんだろうかと気づく。ここでそばを離れ、背を向けるのかと。

「ひ……っ、化け物……っ!!」

　レイムが嬉うれしげに鳴き、にじり寄ってくる。戦せん慄りつが走る。

　エルが低く唸った。背後で空気が大きく動く。こっちへ襲おそいかかろうとするレイムを止めるため、エルが時間稼かせぎをしてくれている。

　エル、もう少し、もう少しだけ、耐えて！

「リュイ」

　呼びかけても返事がない。エルが咆ほう哮こうする。焦あせりを伝える鳴き声に、冷や汗あせが滲にじんだ。レイムの攻こう撃げきをかわし、近づかせないために必死に動いているのがわかる。

　これでもし、別のレイムが押し入ってきたら。

「リュイ、眠ねむろう。目が覚めた時には、きっと夜が終わっているから」

　静かに涙を落とす彼の顔を見つめる。さっきとは違った意味でぼうっとしている目だ。おそらく心のほうが限界で、休息を必要としている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、眠っていいの。そばにいる。リュイが起きた時には、必ず隣となりにいる。今は目を閉じて」

　そっと言い聞かせ、リュイの額に小さく口づける。彼が指を伸ばし、私の唇くちびるに触れた。呼吸を確かめるように上唇、下唇を順番に撫なでると、軽く指を押し込んでくる。

　舌先に触れた時、彼はゆっくりと額をすり寄せてきた。密ひそやかな吐と息いきと熱。じんわりと肌にしみ込んでいく。

「大丈夫……」

　ふっとリュイの身体が崩くずれた。慌あわてて支えようとするも受け止めきれず、一いつ緒しよに倒たおれそうになる。

「ねえ、お願い」と、焦った私は、隅すみのほうで震ふるえている男性に声をかけた。

　彼は、その辺に落ちていた布を身体に巻き付けて、頭を抱かかえていた。

「その剣をこっちへ持ってきて」

　頼たのんでも、彼は動いてくれなかった。

「む、無理だ、殺される、無理だ」

　弱々しい声にかぶせるように、「剣を!!」と私は叫さけんだ。

　その人は打たれたように身を揺ゆらすと、慌ただしく剣を摑み、這はいながら近づいてきた。

　炬たいまつの明かりが十分に届く場所で見たその人は、顔を大きく歪め、とめどなく涙を流していた。ぽっちゃりとした体型の、育ちのよさそうな若い男性だった。

「リュイを守って」

　エルのつらそうな声が聞こえる。様子を確かめると、右に左に素す早ばやく駆かけ回るエルに、レイムは翻ほん弄ろうされていた。でもいずれ捕つかまってしまうんじゃないか。そう思うだけで背筋が寒くなる。

「で、できない。無理だっ」

「どうして！」

　思わず強い口調で叫び返してしまい、リュイが起きないかと慌てる。

「君、逃にげよう、もう駄だ目めだ」

　男性は混乱した態度で耳を塞ふさいだ。気弱な甲かん高だかい声だった。

　恐おそろしくてたまらないと、全身で訴えている。

「大丈夫、私があなたを守るから。あなたはリュイを見てて」

「い、嫌いやだ、僕は、できないっ」

　彼は悲鳴のような否定の声を上げると、ぶんぶんと首を横に振った。

「見てわかるだろう！　僕は弱いんだ。いつもいつも勝てやしない、臆おく病びようカウエス、間ま抜ぬけなカウエス……駄目だ、駄目……」

　気を失っているリュイの頭を抱えた状態のまま、私はしばし戸と惑まどった。彼はぶつぶつと呟つぶやきながら、自分の柔やわらかそうな銀ぎん髪ぱつを両手でぐっと握にぎり潰つぶすように摑つかんでいる。

　緊きん迫ぱくした状じよう況きように対する焦りとは別に、不思議な思いを抱いだく。

　この世界にも色々な人が生きていて、それぞれの苦しみや悩みがあるんだ。

「ねえ、カウエス……あなた、カウエスっていうんだね」

　エルの奮ふん闘とうを背中で感じながら、私は急いで尋たずねた。外にはレイムが無数に存在する。窓からまた次のレイムが侵入してくるだろう。

　エルだけでは、二体を同時に相手にはできない。それは、私自身にも言えることだった。

「私も同じだよ、嫌になるほど臆病なの」

　手を伸ばして、彼の腕うでに触れる。感電したかのようにカウエスはびくっと身体を揺らした。

「顔を上げて」

「嫌だ、殺される、逃げたい」

「顔を上げて、カウエス！」

　強く言うと、カウエスはやっぱり怯おびえた動きで顔を上げた。

　彼が目を伏ふせる前に、私は自分の手を見せた。

「私も逃げたい、怖こわい。ほら、手、すごく震えてる」

　汗ばみ、かたかたと震えている自分の手。とても怖い。意識を失ったリュイを本当に守りきれるだろうか。エルを早く助けないと。どうやってここから脱だつ出しゆつすればいいの。

　のたうち回りたいくらい、恐ろしい。

「怖いけれど、弱いけれど、きっとできることがあるよ」

「僕は、落ちこぼれの騎き士しだっ、いつだってなにもできやしない！」

「できるよ。顔、上げられたよ。お願い、私一人では戦えないの。怖いから、炬を掲かかげていてほしい。そして、リュイを見ていて」

「た、戦うって、君が!?　そんな無む茶ちやな！」

「後ろにいて、明かりを掲げていてくれたら、私は戦える。一緒にやろう。きっとできる」

　大きな目から涙なみだをぽろぽろこぼしてカウエスは呆ぼう然ぜんと私を見つめ返した。

「臆病な気持ちを今だけ封ふうじよう。あとで一緒に慰なぐさめるの。怖かったねって、思い切り叫ぼうよ」

　カウエスはおどおどと首を振ふり、動どう揺ようした目を窓側へと向けた。

　その瞳ひとみがまた怯えに染まってしまう前に、私はリュイの身体を彼の腕に預けた。

　彼は、自分の膝ひざに乗せられたリュイの顔をぎょっとした様子で見下ろした。

「あなたを頼たよりにしてる。──カウエス、騎士なら、私に忠勇の松明たいまつを！」

　叫んだ時、カウエスがはっと目を見開いた。

　私は神しん剣けんを摑み、振り向きざまに駆け出した。窓から次のレイムが転がり込んでくるのと同時のことだった。クリアになる視界。駆け出した勢いのまま剣を斜ななめに振り上げ、身を起こしたレイムの首を刎ねる。

　驚きよう異いのスピードで始まる蘇生。見届ける時間はない。

　私はすぐに身を翻ひるがえし、エルのほうへと走った。

　レイムの吐はき出す酸のような体液を、エルが身を屈かがめてかわす。剣のように鋭するどい腕の攻撃も避よけて、レイムの腹部に突とつ進しんする。胸部が異様に盛り上がっているレイムの身体が仰あお向むけに倒れた。エルは、そのレイムの腹部に体重を乗せ、起き上がれないようにした。

「エル、離はなれて！」

　エルの顔を引き裂さくつもりか、レイムの腕が勢いよく振り上げられた。それを、力ちから一いつ杯ぱい叩たたき斬きる。神剣の柄つかを両手で握り直し、抵てい抗こうされる前にレイムの首を切断する。

「ま、また入ってくる！」

　カウエスの、悲鳴に似た高い声が聞こえた。

　窓のほうから落下音が響ひびく。急いで視線を巡めぐらせると、カウエスが炬を片手に立ち上がっていて、床ゆかに散乱していた天てん井じようの破は片へんを取り、侵しん入にゆうを目もく論ろむレイムたちに投げつけていた。

　どうやら先ほどの落下音は、彼が投げつけた石いし塊くれがレイムに当たり、外に落ちた時のものだったらしい。

　私はそのあいだにエルを伴ともなって、壁かべ際ぎわへと走った。そこに、レイムが磔はりつけになっている。私が到とう着ちやくする前に、おそらくリュイが槍やりを投げて壁に縫ぬい止めたレイムだ。

「固い……っ」

　深く突つき刺ささっているらしく、私の力では槍を引き抜ぬけない。

　見かねたのか、エルが軽くジャンプして槍の端はしを咥くわえ、一発で引き抜いた。床に転がったレイムが立ち上がる前に、首を叩たたき落とす。

「き、君！」

　カウエスが悲ひ愴そう感の漂ただよう声で私を呼んだ。

　窓はひとつだけじゃない。石塊を投げるだけじゃ、レイムの侵入を完全には防げない。

　今まさに別の窓から入り込もうとするレイムがいた。

「向こうからも、レイムが来るの……！」

　エルが、んぐっと槍を咥え、カウエスのほうに走った。一いつ瞬しゆん彼は逃げ出す素そ振ぶりを見せた。でも色々な方向へ視線を泳がせると、思い切った様子でエルが咥えている槍を手に取り、それをナイフのように放った。槍の命中したレイムの身体からだが外に落下する。

　その行こう為いはレイムたちの怒いかりを煽あおったらしい。今までのようにどこか余よ裕ゆうのある動作ではなく、憤いきどおりを見せて窓から侵入しようとする。私は額にはり付いていた前まえ髪がみを手で乱暴に払はらった。

　夜はまだ続く。

　耐たえ抜けるだろうか──。
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　私はその後、数体のレイムを斬った。正確な数はわからない。

　疲つかれのせいで素早い動きが取れない。両手もじんじんと痛む。自分をどれほど励はげましても、ふらふらとしてしまう。

「あと、どれくらい……」

　身体がもう動けないと音を上げている。けれど、夜はこれから更さらに深まっていく。

「持ちこたえなきゃ」

　荒あらい呼吸はおさまらず、剣を握る手が汗あせで滑すべる。衣服が肌はだにくっつき、ますます動きを鈍にぶくする。

「せめて、戦える人がいれば──」

　元に戻もどった人たちは、たぶん全員が騎士だと思う。意識が割合早くしっかりとした人もいるみたいだけれど、残念なことに武器がない。窓から侵入するレイムたちを防ぐため、カウエスがこの部屋にあった剣や槍を全部投げてしまった。私の神剣は、他ほかの人では扱あつかえない。

　エルの加勢がなければ、私はとっくにレイムの餌え食じきになっていただろう。なす術すべがなかった。

「移動も、無理だ」

　安全な部屋へ逃げ込みたくとも、扉とびらの外にまでレイムの気配がある。

　私たちは、完全に包囲されていた。

　休みたくても休めない。斬ったそばから新たなレイムが室内に転がり込んでくる。斬れば斬るほど、レイムたちは憤り、侵入してくる数も増える。

「これで何体目……」

　霞かすみそうになる意識の中で、剣にすがり、身体を支える。エルが絶え間なく警けい戒かいを呼びかけている。またレイムが入ってこようとしている。

　それでも、先に呼吸を整えなければ、私はきっと倒たおれてしまう。




　──神力の反動だ。




　沈ちん黙もくしていた神剣の声が突とつ然ぜん浮ふ上じようした。

「神力？」




　──主しゆは未いまだ脆ぜい弱じやく、力は未み覚かく醒せいのまま。




　そういえば以前、リュイの毒を癒いやした時も、やけに疲れてしまった気がする。

「でもここで気を失うわけにはいかないよ」

　逃にげることが不可能な状じよう況きようなら、戦うしか。




　──どうする小こ娘むすめよ、その肉体を我われに委ゆだねるか。




　嘲ちよう笑しようまじりに問われて、一瞬頭が真っ白になった。

「身体を、あなたに？」

　また、私にあの怪かい物ぶつの腕うでを受け入れろというの。




　──怪物と！　なんとも腹立たしい娘よ、オーリーンなどを神と崇あがめるゆえに非力なのだ！




「どういうこと……？」

　神剣なのに、オーリーンを憎にくんでいる？




　──食われるぞ、娘。このままではおまえのみならず、甦よみがえった人間どもも食われよう。そうしてこの国は滅めつ亡ぼうする。さあ滅ほろびを呼べ、か弱き主よ！




　心の中で、複数の嘲あざ笑わらう声が響く。

　私は戸と惑まどい、神剣を見下ろした。

「オーリーンの剣なのに、どうしてあなたは滅びを喜ぶの？」




　──この我を、愚おろかしき者の付属に過ぎぬというか！




　神剣の怒りが心に満ちる。内側から胸を叩かれているような感覚。凄すさまじい憎ぞう悪おと呪じゆ詛そが身体中を駆かけ巡る。

　わからない、どういうことなのか。オーリーンとのあいだに、なにか確かく執しつがある？

「あなたは、誰だれ？」

　私はぽつりと呟つぶやいた。




　──我は神、我こそが、神！




　憎しみが渦うず巻まく中、どこか悲痛な色をもった声が心に響いた。

「それって、いったい……」

　私は途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。我こそが神、その言葉の意味を問うタイミングを失う。

　レイムが目の前まで迫せまってきていたためだ。

　少し休んだだけじゃ疲ひ労ろう感かんを取り払えない。何度も空から振ぶりし、斬り損じてしまう。その空振りは尚なお更さら体力を奪うばった。すぐに体勢を立て直すことができず、無防備な状態になる。今度こそ殺されるんじゃないかと随ずい分ぶんひやりとした。エルが状況を見計らって体当たりし、襲おそってくるレイムの動きを止めてくれなければ、もう満足に戦えないほどの情けない有様だった。

「エルも疲れているのに、私ったら」

　疲ひ労ろうで手足が痺しびれ、言うことをきかない。エルを安全な場所へ下がらせてあげることもできない。

　レイムの大半は容姿こそ様々だけれど、共通して剣けんや斧おのなどの形を真似まねた刃は物ものの腕をもっていた。人だった頃ころの記き憶おく……騎き士したちの特とく徴ちようを具そなえているんだろう。

「何人を蘇そ生せいさせたの」

　十人？　二十人？　私は大きく息を吐はき出した。

　室内に侵しん入にゆうした最後のレイムを斬きり終えたあと、一瞬気が遠くなり、その場にうずくまってしまった。肉体的に、もう限界だ。傍はた目めにもわかるほど足ががくがくしている。

　まだ、窓の外には無数のレイムがいる。

「くそ！」

　先に蘇生した人が突然苛いら立だちの声を上げた。

「おい、おまえたち、手を貸せ！」

　背後にいた男性たちが動く気配を感じた。私は荒い呼吸を繰くり返し、咳せき込みながら振ふり向いた。武器になるような道具はないはずだ。

　蘇生した騎士たちは壁かべに飾かざってあるもの、たとえば絵画かなにかの額、剣を飾っていたと思おぼしき台座、棚たなの板などを引き剝はがし、窓のほうへと走っていく。

　窓に近づいちゃ駄だ目め。そう伝えたいのに、咳せきがすぐには止まらず、喋しやべれない。

　彼らは手にしたものを使って、窓から顔を覗のぞかせるレイムたちを外へ押し出そうとした。

「すまない、時間稼かせぎしかできぬ。それさえ長くはもたないでしょう」

　騎士の一人が私の横に膝ひざをつき、強こわ張ばった顔をして無念そうに言った。実直な雰ふん囲い気きがあって、だけどどこか優やさしげな顔立ちをしている短たん髪ぱつの若い男性だった。

　騎士の人たちは、もしかして私を休ませようと考えてくれたんだろうか。

「あ、ありがと……」

　どこの誰なのかもわからない怪あやしい私を、気き遣づかってくれている。立ち上がれない自分が悔くやしい。どうして手に力が入らないの。

「その剣は、私たちには扱えないのだろうか」

　私は喘あえぎながら首を縦たてに振った。明らかにこの剣は普ふ通つうじゃないと思って、そう尋たずねたんだろう。刃やいばの部分が赤を含ふくんだ水すい晶しようのような透とう明めいな剣だ。珍めずらしいに違ちがいない。

「少し、だけ、休んだら、すぐ」

　戦える。そう笑いかけると、彼は苦痛の塊かたまりを飲み込んだような表情を見せた。

「あなたたちを、殺させない」

　そばに寄ってきたエルが勇気づけるように私の頰ほおを舐なめ、鼻先を軽く頭に押し当ててくる。子どもを守ろうとする母親のような仕草だ。あぁ、エルもこんなに毛がぼさぼさになるほど動いてくれている。本当に疲つかれてるよね。怪け我がもしてる。

　それなのに、私は立ち上がれない！

「動いてよ……っ！」

　ぎゅっと神剣の柄つかを握にぎり、腕で乱暴に額の汗あせを拭ぬぐった。身体からだが重い。耳鳴りもやまない。室内を見回す。朝は遠い。永遠のように遠い。手を伸のばしても届きそうにない。

　神剣、と私は心の中で呼びかけた。

　覚かく悟ごを決めよう。

　リュイの意識がないのが、せめてもの救いかもしれない。

　あなたに委ねる。どうか夜よが明けるまで、皆みんなを守って。




　──ならば腕のみでは済まぬ。おまえのすべてを、いただこうか。




　神剣の冷然とした強い声が心に広がる。

　わかっている。身体の全部が変化したら、レイムよりも壮そう絶ぜつな姿になりそうだ。

　でも今の私の力ではもうレイムたちを追い払はらえず、この夜を乗り切れない。




　──『怪物』とやらを、自ら求めるか。




　いいの、早く！

　レイムが襲ってくる前に動き出さなきゃ。

　神剣の力は強い。だから皆を守れるよね？




　──我われは強者か、弱者か。




　強いよ。ちょっと意地悪だけど。




　──我は魔まか。浅ましき邪じや悪あくな欠片かけらか。




　どうしてそんなことを訊きくんだろう。不思議に思う。

　違うよね。あの怪物めいた腕は正直、さすがにつらかったし不気味だったけれど、皮肉を交えつつもエルが来たこととか教えてくれた。

「違う、邪悪じゃない」

　私はかすれた声で、そう言った。突とつ然ぜん言葉をもらした私に、そばにいた男性が驚おどろいた顔をし、動どう揺ようしたように視線を泳がせる。他ほかの人からみれば、神剣と会話しているのはわからないので、混乱の果ての危険な独り言にしか思えないんだろう。




　──我を認めるか。




　うん、と私は答えた。いったいなにを訊きたいんだろう。

　ごめんね、今はゆっくりと話をする余よ裕ゆうがない。なんとしてでも窓から入ろうと押し寄せるレイムに、騎士たちが苦戦している。一人、手にしていた板を破られ、弾はじき飛ばされてしまった。蘇生直後の彼らだって、本当はろくに動けない状態のはずだった。

「神剣、お願い。私の身体を使って」

　焦あせりを抱いだきながらお願いしたけれど、神剣は考えに沈しずんでいるのか、答えてくれなかった。どうしたんだろう。

「神け──」

　突然、どさどさと、重量のある荷物が勢いよく落下してくるような鈍にぶい音が聞こえた。

　全員が息を吞のんだ。私もまた、全身を襲う疲労感をつかの間忘れ、呆ぼう然ぜんとした。

「あ」とどこか気の抜ぬけた声が上がる。リュイの身と炬たいまつを守っているカウエスがぽかんとした顔のまま固まっていた。

　重大なことを忘れていた。

「天てん井じようの穴だ」

　私の目の前で、床ゆかにうずくまり絡からみ合うようにして蠢うごめく異形たちの姿。この部屋へ入る時に神剣で力任せに開けた天井の穴から、レイムたちが落ちてきたんだ。

「──そんな」

　駄目だ。一、二体ならともかく、それ以上の数を相手に戦うなんて不可能だ。

　更さらに展開が悪化したと理性ではわかるものの、絶望よりもどこか信じられない気持ちが大きくて、とっさに反応できない。半ば放心してレイムたちの姿を眺ながめる。

　レイムたちは他を振り払って体勢を整えようとしていた。

　その余計な押し合いにより、動きを邪じや魔まされて私たちを襲おそえずにいるらしかった。

　けれども、そんなのは時間の問題だ。

　どう考えても疲労にうずくまる今の私に勝ち目はない。騎士たちも、これ以上動きようがないだろう。

　神剣、早く！




　──我は、何者か。




　なにを言ってるの。お願いだから、早く目覚めて！




　──答えよ、我はいかなる者か！




　蠢くレイムの一体と視線が合った。焦あせりに突つき動かされるまま立ち上がろうとして、足にまったく力が入らないのに気づき、改めて愕がく然ぜんとする。

「神」

　素す早ばやく体勢を変えられずに苛いら立だちの声を上げるレイムたちを眺めながら、私は告げた。

「あなたは神。私の神様だよ」

　神しん剣けんを抱き込み、柄の部分にこつりと額を当てる。

　だって困ったときの神かみ頼だのみっていうもの。今お願いしているから。

　それに、神剣っていう言葉。神様が持つ剣ってことじゃなくて、神が剣、そういう意味だったんだよね？

「口が悪くて、ちょっと不気味な姿に変わるけれど。絶望さえも切り裂さく、強い神様」




　──主しゆ。血だ。




「……え？」

　ち？




　──主の肉体は脆ぜい弱じやくにすぎる。そのように貧弱で不味まずい肉など食えぬ。未み覚かく醒せいの神力では我を支え切れぬ。




　どういう意味……って、貧弱ってなに!?

　緊きん急きゆう事態なのに、さりげなくひどいこと言ってるよ！




　──我に血を注げ。不服だが、一夜の結界となろう。




「え、え？」

　身を起こし始めているレイムたちと神剣を交こう互ごに見つめる。




　──なんとも愚ぐ劣れつな主よ、早くせぬか！




「血って、ええっ？」

　この状じよう況きように相応ふさわしくない素すっ頓とん狂きような声を上げた私に、呆然とレイムを眺めていた騎き士しの人たちの深刻そうな視線が集まった。ついに錯さく乱らんしたと思われたかもしれない。

「ど、どうやって？　八や重え歯ば、また活かつ躍やく!?」

　ナイフや鋭えい利りな破は片へんとかを持っていない。たぶん一いつ滴てきだけじゃ駄だ目めなんだろう。

　神剣で斬きればいいのかと思ったけれど、人を傷つけることはできないんだった。

「エル、嚙かんで」

　警けい戒かいし、いつでも飛びかかれるよう床に爪つめを食い込ませていたエルは全身の毛を膨ふくらませると、耳をぴんと立てた。とても驚いているらしい。

「結界を作るのに血が必要なの」

　袖そでをまくって差し出した私の腕うでを見つめながら、エルがどこかおろおろとした様子で一歩後あとずさりした。

「エル、早く」

　レイムがもう、体勢を整えた。

　エルしかいない。死なない程度に血を流してくれるはずだ。

「嚙みなさい！」

　レイムの嬉うれしげな声と、私の言葉が重なった。

　差し出した腕に、ぐうっと毛を逆立てたままエルが勢いよく嚙みついた。

　熱を感じた瞬しゆん間かん、吐はきそうなくらいの激しい痛みが腕に広がる。エルの鋭するどい牙きばがぶつっと皮ひ膚ふを裂き、肉に食い込んだのがわかった。全身が粟あわ立だつ。呼吸も止まりそう！

「君、なにを……!?」

　カウエスが驚きよう愕がくの表情を見せ、片手をこっちへ伸のばした。

　エルはすぐに私から離はなれた。啞あ然ぜんとして動けずにいたらしい男性が、突とつ進しんしてきたレイムへはっと視線を走らせる。私は腕から噴ふき出した血に、神剣の刃やいばの部分を押し付けた。




　──樹じゆ界かい。




　神剣の声がさらりと心に響ひびいた。

　突とつ然ぜん、神剣の姿が溶とけた。蔓つるのように変化し、四方八方に長く伸びて、ぐるりと私や騎士たちを取り囲む。そして飛びかかってくるレイムよりも早く、空中に無数の赤い糸を走らせた。ううん、糸というか、空中に赤い亀き裂れつができた感じだ。

　あるいは、空を覆おおう木々の枝のよう。

「なんだ!?」

　騎士たちが驚愕の声を上げて、樹界というらしい結界の膜まくを眺めた。

　ひとつの壁かべを背にして、結界の赤い枝は私たちの頭上までも覆う。子どもの頃ころに雪で作ったかまくらの特大版、と表現したくなる。無礼だと神剣に怒おこられそうだ。

「神剣、夜明けまで、結界を保てる？」

　薄うすれ始めた意識の中、そう尋たずねる。はっきりした返事はなかったけれど、なんとなく樹界の赤い枝が揺ゆれた気がした。大だい丈じよう夫ぶらしい。

　きゅう、と弱々しい鳴き声が聞こえる。エルが大きな身体からだを縮めて私の隣となりにぺたりと座り、血で染まった腕を舐なめてくる。落ち込んでいるみたい。

「平気だよ、痛くないから」

　急に眠ねむたくなってきた。頭がぐらぐらして、もう駄目だ。

　腹部を床につけ、しょんぼりと丸まるエルの頭に、寄りかかる。身体を動かせず、とても眠い。エルを気き遣づかったわけじゃなく、実際に痛みを感じなくなっていた。

「腕の手当てを！」

　別の部屋から響いてくるような感じで、誰だれかの声が聞こえた。

　そうだ、眠る前にこれだけは伝えないと、騎士たちが困るだろう。

「結界、朝まで、持つから。皆みんな、出ないでね……」

　しっかりしろ、という声が闇やみの向こうから響く。

　他ほかにもいくつか声がしていたけれど、どれもざわめきに変わり、やがて波の音になって、最後は闇の中に消えてしまった。
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　夢を見てるんだと思った。

　灰色の、古ぼけた長いローブをまとった人と、私は手を繫つないでいた。

　その人はフードで顔を隠かくしていたから、誰なのかはわからない。素す性じようを知るために顔を覗のぞき込むのは失礼な気がしたので、おとなしく手を引かれながら歩く。

「どこに行くの？」

　私とその人は、塵じん灰かいが雪のように舞まう町の入り口に辿たどり着いた。建物の大半は煤すすで黒ずみ、崩ほう解かいしていた。あちこちから、空中に線を引いたように灰色の煙けむりが立ちのぼっている。

「戦争でもあったみたい」

　町の中央に向かって、複数の白い道が作られている。

　人間の骨を敷しき詰つめているために道が白いんだと気づいた時には啞然とした。

　歩きたくない。そう思ったのに、フードの人は私の手を離さず、道の上を通って町の中へと進む。よく見ると、骨の道以外の地面には、黒い溶よう岩がんの河がいくつも蛇だ行こうしていた。

「怖こわい場所だ」

　焼け落ちた建物が多く並ぶ区画の奥に闘とう技ぎ場めいた、大きな円形の舞ぶ台たいがあった。その広い舞台も道と同様に、人間の骨を固めて作られている。

　舞台上には、二人の男性の姿があった。今から命がけの斬り合いを始めそうな緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きの中、二人は剣けんを構え、対たい峙じしていた。

「あの人たちは、誰？」

　一人は、金色の髪かみを持つ立派な体たい軀くの男性だった。どこかで見た顔だと、私はぼんやり思った。その金色の髪、緑の瞳ひとみを知っている。

「誰だっただろう……」

　すぐに思い出せない。喉のどになにかが詰まっているかのように、記き憶おくがせき止められている。

　もう一人の顔は何度集中してもよく見えなかった。黒い霧きりに覆われているせいで、造作が曖あい昧まいだった。

『私と戦え』

　霧の仮面をつけた男性が、冷たい口調でそう言った。

『おまえも私も魔ま物ものを六百六十六殺し、魔力を秘ひめたる者を六百六十六殺し、剣けん士しもまた六百六十六殺あやめた。残るはあと一人、世に名を刻む王たる者の命。その屍しかばねで、高みへの階が築かれる』

　どこか危あやうさが漂ただよう熱を帯びた声こわ音ね。金色の髪の男性が悲しげに眉まゆをひそめる。

『そうだ、あと一人。だからこそ俺は最も早はや殺さぬと誓ちかいを立てた。高みなどはいらぬ。俺は人のまま、この生を終わらせたい』

『ならばその命、私に捧ささげよ』

　傲ごう然ぜんと放たれた言葉を聞いて、金きん髪ぱつの男性は剣を握にぎり直し、その緑の瞳に激しい怒いかりと悲ひ嘆たんの色を浮うかべた。

『おまえは我が国の者を殺めすぎた。俺は王として、おまえを捕とらえなければならない』

『捕らえるだと。そんな甘い考えで、この私を封ふうじるつもりか』

『おまえも一国の王であろう。なぜ非道を選んだ！』

　金髪の男性は声を振ふり絞しぼり、相手を責めた。

　その声には、殺意を滲にじませて刃を向けてくる相手をどうにかして思いとどまらせたいと願っているような響きがあった。

『なにが王だ、誰もかれも讃たたえるのは始祖王たるおまえの名。人は物事の始まりしか見ようとせぬ。ならば私は高みに行き、終しゆう焉えんの神となろう』

『なんという馬ば鹿かな望みを……。そのためだけに、多くの者を殺めたのか』

『おまえもどれだけ殺した？　血まみれ始祖王、私と同じ数だけ血の味を舐めたではないか』

『──、やめろ、俺に、剣を向けるな！』

　きん、と剣が鋭するどく交わる音がした。人の骨で築かれた寒々しい舞台の上、二人は凄せい絶ぜつな勢いをもって戦い始める。




〈人が神と化す源げん醒せいの律がある。三度、闇の数の骨を踏ふみ、最後に覇は者しやの輝かがやける命を握れ。それで高みへの階が築かれる〉




　私の隣にいるローブの人が二人を指差し、密ひそやかな声でそう語った。御お伽とぎ話ばなしを紡つむいでいるかのようだった。




〈人は神を模した存在。神への転生を望むのならば、闇の数を超こえても尚なお、人である者でなくてはならない。命を全まつとうせよ〉




　身体の隅すみ々ずみにしみ込むような密やかな声が静せい寂じやくに溶けた時。

　金髪の男性が、慟どう哭こくを思わせる悲痛な呻うめき声を上げた。彼の剣が、黒い霧の仮面を持つ人の胸に深く突つき刺ささっている。決着がついたらしかった。

『死ぬな、──、俺に、殺させるな！』

『私は、私は、神に……！　なぜ、私は、勝てない！　名もなき者のまま死ねというのか、ならば私の生とはなんだ!!』

　顔に霧をまとう人の恨うらみの声が、突とつ然ぜん畏い怖ふを滲ませた悲鳴に変わった。




〈見よ、敗れし者は凍こごえる永久をさまよう。生も死も容よう赦しやなく、剝はく奪だつされる〉




『やめろ、彼を連れていくな！　俺は神の座を望んでいない！』

　金髪の男性は両りよう膝ひざを舞台につき、叫さけんだ。

　黒い霧の仮面を持つ人の身体が、じゅっと音を立てて溶とけていく。剝むき出しになる白い骨。その骨に──殺された無数の人々の嘆なげきが黒い影かげとなって、絡からみ付く。

『た、助け……！』

『──！』

　金髪の男性は、溶けていく彼を救おうとして、その身体に触ふれた。けれど血肉はなす術すべなく失われた。

『あぁ！』

　金髪の男性の手に残ったのは、溶けた彼の骨。それが形を変えて、一ひと振ふりの透とう明めいな剣になる。




〈悲ひ壮そうなる魂たましいを持ち、高みに立つ神の座を望んだ者。だが望みが砕くだけた今、彼は、真なる神のもと、まがい物の神となる。その荒あら々あらしき魂を封じるために〉




『なぜ俺に殺させた。最早殺さぬと誓いを立て、次こそは殺めた数以上の者を守ると、そのために王となったのに！　なぜ人のままこの血まみれの生を償つぐなわせてくれない！』

　金髪の男性の手から透明な剣が滑すべり落ちた。彼は自分を呪のろうように吐はき捨て、顔を覆おおった。

　その時、骨で組み立てられていた舞台がかすかに揺ゆれた。町に敷き詰められていた骨の道が変形する。がくりと頭を下げて嘆く彼の前に、黒い煤で汚よごれた骨の階がみるみる内に築かれていく。




〈望まずとも高みへの道をひらいた者、神となる資格を得た〉




　彼の前に築かれた階……その三段目辺りの空気が急に捩ねじれた。

　大気の歪ゆがみはすぐに人の形へと変へん貌ぼうした。目の覚めるような青髪を持つ、美び貌ぼうの人。

「あの人を、どこかで見た」

　きらびやかな衣装をまとうその人は、まるで宝石で作られているかのように奇き麗れいだった。

『天門は汝なんじのためにひらかれた。さあ、求めるがいい。いかなる神を望むのか』

　青髪の人が涼すずしい声で、うずくまる彼に尋たずねた。

『神の資格などいらない、──を、甦よみがえらせてほしい。それだけを願う！』

　顔を上げて彼は懸けん命めいに訴うつたえた。けれども青髪の人は表情を変えず、ゆるりと首を横に振った。

『ならぬ。高みに最も近く、最も遠いその者、荒あらぶる強大な魂は、己おのれが殺めた者たちの嘆きをも取り込み、怨えん鬼きと化した。その災わざわいを封じるのが、新たな神となる汝のつとめ。怨えん嗟さを世に漏もらさぬために、かの者の名は消しよう滅めつする。また、汝の記憶からも』

『名が消滅する……？　断る、──を、忘れろというのか！』

『それが定め。高みとは、過か酷こくの上に立つ天。述べよ、いかなる神を望む？』

『いかなる神かと？　望まぬ俺が、望む者を踏みつけにして高みへ行くのか！　どのような神になれというのだ、狂きよう気きの神か、けだものの神か！』

　金髪の男性は血の涙なみだを流して笑った。

　その瞳が赤く染まり、──の血を浴びた金色の髪かみも、真しん紅くに染まっていく。

『なにを司つかさどるべきか、それは己のみが知る。選ばねば、汝もいずれ怨鬼と化す。世に祟たたりをもたらす、封じられぬ怨鬼に』

『知らぬ、知らぬ！　なにも見えぬ！』

　青い髪の人は、彼を見下ろして嘆たん息そくした。階が揺れている。彼が選ばなければ、高みへの門は閉とざされ、この地に大災だけが残ってしまう。

　私の姿は誰だれにも見えない。

「これは、きっと夢なんだから」

　それでも私はフードの人の手を離はなし、彼らのほうへ寄った。

　笑いながら泣く彼の背後に立ち、赤く染まってしまったその髪をひとふさ指に絡める。

「私、知ってるよ。あなたは狂気の神でも、けだものの神でもなく、闘たたかいの神様なんだ。〈勝利〉と〈祈いのり〉を司る人。償いたい、守りたいという祈り。希望を生む勝利。そういう力を地上の人にもたらす闘いの神様だよ」

　私は指に彼の髪を絡めたまま、身を屈かがめてその肩かたに額を押し付けた。私は幻まぼろしだから、体温もなにも感じない。ただ、何度も何度も、彼に向かって、聞こえない言葉を紡ぐ。

『己が名を述べよ。神の名を。司るものを』

　青髪の人が静かに促うながす。

　赤く染まった髪の男性は、わからないというように首を振った。

　私はぎゅっと彼の髪を握り、そこに口づけて、届かぬ声を振り絞る。

「わかる、あなたの中にちゃんと見えている。目を凝こらして、よく見て」

『俺は……』

　涙を流してぼんやりと呟つぶやく彼に、私は背後から腕うでを回し、抱だきついた。

　大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと答えられる。そう思って、彼の耳に囁ささやく。

　だって私は、彼を知っているんだもの。

「オーリーン。あなたの神名は、オーリーン。闘いの神！」

　ふいに彼の身が、ぴくりと揺れた。

『オーリーン。俺は、闘とう神しん』

　彼の手が上がり、ふとぎこちなく、なにかを求めるように宙に触れる。

「私は幻、言葉も姿も同じように目に映らない。けれど、あなたに祝福を」

　彼の前に移動し、少し照れながらも顔を覗のぞき込む。

「そしていつか、私にも祝福をしてね」

　彼に、感かん触しよくのない口づけを捧ささげる。

「さあ、オーリーン、立とう」

　私は身を離し、膝ひざをついて虚きよ脱だつしている彼の手を握にぎった。

　勿もち論ろん、彼はなにも感じていないだろう。私はここに存在しない人間だ。

　でも、私の言葉に応えるように、オーリーンは身を起こした。

「オーリーン、『彼』を手に取って」

　私は舞ぶ台たいの上に転がっている透明な剣けんを見て、そう促した。オーリーンは少しのあいだ視線を落とし、考え込むような表情を浮うかべると、そっと透明な剣を手に取った。途と端たん、水すい晶しようめいた刀身に、血の赤が混ざる。

「『彼』とともに高みへ行って。オーリーン、あなたが必要だよ。あなたの祈りとその剣は、いつかこの地を救うんだよ」

　私はオーリーンから手を離した。

　骨の階きざはしに立つ青い髪の人が身をずらし、オーリーンのために場所を空けた。

　オーリーンは階を上がり、その途と中ちゆうでふと振ふり向いた。視線は合わないけれど、なにかを探しているようだった。

「大丈夫、見守っているよ。安心していいの」

　オーリーンは目を瞬しばたたかせると、再びぎこちない動きで上を目指した。

　彼の姿が途中から霞かすんでいく。次元の異なる域にさしかかり、私の目には映らなくなったのかもしれなかった。

　青い髪の人がこちらに向き直った。どこか遠くをのぞむ目で、凜りんと立つ。

「剣の魂は、いつ解放されるんだろう」

『……この地での解放はありえない。怨鬼と化すのを防ぐため、永久の封ふう印いんにつく。かの者は決して、高みの神へは転生できぬ。またその魂は、人の域を超こえているために戻もどれもせぬ』

　青い髪の人にも勿論、私の姿は見えていないはずだ。けれど、その独白はまるで、私の質問に答えているように思えた。

『なれども』

　軽く首を傾かしげて、思案するように腕を組む。しゃらりと首くび飾かざりの宝玉が奇麗な音を立てた。

『この地が一度滅ほろびたあとならば。終しゆう焉えんより始まり、大地が再生した時ならば。その魂は清せい浄じようの息い吹ぶきにて癒いやされる』

[image: ]

「終焉から始まれば……？」

『そして、かの者の名を記き憶おくしている者があるならば。いや、だが、やはりありえぬ。生きとし生けるものすべてから、かの者の名は消滅する。呼ばれぬ名は、蘇そ生せいを果たせぬ』

　青い髪の人は憂ゆう鬱うつそうに吐と息いきを落とす。

　私は……聞いたよ、彼の名を。なぜなら、今の私は幻で、この世界の住人じゃない。

『終焉に奇き跡せきなど。未いまだ天には、終焉を司る神、奇跡を司る神が不在』

「奇跡はもしかしたら、人の中から起きるかもしれないよ」

　物もの憂うげな表情のままゆっくりと踵きびすを返すその人に向かって、私は微笑ほほえんだ。

「ありがとう、シルヴァイ」
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　ふと振り向いた時、景色は一変していた。

「ここは……？」

　私は崩くずれかかった石いし塀べいの上に座っていた。

　すぐ横には、フードを深くかぶった人も腰こし掛かけている。

「どこの草原かな」

　とてもいい天気だ。空は果てしなく澄すみ渡わたり、透とう明めいな日の光が燦さん々さんと降り注いでいる。快い風も吹ふいていて、優やさしく髪の毛を揺ゆらす。

　他ほかになにも存在しないけれど、穏おだやかで目ま映ばゆい光景だった。

　蒼そう天てんを見つめ、風の吐息に目を細めながら、私はぽつりと言った。

「覚えている。忘れないよ、あなたの名前を」

　ねえ、神剣。

　隣となりに腰掛けていた人が、ゆっくりとフードを取った。

　その人は、骸がい骨こつだった。ぽかりと空いた黒い眼がん窩かから一いつ滴てきの涙が落ちる。

「私の神様。この世界、一いつ緒しよに甦よみがえらせよう」

　微び笑しようを浮かべ、そっと誓ちかう。

「ね、ソルト」

　再び景色が一変した。
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　世界は揺れていた。波に背を預けているように、ゆらゆらと揺れている。

　私は空を見ていた。早送りしたように、めまぐるしく色を変えていく。

　黎れい明めい、蒼そう穹きゆう、夕焼け、夜。太陽が巡めぐり、雲が流れ、星が輝かがやく。

「国が、生まれる！」

　また景色は変化した。
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　私はどこかの宮きゆう殿でんの一室に立っていた。

　壁かべ一面が水鏡のように揺らめいており、そこに淡あわく、地上の光景が映っている。けれど、私にはその映像が見えなかった。それなのに、どういう景色なのか、私はとっくに知っていた。

　水鏡の前に立つ凜り々りしい神様──赤い髪のオーリーンが、片手で顔を覆おおった。

『地の際きわまで争いばかり。また人の胸に、争いの星が落ちた。人の祈りは俺に届いても、俺の祈りは人に届かない』

　嘆なげかないで、オーリーン。
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　神の軍が駆かけ抜ぬけた後の地に、私は立った。

　草一本残らない荒こう野やだった。空も荒あれ狂くるい、遠くで紫むらさき色いろの稲いな妻ずまが光っている。

　視線の先にある祠ほこらの残ざん骸がいのそばに、魔ま物ものたちが数頭、寄り集まって騒さわいでいるのに気づく。

　私はそちらへ近づき、覗き込んだ。

「ひどい」

　怯おびえて震ふるえている小さな獣けものを、魔物たちはいたぶっていたんだ。

「やめて、その子を傷つけちゃ駄だ目め！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、近くの地に一際太い稲妻が落ちた。枯かれた大地を貫つらぬく轟ごう音おんに、魔物たちは飛び上がり、蜘蛛くもの子を散らすように逃とう走そうした。

　遠くへ駆け去る魔物たちを眺ながめたあと、私はその子の前に膝をついた。

　今の私には触ふれられないけれど、それでも手を伸のばし慰なぐさめてみる。

「大丈夫、もう怖こわくないからね？」

　きゅうん、と、か弱げな声が上がる。闇やみ色の毛は、泥どろと血で汚よごれていた。そのせいで目が開かないみたいだった。

　なんとか拭ぬぐう方法はないだろうか。触れられない自分がもどかしい。

「すぐに誰だれかが来てくれるよ」

　私は更さらに身を屈かがめ、震えるその子の額に口づけたあと、ふうっと息を吹きかけた。

　不思議なことに汚れや血がさらさらと乾かわいた砂のように落ちて、重くごわついていた闇色の毛が、艶つややかな鋼はがね色に変わった。

「……あ」

　ふと、なにかの物音を聞きつけ、私は振り向いた。

　大きな獣に騎き乗じようした誰かが、私たちのほうへと一直線に駆け寄ってくる。

「こっち！」

　聞こえないとわかっていても、思わず叫んでしまった。

「こっちだよ、オーリーン！」

　オーリーンは私の声を聞いたかのように祠の残骸のそばで止まり、震える小さな獣を見下ろした。

「助けてあげてね」

　オーリーンは困ったように獣を見下ろすと、丁てい寧ねいな仕草で抱だき上げた。するとその時、また別の誰かが大きな獣を走らせて接近してきた。青い髪かみ。シルヴァイだ。

『見つけたか』

『ああ。しかし……』

　戸と惑まどいを滲にじませるオーリーンの声に、シルヴァイが怪け訝げんな表情を浮かべた。大きな獣の背から降り、歩み寄ってくる。

『天の律とは厄やつ介かいだ。神が神を滅ぼした時、天界には存在せぬはずの月が浮うかぶ。月は死し滅めつした大地に、影かげを落とす。その影から生まれるもの。邪じやなれば新たな魔まか獣、聖ならばまた別のなにか──獣が生まれたか？』

　だとすると殺さねばなるまい、死滅した地に穢けがれを振ふりまき闇の巣そう窟くつを作る前に。シルヴァイはそう言うと、オーリーンの腕うでに抱かかえられている小さな獣を見つめ、瞠どう目もくした。

『これは面めん妖ような』

『ああ』

　二人の神様は顔を見合わせ、当とう惑わくしていた。

『獣であることは疑いがない。しかし、明らかな聖なる気配を持っている』

　シルヴァイは呟つぶやくと、その子の額に手をかざした。

『行ぎよう界かいに存在する獣神どもが、殺させぬよう祝福をしたのか？』

　オーリーンの問い掛かけに、シルヴァイは不思議そうな表情を浮かべつつも答えた。

『違ちがうな。これは紛まがう方なく天界が持つ聖なる気配。しかしいったい誰が祝福を……』

　あっ、まずい。もしかしてさっきの私の行動が原因？

『それで、どうする。この獣を殺あやめるのか』

　口ごもる二人に、聞こえないとわかっていても私は必死に背せ伸のびをして訴うつたえた。

「駄目、殺しちゃ駄目！　この子は聖獣だよ」

　シルヴァイは、軽くその子の額をつついた。きゅん、と切ない声がその子から漏もれる。

『聖なる気配を持つならば、この天界にとどまることが許されようが──私にはこういった醜みにくい獣を囲う趣しゆ味みはない』

『では』

『おまえも不要というならば、殺めるがよいだろう』

　駄目！　と私は首を横に振った。

　オーリーンは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、その子を抱え直した。

『予期せぬ命と相あい見まみえたのも定めならば、俺が見守ろう』

　くすりとシルヴァイが笑った。

　よかった。殺されずに済むみたい。

　私も安あん堵どの笑えみを浮かべ、オーリーンの腕の中でもぞもぞと動くその子に向かって言った。

「オーリーンをよろしくね、エル」
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　また場面が変わった。

　私は一人、修しゆ羅らの像の下に座り、木こ枯がらしに震えながら薄うすい布にくるまっていた。

　周囲には誰もいない。薄暗い空だ。太陽も月も星も見えなかった。膝ひざを抱え、吐と息いきを落とす。

「寒い」

　誰か迎むかえに来てくれないかな。そう願い、目を閉とざす。
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　次に瞼まぶたを開いた時、周囲には不ふ透とう明めいなぬるい闇が満ちていた。

「今度は、どういう場所？」

　闇の中、ざわざわと耳鳴りのような騒そう音おんが聞こえる。

　人の声なのか、そうでないのか、曖あい昧まいで判断できない。

「誰か、いないの？」

　真っ暗な場所は怖い。自分の腕をさすりながら、ぽつりとこぼす。




　──主。




「あっ！」

　神しん剣けんの声。──この声は、うん、知っている……ソルトだ！

「どこにいるの？」




　──誰が呼び捨てにしていいと……。主、おまえの目覚めを待つ者がいるようだ。




　なんかちょっぴり生意気な発言をされた気がするけれど、そこを指し摘てきするのはやめておいた。私が起きるのを待っている人って、ええと、えーと……ああ、誰だっけ。




　──足りぬ頭が、更に減ったか、主よ。




「もうっ、本当に口が悪い！」

　覚えてます！　──そう、リュイたちだ。

「皆みんなはどこにいるの？」

　ソルトは、人にものを尋たずねる前に我われの協力に対する感謝またその偉い業ぎようを誉ほめ称たたえるべきでは、っていう感じの言葉をどっさりと呟いた。その後、諦あきらめた様子で、向こうだ、と素っ気なく教えてくれた。

「向こう？」

　私は闇やみの中に目を凝こらした。

『ひびき』と悲しげに呼ぶ声が聞こえた時、一瞬で白い光が周囲に満ちて、景色が変わった。
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「……あれ？」

　私の身体からだが、下に見える。

　驚おどろいて、まじまじと周囲の景色を見つめる。

　そこは──ジンシャンの神しん殿でん内だ。私の身体は敷しき物ものの上に寝ねかされている。周りには複数の人がいた。横に置かれている燭しよく台だいの明かりに、彼らの顔が照らされている。

「皆、無事だったんだ」

　率帝とイルファイは傍はた目めにもわかるほど疲つかれた顔をしていた。

「そうか、私が結界を抜ぬけたあと、きっと限界まで力を使って皆を守ったんだよね」

　うん、カウエスや他ほかの騎き士したちもちゃんといる。

　怪け我がをしている人も多いけれど、命に別状はないようでよかった。

「待って。彼らがここにいるということは……あれ？　どういうことなんだろ？」

　リュイも、エルもいる。駆かけ寄りたいのに、それができないのが焦じれったい！

　エルはひっきりなしに私の頰ほおを舐なめている。エルってば、可愛かわいいし嬉うれしいけれど、私の頰、べたべたになっているよ。

　リュイは俯うつむいているから、どんな表情をしているのかわからない。ただずっと跪ひざまずき、私の手を握にぎっている。

「というか、なんで私、自分の姿を見下ろしてるの!?」

　まさか、これってあの有名な幽ゆう体たい離り脱だつとか。




　──主、なにをとぼけている。




「ソルト、私、魂たましいが浮ふ遊ゆうしているみたいだけれど、どうしよう！」

　慌あわてつつ、毛布の上に寝かされている自分の身体を眺ながめ回す。

　私の身体の横に、神剣であるソルトが置かれている。




　──主はほぼ一日、目覚めていない。




　ええっ。

「また私、寝い汚ぎたないことを！」

　ちょっと寝過ぎじゃない？　以前、リュイの口内の毒を取り除いた時も眠ねむりまくったよ。




　──……。よいか、血を流しすぎたために、夜明けが訪おとずれても主は覚かく醒せいが叶かなわなかった。我が結界を解除したあと、聖せい獣じゆうの導きで、眠る主を抱かかえ、騎士どもが神殿へ移動したのだ。




「あ、それで皆、合流したんだね」

　なるほど……と安心しかけて、そんな場合じゃないことに気がついた。

「あの、私はどうすればいいんだろ」




　──主の肉体はまだ眠りを必要としている。だが、見よ。この忙せわしない者たちは、再度の夜を前にして恐おそれを抱いだき、主を強制的に目覚めさせようとしているぞ。




「強制的？」

　ほぼ一日ってことは、また次の夜が来るんだ。

　いったいどうやって私を起こすつもりなんだろう。疑問に思った時、彼らの声が聞こえた。

「どうする、娘むすめは未いまだ目覚める気配がない」

　苦く渋じゆうの表情を浮うかべてそう言ったのは、がっしりした体型の、濃こい黄色の髪かみを持つ男性だった。

「無理にでも目覚めさせるべきじゃないか」

　この言葉は、私が行くのを引き止めた男性だ。

「ま、待ってほしい、彼女はこんなに長く眠るほど、疲ひ労ろうが深くて……」

　下を向いて弱々しくぼそぼそと反論したのはカウエスだ。

「黙だまらないか、おまえの意見など聞いていない。再び夜が迫せまっているのだぞ！」

　怯おびえるカウエスを睨にらみ、叱しかりつけたのは三十代くらいの男性だった。

「ですが、この方の聖なる気配が、とても遠く……」

　私と同年代くらいの可愛い子が、気き後おくれした様子を見せながらもそう告げる。

「見習いの神女に過ぎぬ者が口を挟はさむな！　そなたに聖なる気配が読めるというか」

　カウエスを黙らせた男性が、今度は彼女を責めた。

「いえ、確かにクロラの言う通り、この方の気配が薄うすい」

　率帝は疲労を滲にじませた顔を彼に向け、クロラという名前らしき可愛い子の言葉に同意した。

「ならば尚なおのこと、目覚めさせるべきでしょう。そうでなくては、今夜を乗り切れない」

「しかし、ここで無理に目覚めさせるのは、彼女の身を危険に追い込むのでは」

　冷静な口調で男性を止めたのは、ソルトが樹界となる前に、声をかけてくれた優やさしげな顔立ちの騎士だった。

「我らを守るために彼女は結界を作り、眠りについたのです。私は無理に目覚めさせたくはない」

　彼の言葉に、数人の騎士が頷うなずく。

「ではどうするのだ。夜が近い。率帝もひどくお疲れなのだぞ。万ばん能のう水も最も早はやない。結界をどう構築するというのか」

　男性の発言に、皆が黙り込む。

「……法具はまだ使用していないのでしょう。もし、この場所がレイムに知られ、襲しゆう撃げきを受けた時は、我々が盾たてとなります」

　騎士たちは、優しげな顔をした人の言葉に同意しながらも不安そうな目を見せた。

　どうやら、この隠かくし部屋はレイムにまだ見つかっていないみたいだ。

「ふざけているのか、ジウヴィスト。これだけの法具で夜を無事に過ごせると……！」

　カウエスたちを退けた男性が、声を荒あららげた。彼の言葉に賛同する人も多い。

「月迦将軍の意見は？」

　無ぶ精しよう髭ひげを生やした若い男性が、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくに問いを滑すべり込ませた。リュイを知っていた雰ふん囲い気きの人だ。

　全員口を噤つぐんだけれど、リュイは答えなかった。ひたすら俯き、私の手を取って、そこに口づけるような体勢を取っている。

　ふと溜ため息いきをついた人がいた。イルファイだ。ぼさぼさな髪をかき回し、憂ゆう鬱うつそうに皆みなを見つめる。なんかイルファイ、最初に会った時よりも髪の毛の絡からまり具合がすごくなっているよ。

「決を採ればよかろう。目覚めさせるか、眠らせるか」

　イルファイのあっさりとした提案に、皆が顔を見合わせた。

　ど、どうなるんだろう？

　自分のことについて皆が相談しているこの状じよう況きよう、なんとなく気まずいというか後ろめたい心境だ。

「ごめんね、私ったら寝汚い上、こんな幽体離脱している状態で」

　情けなさを嚙かみ締しめて項うな垂だれつつも、ふわふわと彼らのそばへ近づき、決の結果を待つ。




　──主しゆ、覚かく悟ごしたほうがよいぞ。




　意地悪そうな口調でソルトが言った。くくくと笑う感じのざわめきまで聞かせる。

　ちょっと嫌いやな予感がする。

　決の結果、僅きん差さで、私を目覚めさせることになったらしい。

　問題は、どうやって覚醒を促うながすかだ。私の魂ってば思いっ切りここに浮遊しているし。

「身を揺ゆすっただけでは起きぬ。失われた神力を復活させるための深い眠りを妨さまたげるのだ。それなりの衝しよう撃げきを与あたえねばなるまいな」

　うわぁイルファイ、その言葉、すっごく怖こわいよ。

　緊張しながら皆を眺め回す。どうやって起こすんだろう。

　イルファイは陰いん鬱うつな表情を浮かべると、石せつ鹼けんをつけて洗っている時のように両手をこすり合わせた。なぜかリュイと騎き士したちへ警けい戒かいの視線を向ける。

　とくに、エルとリュイの反応を気にしている様子だった。

「これは決の結果だというのを忘れないでもらいたい。私一人の判断ではないぞ、いいな」

　なんでそんなに念を押してるのかな。

　私と同じ疑問を抱いたのか、静観していた騎士たちも怪け訝げんそうな顔をする。

　イルファイはこすり合わせていた手で今度は自分の顔を撫なで、大おお袈げ裟さな溜息を落とした。

「嫌な役回りだ。そうだ、なにも私でなくともよいな！　率帝、あなたが起こせばよいのだ」

「お断りします」

　即そく座ざに答えてつんと顔を背そむける率帝の素っ気ない態度に、イルファイはかなり険悪な表情を浮かべ、舌打ちした。しかも、二回もだ。

「まったく……。よいか、くれぐれも私を恨うらむなよ。罵ののしるなら、目覚めを求めた者たちにしてくれ」

　イルファイは嫌いや々いやという素そ振ぶりで私の前に屈かがみ、じいっと恨めしそうに見下ろした。ううん、そんな顔を私の身体からだに向けられると罪悪感が増すんだけれど。

「下がってもらえないか」

　イルファイは片手をひらひらさせ、私のそばから離はなれないエルとリュイをなぜか遠ざけた。彼らが不承不承という様子で離れたのを確かく認にんすると、私の頰ほおに軽く触ふれ、顔を覗のぞき込む。

「悪いが、苦痛を与えるぞ」

　イルファイは他ほかの誰だれにも聞こえないよう、眠る私の耳にひそっと吹ふき込んだ。幽ゆう体たい離り脱だつしているのに、なぜか私には聞こえた……って、その言葉にすごく不ふ穏おんなものを感じてしまうよ。

　ふとイルファイが不思議な発音の言葉を口にした。なにかの呪じゆ文もんだろうか。

　その短い言葉を口にし終えたあと、イルファイは更さらに気難しい顔をして、私の額に自分の手のひらを近づけた。

　ぱちん、と私の額、というより額の神石が小さく弾はじけるような音がした。

　手のひらと神石のわずかな隙すき間まに、一瞬の火花が散る。

　その時だ。

　浮ふ遊ゆうする私の意識が、叩たたき割られたように、かき消えた。







「──う、あぁっ！」

　痛い!!

　額、すごく痛い！

　背が仰のけ反って痙けい攣れんするほどの激痛が額を中心にして、全身に走る。

　悲鳴を押し潰つぶしたような呻うめき声が自分の口から絞しぼり出された。取り繕つくろうこともできない衝撃的な痛みだった。

　私はどうやら一瞬で自分の身体に戻もどり、意識を取り戻したらしかった。イルファイが呪文を唱え、そのおかげで目覚められたのだろうけれど、この痛みはどうすればいいんだろう。

　誰かの声が聞こえた気がしたものの、痛みに全部覆おおわれる。

　すぐには目を開けられない。少しでもこの苦しみから逃のがれようと、無意識に両手でぎゅうっと額を押さえる。すると、手のひらにぬるりとした感かん触しよくが伝わった。

　このままもう一度意識を失ってしまいたい。エルに腕うでを嚙んでもらった時よりも苦しい。

「──、──！」

　誰かが大声で叫さけんでいる。怒いかりに満ちた咆ほう哮こうも聞こえる。ああ、エルがとても怒おこっている。

　周囲で、誰かが言い争っているような騒さわがしい気配がする。私は額を強く押さえたまま、ゆっくりと目を開いた。ぼやけた視界に人の影かげが映り、少しずつ輪りん郭かくがはっきりとし始めた。

「──娘むすめ、目を覚ませ！　この者たちを止めろっ」

　イルファイのやけに必死な声が聞こえる。

　身を起こそうと思ったけれど、痛みが去らず、体勢を変えられない。ただ、視界のほうは無事に戻った。急いで状況を確かめる。

「だから初めにあれほど言っただろう……！」

　リュイが、丸まる腰ごしのイルファイに向かって剣けん先さきを突つきつけていた。顔を引きつらせるイルファイを庇かばって無精髭の人が自分の剣を掲かかげ、リュイを牽けん制せいしている。

　エルまでもがイルファイに嚙みつこうと突とつ進しんし、率帝がとっさに作ったらしい魔ま法ほうの障しよう壁へきみたいなものに阻はばまれている。私は呆あつ気けに取られた。

　これ、なにが起きているの。

「早く止めないか！」

　私の目覚めに気づいたイルファイが、リュイと対たい峙じする無精髭の人の背中にしがみつきつつ叫んだ。

「……ュイ……、エル」

　喉のどがからからで、声がかすれてしまう。額の痛みのせいで、まだ身体の強こわ張ばりが解けない。

　それでも私のかすかな声は、エルの耳に届いたらしかった。

　きゅんっ、と悲痛な感じが溢あふれる声で鳴き、静電気を起こしたように全身の毛を膨ふくらませてこっちへ駆かけ寄ってくる。

「エル……」

　きゅうう、とエルが喉を鳴らし、寝ね転ころがっている私の頰や首筋に鼻を押し付けた。

　寂さみしかったというように全力で甘えてくる。可愛かわいいけれど、私、ぐいぐいと押されているかも。勢いに負けてごろごろと転がってしまいそうだよ。

「将軍、見てくれ！　彼女が目を覚ました！」

　剣を構え直したリュイに、無ぶ精しよう髭ひげの人が青ざめながらもそう言った。ぴたりとリュイの剣が止まり、静かにおろされる。

　他の人は逃にげ出す寸前の体勢で硬こう直ちよくしながら、リュイの様子を怖々と眺ながめていた。

「リュイ」

　私はエルの必死な甘えに和なごみつつ、彼を呼んだ。あ、腕を少し動かせるようになったかも。額から静かに手を離し、腹部の上に置く。

　リュイは殺気を消すと、ぎくしゃくとした動きで振ふり向いた。どこか途と方ほうに暮れているような表情。やがてその瞳ひとみにめまぐるしく感情を溢れさせ、わずかに顔を歪ゆがめて私を見下ろす。

「おはよ……」

　一いつ緒しよにいると約束したわけで。一応、身体はそばにあったため約束を破ったことにはならない……とは弁解できない雰ふん囲い気きだ。

　少しのあいだ、じっと見つめ合う。リュイはがくんと崩くずれるように私の前に膝ひざをついた。月色の瞳は傷ついた色に変わり、揺れていた。

「リュイ？」

　大きな手が、恐おそる恐るという仕草で私の頰を撫なでる。触れるか触れないかという感じのささやかな動き。指先がかすめたという程度の接せつ触しよくだったのに、再びびりっとした痛みが額に走る。私はうっと息を詰つめ、全身に力を入れた。リュイが弾はじかれたように手を引っ込める。

「血が……」

　近くで腰こしを抜ぬかしていたカウエスが我われに返り、私の額におろおろと視線を向けてそう言った。そういえばさっき額に触れた時、ぬるりとしていた。

　神石の辺りから、どうやら少し血が流れているらしい。きゅーん、とエルが何度も鳴き、私の額をそうっと舐なめた。私はぎゅっと目を閉じた。今その付近に触さわられると、すごく痛い。

「響」

　悲しげなリュイの声が聞こえた。痛みを堪こらえつつ瞼まぶたを開き、微び笑しようを返す。

　彼は口を結び、目を伏ふせて一ひと粒つぶ、ほろりと涙なみだを落とした。あっと思う間もなく、隠かくすように荒あらっぽい動きで目元を拭ぬぐう。

　手をおろしたあとのリュイの目には、身が凍こおりつきそうになるほどの凄すさまじい怒りが宿っていた。暗く輝かがやく瞳に魅み入いられる。

「あの、リュ……」

　もしかして約束を破ってばかりの私に対する憎ぞう悪おがとうとう限界を超こえたとか。そう思いつき、背筋がぞくっとした。ところが、違ちがうらしい。

　こっちに向けられた怒りじゃないと、彼の次の行動で理解した。

「よくも！」

　リュイは低く叫ぶと、イルファイを鋭するどく睨にらみ上げた。

　和やわらぎ始めていた場が再び一いつ瞬しゆんではりつめてぴりぴりするくらいの怒ど気きだった。普ふ段だんの丁てい寧ねいな物もの腰ごしや穏おだやかな表情が噓うそのようだ。こんなに激しい面を持っている。私が知らないリュイの姿。それを初めて目にし、引き止める言葉がとっさに思い浮うかばなかった。

「好きで神石に衝しよう撃げきを与あたえたのではない！　そうせねば娘は起きないのだから仕方ないだろう。目覚めを選んだのは他の者たちだ。恨うらむならばそちらにしてくれ」

　イルファイが無精髭の人を慌あわてて盾たてにし、身の安全を手に入れてから盛大に文句を言った。彼の言葉で、成り行きを怖こわ々ごわと見守っていた人の半数くらいがあたふたとし始める。

　ああ、そうか。私を起こすために、神石に軽い攻こう撃げきの術をぶつけたんだ。それで頭に直接衝撃が走り、目覚めに至ったらしい。

「リュイ、私、平気」

　状じよう況きようを把は握あくするとともに金かな縛しばり状態もとけたので、急いで口を開く。そう言っておかないと、なんだかリュイとエルは本気でこの場にいる人たちを痛めつけそうだ。

「そら見よ、娘も平気と言っているだろう」

　ふてぶてしく答えるイルファイって、ものすごくソルトと気が合いそうかも。

　途と端たんにぶつぶつと心の中でソルトの非難の声が響ひびいたけれど、それは聞かないことにする。

　立ち尽つくしていた率帝が、強張った表情のままぎこちない動きで私のほうへ寄ってきた。

　エルが素す早ばやく立ち塞ふさがり、襲しゆう撃げきの態勢を作って激しく威い嚇かくする。鋭い牙きばを見せつけ、鼻のところに皺しわを寄せている。ううん、その顔、結構凶きよう悪あくだ。

「違う、癒いやしを彼女に与えたいだけだ。決して傷つけはしません」

　気け圧おされたように足を止め、率帝は懇こん願がん口調で説明した。

　エル、大だい丈じよう夫ぶ、襲おそっちゃ駄だ目め。胸中で何度もそう諭さとすと、声が聞こえたかのようにエルがしゅんと耳を倒たおし、尻尾しつぽも下げて、私のそばにくるりと丸まった。

「率帝、エルは怖こわくないよ」

「……ええ」

　あからさまな威嚇はやめてくれたけれど、ぴと、と鼻先をほんの少し私の腕にくっつけて、上うわ目め遣づかいでこっそりと率帝を牽制している。エルってば！　爪つめが床ゆかに食い込んでいるよ。

「あの、お待ちください、率帝。少しお休みになったほうが……。他ほかではお役に立てませんが、癒やしでしたら私も」

　おずおずと遠えん慮りよがちに率帝に声をかけたのは、クロラと呼ばれた可か憐れんな少女だった。エルを気にして困った顔をする率帝に、ディルカレートやその他の人々が深く頷うなずく。

　皆みんなの反応を見て、率帝はしばし考える素そ振ぶりで俯うつむくと、おとなしく引き下がった。

　代わりにクロラがぎくしゃくと私のほうへ近づいてくる。殺さつ伐ばつとした雰囲気のエルとリュイに怯おびえながらも、震しん動どうをもたらさないような柔やわらかい動作でそっと私の頭の横に膝をつく。

「微び力りよくではありますが、治ち療りようを……」

　クロラは私と視線を合わせずに、今にもかき消えてしまいそうな小さな声で説明した。自信がなさそうに語ご尾びを濁にごし、本当に恐る恐るといった仕草で、華きや奢しやな手を私の額にかざす。

　極度に緊張しているのか、それとも私に恐きよう怖ふ心を抱いだいているのか、クロラの白い指先はよく見ると細かく震ふるえていた。

「ありがとう」

　自分は怖い人間じゃないってことをアピールしたい。

　私はなるべく普ふ通つうの口調を心がけてお礼を言った。するとクロラは目を見開き、やっと私と視線を合わせてくれた。薄うす茶ちや色いろの髪かみは長く、さらさらしている。華奢な美少女だ。もし私の学校にこんな奇き麗れいな子が転校してきたら、一日で生徒たちに名前が知れ渡わたると思う。

「い、いいえ……」

　クロラは我に返ると、わずかに頰ほおを紅潮させ、動どう揺ようしながら下を向いた。うわぁ、クロラってすごく心が清らかな感じがする。有う無むを言わさず守ってあげたくなるような雰囲気だ。

　思わず痛みを忘れ、見み蕩とれてしまった。

「それで、その、聖なる気配はどうなったのだ」

　忙せわしない口調で割り込んできたのは、私の目覚めを促うながしていた男性だった。威嚇するようにすぐさま上がるエルの鳴き声と、リュイの物ぶつ騒そうな眼まな差ざしに気がつき、慌てて後ずさりする。

「お目覚めになったためでしょうか、気配が戻もどられている」

　率帝は言いにくそうに答えた。




　──違うな、血が流れたためだ。主しゆの血が、既すでに一種の魔ま除よけとなっている。化け物どもは近くにおらぬ。無理に覚かく醒せいを促す必要などなかったというのに、恐れで目が眩くらんでいたに過ぎぬ。




　ソルトの憤ふん慨がいした声が胸に響いた。機き嫌げんが悪そうだ。……もしかして私の心配をしてくれてる？




　──調子に乗るな、軽けい率そつな馬ば鹿か主め！




　……ひどい。

　ソルトって、人嫌ぎらい？

「ならば今夜も、この部屋で一日を耐たえたほうがいいな」

　イルファイは警けい戒かいをとかずにエルたちをちらちらと窺うかがいつつ、静かに告げた。無ぶ精しよう髭ひげの男性の背に隠れたままだ。それがちょっとおかしい。

　無精髭の男性はどこか近付き難がたいような生き真ま面じ目めさを漂ただよわせているけれど、実際はかなりお人ひと好よしっぽい。イルファイってちゃんと人を選んでいるんだなあと妙みようなところで感心してしまった。

「皆もそれでいいだろう？」

　全員が肩かたから力を抜いた様子で、ふっと溜ため息いきを落とした。

　リュイとエルだけが緊張をといていない。それが気がかりだった。
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　不思議な時間だった。

　昨日までの苦しい日々が噓のような、穏やかな空気が漂っている。

　どこか遠くのほうで魔ま物ものの声らしきものが時々聞こえたけれど、なぜかこっちに接近する気配は感じられなかった。率帝が再び結界を作り、皆を守っている。疲ひ労ろうが深い様子だったから大丈夫だろうか。

「ねえ、率帝。身体は大丈夫？」

　小声で話しかけると、近くでクロラと会話していた率帝は驚おどろいたように振ふり向いた。

「あ、ごめん。邪じや魔まをしたね」

「いいえ。お気になさらず。……結界は問題ないかと思います。朝まで維い持じできるでしょう」

「結界よりも、率帝の体調は？」

　彼は困ったように視線をさまよわせたあとで、はにかんだ。

　背もたれ代わりになってくれているエルが、ちらっと彼を見み遣やる。とりあえず爪は引っ込めてくれたけれど、髭はピンと立っている。まだ味方として受け入れるつもりはないらしい。

「お怪け我がをされたのは、あなたなのですが」

「さっきクロラに治療してもらったよ」

「あとでもう一度、術を使いましょう。癒いやしの魔ま法ほうは、完かん璧ぺきではありません。安らぎやぬくもりを注ぐという意味合いのほうが強いのです。勿もち論ろん魔ま法ほう使つかいの力量によって左右されますが」

「そうなの？」

「ええ。治療関連の術には制限があります。極論を言いますと、それによって寿じゆ命みようを左右しかねませんので」

「なるほどー」

　なんとなく納なつ得とくできた。それにしても率帝は年ねん齢れい以上に紳しん士し的で、頭がよさそうだ。目元の涼すずしい、知的な美少年だし。

　でもイルファイに対してだけは遠慮がない。その証しよう拠こに、彼に向けた瞳ひとみは厳しい。

「たとえ目覚めを促すためとはいえ、女性の額を攻撃するなど……イルファイ殿どのには私がきつく言っておきます」

「大丈夫」

「甘やかしてはなりません」

　困った。二人は本当に仲が悪い。どう率帝を宥なだめるか考えていると、こっちの会話が気になったのか、騎き士したちに挨あい拶さつをしていたリュイが毛布を片手に戻ってきた。入れ替かわりに、率帝がイルファイのほうへと向かう。……お説教するつもりかな。

「響、これを」

　リュイはてきぱきと私の膝ひざに毛布をかけた。また騎士たちのほうへ戻るのかな、と少し寂さみしく見ていると、彼は隣となりに腰こし掛かけた。

「なにかほしいものはありますか？　水を持ってきましょうか」

「ううん、いい。ねえリュイは、その……いつ目を覚ましたの？　この部屋に来てから？」

　彼は視線を私に注いだ。

「──いいえ。訓練所の部屋の中で、朝方に起きました」

「そうかぁ」

　しばらくのあいだ、互たがいに口を噤つぐむ。

　あの部屋で起きたことを、まだ心の中で整理し切れていない。きっとリュイもだ。ばらばらの死体。血の臭におい。騎士たちもそういえば、あの死体について触ふれようとしなかった。なにが起きたのか、薄うす々うす察しているのかもしれない。

　私は神しん剣けんをぎゅっと抱だきかかえた。

「──羨うらやましい」

「え？」

「剣が」

　リュイは苦く笑しようし、神剣を指差した。

「あなたは、剣だけは決して手放さないでしょう。私が剣であれば、あなたと離はなれる心配をせずにすむのか」

「……私、かなり剣の扱あつかいが乱暴だよ？」

「構いません」

「投げたり、床ゆかに叩たたき付けたりするし」

「好きなように使ってくださればいい。いつも手におさめてくれるのなら、それで」

　私は答える前に、彼の手をぎゅっと握にぎった。月色の瞳が見開かれる。

「ううん……リュイの手って大きいね。両手でも包めない」

「響？」

　狼ろう狽ばいを伝える声に、私は眉まゆ根ねを寄せた。

「もしもリュイが剣に変わったら、すごく大きくなりそう。私の背せ丈たけよりも長くて重い剣かぁ。持てないよ、それ。……脇わき腹ばら辺りを少し、削そぐ？」

「脇腹を、なんだって？」

「リュイじゃなくて、私が剣になったほうがよくない？　大きさ的に」

「駄だ目めです」

「即そく答とう!?」

「あなたが剣に変わったら、私は使えない」

「……切れ味が悪そうだからとか？」

「そういうことではなく」

　リュイは小さく笑った。久しぶりの和やわらいだ表情に、ふわっと心が浮うき立つ。

「あなたは剣ではなく、装身具になればいい」

「えー」

「指輪や、首くび飾かざりに」

「じゃあそれになったら、リュイ、身につけてくれる？」

「──はい」

「でもやっぱり剣のほうがいいよ？　装身具だと、いざという時、敵に投げつけることくらいしかできないし。攻こう撃げき力が低すぎる」

「武器としては使いませんから」

「でも」

「指輪でいてください」

「役に立たないと思うけどなー……。でもリュイがそこまで言うなら。ちゃんと嵌はめていてね？」

　……ってこれ、なんの話だっけ？

　リュイの手を握り締しめながら、私は首を傾かしげた。微び笑しようを浮かべている彼の目元がうっすらと色づく。困り果てたような、それでいて切ない表情だ。リュイは時々こういう顔を私に見せる。

「あなたは、ひどくて、魅み力りよく的な方だ」

　ええっ!?　褒ほめられたの？　それともけなされたの？

　急にリュイを見ていられなくなった。心しん拍ぱく数すうが上がっている。慌あわてて俯うつむいた時、クロラがこっちに近づいてきた。もう一度癒やしの魔法をかけてくれるらしい。

　私は喜んでお願いした。胸のざわめきを静める時間がほしい。彼の妙みような発言のせいで、頰ほおが熱くなっている。

　自分の言葉がどういう影えい響きようを相手に与あたえるか、リュイはもっと真しん剣けんに考えたほうがいい！

「お休みになっていて結構です」

　クロラはそう言いながら、目の前に座り、私に手をかざした。

「お顔が赤くていらっしゃる。もしかして熱が……？」

「ち、違ちがう。それは違う。気にしなくていいよ」

　私はほうっと息を落とした。魔法の効果で身体からだがかなり楽になる。立ち上がって歩くまでは回復していないけれど、額の痛みは和らいだし、手足の強こわ張ばりもとれた。ただ実際に動こうとするとエルやリュイに睨にらまれるので、しばらくのあいだはおとなしくしておく。

「響、眠ねむれる時に眠っておいたほうがいいでしょう。……今なら、誰だれもあなたを力ちから尽ずくで起こそうとはしない」

　イルファイを怪あやしい目で見ながらリュイは、横になるよう催さい促そくした。

「んー…、ずっと同じ体勢でいると、身体が痛いんだよね」

「あぁ、床が硬かたいのでしたら」

　リュイは「さあどうぞ」というように軽く両りよう腕うでを広げた。

　……抱だきついて眠れって!?　皆みんなの前で？

「ねえエル。これって無自覚なの？　それとも私、本気で落ち込むべき？」

　年とし頃ごろ女子なのに、全然異性と思われていない気がする！

　戸と惑まどうリュイを針の目で見つつ、エルにしがみつく。エルはいい、心が癒やされる。

　胸のどきどきをごまかすため、私は鋼はがね色いろの毛に顔を押し付けた。もう少し女の子らしく振る舞まったほうがいいかなあ。他ほかの人たちにも実年齢より下に思われていたらどうしよう。

　それにしてもリュイには本当、困る！　私の剣になりたいとか言うし！　……扱えるかはともかく、リュイが剣に変わったら恰かつ好こいいに違いない。内心でそう力説した時だ。




　──あのような騎士のどこが恰好いいというのだ、馬ば鹿か主あるじめ。見る目がない。




　突とつ然ぜん、怒おこったようなソルトの声が聞こえた。

　あっ、もしかして、剣になったリュイを想像して褒めたから、拗すねてる？

「ソルトは意外に可愛かわいいところが……」




　──失うせろ、主。数々の無礼、いい加減許しがたいぞ。だいたい主は以前、我の身にわけのわからぬ奇き妙みようなものを貼はり付けていたな。剝はがせ、愚おろか者！




　もう散々な言われようだけど……、奇妙なもの？　ソルトになにか貼ったっけ？

　床に置いてあるソルトに目を向け、気がついた。ああっ、ハート形の蓄光シールのことか！

　ちなみにリュイの剣には星形を貼っている。お揃そろいだ。




　──こんなくだらぬものを、よくも、主め。主め……。




　ソルトの苦痛の呻うめき声に、私は噴ふき出しそうになった。結構似合ってるのに。

　面おも白しろいから貼ったままにしとこ。

　途と端たん、胸中に強烈な罵ば倒とうの声が広がったけれど、無視しておく。私はふうっと息を吐はき、身体の力を抜いた。うん、確かに休める時に休んでおいたほうがいいだろう。

　もう少しで本格的な夜が来る。ぼんやりとそう考えた直後、なにかが意識に引っかかった。

「あの……なんだか、人数が」

　躊躇ためらいながらも誰にともなく問いかけると、なぜか全員の視線が集中した。こうも注目されると気まずい。

　魂たましいが浮ふ遊ゆうしていた時は、やっぱりどこか意識が散さん漫まんになっていたようだ。ろくに確かめることもせず、全員揃っていると当然のように思い込んでいた。こうして肉体に魂が戻もどり、冷静になって眺ながめている内、人数に違い和わ感かんを覚えるようになったんだ。

「少し、減っていない？」

　同意を求めてリュイを見み遣やると、彼は私の前まえ髪がみが額の神石に触れないよう、指先で優やさしく横に流した。

「私にはわかりかねます」

「あ、そっか」

　彼は、私が神しん殿でんのほうで蘇そ生せいさせた人々の数を知らないんだった……と納なつ得とくしかけた時、静かな声こわ音ねで否定される。

「あなたしか見ていませんでしたので」

「リュ……」

　頭の中が真っ白になる。リュイは本当に、時々すごい発言をする！　エルまで、がる、とリュイに同調しているし。

「ええと、率帝」

　慌てて話を振ふると、率帝は困ったように目を伏ふせた。

「私もあなたの目覚めをお待ちしていましたので、他ほかのことは……」

　率帝もそんなことを！　思わぬ伏ふく兵へいだ。ガレ国って、情熱的な人が多いんだろうか。

　表情を変えないよう苦心しつつ、他の人たちへと視線を移す。

「誰か、知っている人は？」

　まさか全員わからないってことはないはず。そういう思いを込めてじっと見つめると、なぜか皆、身を強張らせ、息をひそめた。私のほうが気き後おくれしてしまうくらいの緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

　嫌いやな予感がする。無ぶ精しよう髭ひげの男性と目が合った。尋たずねる前に、さっと視線を外されてしまう。

「なにか問題があったの？」

　不自然な沈ちん黙もく。違和感を抱いたのは、気のせいじゃなかったらしい。

　騎き士したちの正確な人数は把は握あくしていない。リュイを捜さがしに行った先の建物でレイムに包囲されてから、いったい何人の騎士を蘇生させたのか、途と中ちゆうで数える余よ裕ゆうがなくなった。全員の顔を覚えていない。けれど、この神殿付近で蘇生させた人の数と顔なら記き憶おくしている。

　彼ら全員の名前は言えずとも、顔は判別できる。

「率帝、イルファイ、ディルカレート、クロラ……」

　あとは濃こい黄色の髪かみの男性、無精髭の男性、他の人とよく対立する男性……、一人一人を確かめた時、足りない顔に気づいた。五十代くらいの人と三十代くらいの人が消えている。

「二人、いなくなっているよね？」

　私は信じたくない思いで、全員に向かって尋ねた。騎士たちの合流で随ずい分ぶん人数が増えたから、余計にわかりにくくなっている。こっちの勘かん違ちがいであればいいと強く願ってしまう。

「よく数えていたものだ」

　イルファイは嫌そうに舌打ちした。恐おそれと焦あせりが生まれ、胸がきゅっとする。

「二人は、どこに？」

「用を足しに、別室へ行っている」

　イルファイは平然とそう答えた。

　それが本当なら、なぜこんなに皆は緊きん張ちようしているの？

「じゃあ、確かめに行ってもいい？」

「こら待たんか。若い娘むすめが、用を足している男の姿を見たいというのか。破は廉れん恥ち極きわまりない」

　そんな言葉にごまかされたりしないもの。

「私が直接見に行くわけじゃない。エルに行ってもらう」

　私を寄りかからせてくれていたエルの胴どう体たいが、ぴくっと動く。動どう揺ようを必死に隠かくそうとしているのか、身体の毛が針はり鼠ねずみのようにじわじわと膨ふくらみ始めている。

「──二人は、出て行った」

　少し離はなれた場所に座っていたディルカレートが厳しい目で私を見み据すえ、そう告げた。

「出て行った？」

　私は一いつ旦たん口を閉とざし、周囲の人々の反応を窺うかがった。エルに寄りかかる私の周りには、リュイとクロラ、それに騎士の人々が座っている。なんとなく騎士たちは、一いつ緒しよに戦って危機を乗り越こえたということもあり、丁てい寧ねいに接してくれる人が多い。不ふ審しんげな目を向けてくる騎士も中にはいたけれど、そういう人たちは距きよ離りを置いて座っている。

　イルファイや率帝、ディルカレート、無精髭の男性は私たちの横に集まっていて、その他の人々は隠し部屋の奥のほうに固まっている状態だった。濃い黄色の髪の男性のように、全員から離れて座っている人も勿もち論ろんいる。大おお雑ざつ把ぱにまとめると、三つのグループが作られている感じだ。

　これはもしかしたら、あまりいい傾けい向こうじゃないかもしれない。

　ディルカレートに視線を戻し、考える。彼女は私に対して好意とは正反対の感情を見せている。だからこそ、今のような場合は気き遣づかいのための噓うそやごまかしを言わず、ストレートに教えてくれるんじゃないだろうか。

「……なぜ、出て行ったの？」

「考えればわかる」

　しまった、拒きよ否ひされるという可能性を忘れていた。




　──主あるじは知ち恵えの回らぬ娘だ。容易たやすきこと。大方、主の帰き還かんを待てず、皆の制止を振り切って出て行ったのだろう。




　ちくちくと皮肉をまじえつつも、ソルトがあっさりと答えてくれた。

　私の帰還……それって、リュイを迎むかえに行ったきり一晩帰ってこなかったから、待つのに焦じれて、レイムの現れない時間に出て行ったという意味？

「二人はどこに向かったの？」

　私はイルファイに視線を向けた。彼なら、バレた時には渋しぶ々しぶながらも喋しやべってくれそうだ。

「知らん」

　端たん的てきな返答に、絶句してしまう。

「……。イルファイ、本当に知らない？」

　試ためしにせがんでみると、彼は深々と溜ため息いきをつき、癖くせのように髪をかき回す。それ以上髪をぐちゃぐちゃにすると、鳥の巣状態になるんじゃないかな。せっかく奇き麗れいな色をしているのに。

「おまえはもうこちらに戻らぬと判断し、彼らは朝方に──騎士たちとともにおまえが戻ってくる少し前だな、安全な場所を探して出て行った。勿論、危険だと何度も諭さとして止めたがね」

「どうしてそんな無む茶ちやを！」

「少しでも魔ま力りよくの消しよう耗もうを防ぐため、レイムが出現せぬ時間は結界をといていた。魔物の出現のみならば、私も多少は覚えている魔術があるので対たい抗こうできる。だが、二人はそれが我が慢まんならなかったらしいな」

「たった二人だけで出て行くほうが、無む謀ぼうだよ！」

　たとえ気絶させてでも、止めるべきだったんじゃないか。

「言っておくが、一人は神官長だ。身分を持ち出して、口を挟はさむなと怒ど鳴なられればな」

「──身分で、レイムや魔物が遠えん慮りよしてくれるの？」

　反射的にきつい言葉を放ってしまった。彼は眉み間けんに皺しわを寄せ、鼻を鳴らした。

「聖なる者は俗ぞく世界における頑がん固こな差別を知らないか。散々見下されて、それでも尚なお、優しく慮おもんぱかって引き止めてやるほど寛かん容ようではない」

　イルファイは完全に機き嫌げんを損そこねた様子でふいっと横を向いてしまった。

　身分を言うなら率帝は高そうなのに、なぜ二人の行動を見み逃のがしたの。

「あぁ、神殿内にも反目はあるぞ。神官長は、率帝と対立中だ」

　イルファイ、嫌いや味み攻こう撃げきは駄だ目め！　という意味を込めて目で叱しかると、彼は反はん抗こう的な子どものように唇くちびるの端はしを下げた。毛玉状の髪を今度は乱暴に手ぐしで整え始める。

　神官長の身分を持つなら……もしかすると多少は魔法を使えるかもしれない。けれど、それだけで夜のあいだ、ひっきりなしに出現する無数のレイムから身を守れるだろうか。

「彼女の帰還が遅おくれたのは、我われ々われを救助していたためです」

　ジウヴィストと呼ばれていた優やさしげな顔立ちの騎士が私を庇かばうような発言をした。

　皆みんなの表情を見れば、素す直なおには聞けない気持ちでいるだろうことがわかる。案の定、よく反対意見を口にしていた男性が、不満そうにジウヴィストを睨にらんだ。

「私たちを危険に晒さらしてな」

　ジウヴィストは、男性の皮肉な言葉に眉まゆをひそめた。

「……彼らだとて愚おろかではない。危険を悟さとれば、こちらへ戻ってくるでしょう」

　率帝が後こう悔かいの表情で告げる。その時、遠方から魔物の鋭するどい咆ほう哮こうが聞こえた。

「今のって」

　私が身じろぎすると、ぼさぼさの髪の毛と格かく闘とうしていたイルファイが手を止め、厳しい目を向けてきた。

「また出て行くなどとはもう言うな。二人は自分の意思でこの場を離れたのだ」

「でも！」

　否定的な空気を感じ、皆を見回す。そうか、私が出て行くのを防ぐために、今まで二人の不在を隠していたんだ。




　──レイムの目覚めが始まった。




　ソルトの声を聞いて、脳のう裏りに、完全体へ変へん貌ぼうする途中のレイムの姿がよぎる。あの切なげな泣き声と、自分の身体からだを破は壊かいし貪むさぼる凄せい絶ぜつな光景。

「二人が、危険の中に」

　ソルトをぎゅっと握にぎり締しめた時、魔物の叫さけびに、別の声が混ざっているのを聞いた。本来なら聞こえないくらい遠い声じゃないだろうか。

「シルヴァイの力が働いている……？」

　彼は風と大気の神。声は、空気を震ふるわせる。だから私の耳に届いたんだろう。

「人の悲鳴だ」

　出て行った二人がこの神しん殿でんのほうへ戻もどってきている！

　神しん剣けんを持って立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、目眩めまいを起こし、ふらついた。

　倒たおれる前に、リュイが抱だきとめてくれる。体力がまだ戻っていない。冷や汗あせが背を伝う。

「響、いけません！」

「……聞こえた。悲鳴。魔物に襲おそわれている！」

　リュイの腕うでにしがみついて身体を支えながら、言い返す。

「行かないと。彼らが殺されてしまう」

「響！」

　悲鳴が聞こえた方角に意識を集中させた時、頰ほおを打つような強さでリュイに怒鳴られた。

「ご自分の状態をおわかりか？　動いてはならない！」

「でも、襲われてるよ！」

　私を見下ろすリュイの顔から感情が抜ぬけ落ちる。ただ、月色の瞳ひとみだけは、憎ぞう悪おなのか怒いかりなのか判別できない輝きがあった。

「それで、あなたはなにをする気です」

「なにって」

　脅おどすようなその眼まな差ざしに、息を吞のむ。

「ヒビキ様」

　唐とう突とつに、率帝が名を呼んだ。

「どうして私の名前を……？」

　驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんで、そういえば何度もリュイが呼んでいると気づく。

「堪こらえてください。──月迦将軍の救出に向かわれたあと、私は一夜、ここで結界を守りました。蘇そ生せいした直後のためか、私の魔力は今、無に近い。その状態で再び結界を構築しています。心苦しいことですが、本当にこれが限界なのです」

「率帝」

「現在の結界は、ほぼあなたが支えているのですよ。私はただ、この結界の基き盤ばんを描えがいただけの状態です。もしも今、あなたが抜けてしまえば、私は結界を維い持じするどころか、最も早はや基盤さえ描けない」

　率帝の血の気のない表情を見つめ返す。目覚めた直後に、レイムと対たい峙じする私の援えん護ごをし、その後結界を作った彼は、誰だれより休息を必要としているに違ちがいなかった。

「二人を行かせてしまったのは私の罪。どうか私を罰ばつし、あなたはここにとどまってください」

「……罰するつもりなんて、ない」

「ヒビキとやら。おまえ自身もろくに動けぬ状態だ。今は耐たえろ」

　イルファイがふっと穏おだやかな声で言った。

　でも、ああ、ほら、また悲鳴が！

　助けて──そういう思念のこもった波動を確かに感じた。

　どうすればいい？　私の代わりに誰かを救出に向かわせるわけにはいかない。皆、心身ともに疲つかれ切っている。エルが一番俊しゆん足そくだけれど、私を助けるためにずっと動き通しだ。

　なにより、レイムの覚かく醒せいが始まった時間に、誰かを外に出す真似まねはできない。

「早くしないと……っ」

　結界を守り、彼らを救う方法は!?

「……ソルト」

　ぽつりと告げると、リュイが厳しい目で見つめた。

　これしかない。私が外に出ると結界が壊こわれるっていうなら。別の結界を編み出せばいい。

「もう一度、樹界を作る」

　樹界が皆を守るあいだに、助けに行く。ソルトの結界なら、私が外へ出ても壊れないだろう。

「それはまさか、訓練所の部屋で構築した……」

　ジウヴィストは強こわ張ばった表情を浮うかべた。騎き士したちも言葉なく私を見つめる。

　ソルト、もう一度だけ樹界をお願い。




　──断る。




　拒きよ否ひされるとは思わず、愕がく然ぜんとしてしまった。

　どうして！




　──死にたいか、主しゆ！　先の樹界でどれほどの血を失ったと思う。みだりに血を流すな。よいか、血を用いた術は本来禁きん忌きのもの、幾いく度ども使用してはならない！




　だけど、他ほかに方法が思いつかないよ！

　どうしたらいい？




　──どうもするな。おまえは脆ぜい弱じやくな娘むすめながらも、我を呼ぶ主であるのだろう。




　普ふ段だんは皮肉の多いソルトの声に、悲しげな響ひびきを感じ取る。

　そうだ、なぜかソルトの名を知っている。いくつもの夢を見た。朧おぼろげな記き憶おくの中、神剣の名前はとくに鮮せん明めいな輝かがやきを放っている。決して失っちゃいけない名前だって。

　私は唇くちびるを嚙かみ締めた。力が足りない。助けに行く術すべがない。

　二人の危機をこのまま見過ごすしかないなんて──。

「じゃあ私はなんのために」

　この世界に来たんだろう。もう十分過ぎるほど人々を犠ぎ牲せいにした。

　忘れられないウルスの夜。あの時と今で、なにが違うんだろうか。

「響、私たちのために」

　リュイは強い口調で言った。率帝もそっと私の腕に触ふれる。

「行かないでください」

「……でも私は」

　率帝は小さく首を振ふった。

「あんたが助けに行く必要はない。神官長ならご自分の身くらい守れるはずだ」

　反対意見をよく口にしていた男性も、早口で言った。彼の言葉に数人がこくこくと頷うなずく。

「頼たのむからまた、少数の者のために、ここにいる全員を危険に晒さらさないでくれ」

「……少数は、命じゃないの？」

「なに？」

「少数は、どんな時でも『捨てる命』？」

　短いあいだ、沈ちん黙もくが訪おとずれた。……馬ば鹿かな質問をしたと、すぐに後こう悔かいする。彼らを悪人にし、自分だけを正義にするつもりなの、私は。

「娘、それでも、私たちはおまえを止める。座れ」

　イルファイまでも催さい促そくする。動けずにいると、誰かに衣ころもを引っ張られた。

　振り向けば、エルが「腰こしを下ろせ」というように裾すそを咥くわえていた。

「私が、ここに来た理由は」

「わかっています」

　リュイは遮さえぎるように言った。苦く悩のうが浮かぶ瞳。意識して冷然とした態度を取っているんだと、ようやく気づく。

「よくわかっている。だが、今はいけません」

　神剣のソルトを握にぎり締しめたまま、じっと足元を見つめる。

　皆みんなの視線を感じる。その多くは、結界を出ることに反対する目だ。

　……私は今、なにを考えたんだろう。

　片手で額を覆おおう。神石のある辺りに触れると、身が竦すくむような鋭するどい痛みが走る。

「どうか、ヒビキ様」

　率帝に手を取られた。

　今、皆に引き止められて、安あん堵どした自分がいる。だってこんなに身体からだが重く、つらい。そういう弱気な思いが胸の底に隠かくれている。「助けに行く」と主張しながらも、本音の部分では、リュイたちが引き止めてくれることをしっかりと期待していたんじゃないか。

　たとえポーズだけでも二人を助けようとしなきゃ示しがつかない、って。

　さっき厚かましく正義面づらをしたのも、これが原因だ。『私は助けたかったんだけど、皆が反対したから』──あとでそう、もっともらしく言い訳できるように。

　責任逃のがれのためだよね、と愕然としながら自分に確かめる。

「私は、なんてことを」

　それに本当は、危険を知りつつも出て行った二人に対して、淡あわい苛いら立だちを感じている。

　なんでそんな気持ちになるのか──心の奥に潜ひそむ暗いものを、皆に知られるのが怖こわい。刺とげ々とげしく卑ひ怯きような感情。『軽はずみな真似をして、ふざけるな！』っていう憤いきどおりが、確かに……。

　自分に、鳥とり肌はだが立つ。こんな考えを隠し持っているんだから、ディルカレートやその他の人たちに警けい戒かいされるのは当然だ。

　両手で顔を覆ってしまいたい。自分の感情を覗のぞき込むたびに、嫌いや気けが差す。

「休むべきです。己おのれの意思で行動を起こした者の責任をあなたが背負うのは間ま違ちがっています」

　リュイの腕うでが背に回り、床ゆかに座るよう促うながしてくる。休みたいという気持ち、投げ遣やりな気持ち、助けたいという気持ち。どれが偽いつわりない本当の思いなのか、溶とけ合って見分けがつかなくなっていた。なにも聞かなかったことにして休んでいいんだろうか。その誘ゆう惑わくに落ちかけた時、大気が震ふるえるのを感じた。絶ぜつ叫きようと大差ないような、助けを呼ぶ切実な声。

「──駄だ目めだ」

　ごまかせない。二人への苛立ちも責任逃れをしたいという考えも、全部自分の心が生んだものなのは、間違いない。

　でも、きっと皆が無事でいてほしいという気持ちも本物なんだ。そうであったらいい。

「ごめんなさい、私は」

　無む理り矢や理りにでもソルトに協力してもらい、樹界を構築しよう。ソルトはここへ残していく。なにも魔ま物ものを倒たおし、レイムの相手をすることはない。

　頼たよってばかりで悪いけれど、もう一度エルにも力を借りて、全速力で二人のもとへ向かって救い出したあと、こっちに逃にげ帰ればいい。今の私ではこの案以外に方法が思い浮かばない。

　やっぱり結界を出る、そう言いかけた時だ。

「ひゃあ！」

　誰だれかの乱暴な手でいきなりその場に座らされ、両腕を背の側へ回された。

　握っていた神しん剣けんも強ごう引いんに奪うばわれてしまう。

「な、なに!?」

　手て錠じようをかけられた犯人状態。力ちから尽ずくで背中へと回された両手首に布のようなものをきつく巻き付けられる。慌あわてて立ち上がろうとすると、動きを封ふうじるように私の肩かたに、その誰かの……リュイの片手が置かれた。

「ここにいてもらいます」

　背後から、リュイの冷え切った声が聞こえた。

「リュイ!?　なにするの！」

「聞き分けのない方だ」

「し……信じられない、手首を縛しばるなんて！」
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「私こそ信じがたい。あなたの考えが」

「ひどいよ！」

「ひどいのはどちらだ！」

　荒あらっぽく切り返され、身体が竦み上がった。

「それほど外へ出たいのですか、ならば拘こう束そくを解き、私を殺したあとにでもお行きなさい」

「そんな言い方ってない！」

　リュイを睨にらみつけようとして、息を吞のむ。彼の表情は、いつになく冷れい酷こくに見えた。

「いい加減にしなさい、限度を超こえた行動は子どもの我が儘ままと変わらない」

「な……っ」

　リュイが、そんなことを言うなんて。

　ひどすぎる。かっとした勢いのまま食って掛かかろうとし、また寸前で思いとどまる。寒気がするくらいの暗い激情がリュイの目に宿っていた。恐おそろしいのに、奇き麗れいだった。

「なぜ、あなたはこうなのだろう。どこまで無む謀ぼうな真似まねをする」

　彼は顔を背けると、吐はき捨てるようにそう言った。途と端たんに胸が苦しくなる。とうとうリュイにまで見限られてしまったんだろうか。

「リュイ」

「これほど容易たやすく手を放される。──せめて、私に命じるつもりはないか」

　彼は低い声で私の耳に囁ささやいた。

「いや、私とともに来いと、それさえ口にする気もないのか。そこまで私は使えぬ者ですか。……あなたの剣になりたいのだと、伝えたばかりだというのに、響、なぜ私をこうも、悪い男にするのです」

「違ちが……、リュイをまた、レイムと戦わせたくないから、それで」

「そういう優やさしさはいらない」

　私のほうに戻もどった瞳ひとみには、苦悩があった。少しのあいだ、私たちは見つめ合った。

「──場所は、おわかりになりますか」

　ジウヴィストがふいに私の前で片かた膝ひざをついた。我われに返り、彼に視線を向ける。

「え……？」

「彼らの場所です。悲鳴が聞こえたと言われたが、私にはわからなかった。あなたが結界を出る必要はない。レイムが本格的に襲おそってくるまでには、わずかに猶ゆう予よがある。私が彼らを連れ戻してきます」

　彼が話している途と中ちゆうで、数人の騎き士しが同じように片膝をついた。

「駄目、魔物がいる」

「我らは騎士です。武器は揃そろえましたし、法具もいくつか借ります」

「魔物だけじゃない。レイムもこれから増える。私が行かないと」

「話し合いの時間はない！　彼らの場所は！」

　怒ど鳴なりつけられて、私は口を噤つぐんだ。確かに、こうして言い争うあいだも二人の命は危険に晒さらされている。けれど彼らのいる場所を口ではうまく説明できず、戸と惑まどってしまう。神しん殿でんの構造にも詳くわしくないし、どの程度の距きよ離りがあるのかも不明だ。

　その時、きゅん、とエルが鳴いた。

　感覚の鋭いエルなら、魔物のいる方向が読める。

「……エル」

　ごめん、何度も危険に向かわせてしまう。ごめんね。

「彼らのところまで、案内を」

　その一言を告げるのはつらかった。一いつ緒しよには行けないのに、闇やみの中へ送り出さなきゃいけない。エルは一度私の頰ほおを舐なめると、率帝を見つめた。結界を出るためだ。

「おまえたち、いいのか？」

　イルファイが念を押すようにジウヴィストたちに尋たずねた。彼は軽く頷うなずくと、私に顔を向け、小さく笑った。

「そんな表情をなさらずに。すぐに戻ってきますので。私はここで死ぬつもりはありません」

「……うん。待ってる」

「では」

　彼は一礼すると、仲間に目で合図した。案内役のエルを連れて騎士たちが部屋を出る。

　彼らの足音が遠ざかったあとも、リュイは手首の拘束を解いてくれなかった。頼りのエルが不在だからか、より私に注意を向けている気がした。

　出て行かないと約束しても、きっと信用してもらえないんだろう。

　不自由な体勢で座り続けるのは思った以上に負担がかかる。やや前のめりになってしまうことがリュイにバレた。

「私に身を預けてください」

　彼は私の肩かたを自分のほうに引き寄せた。優しい気配りを知り、余計に悲しくなる。

「ジウヴィストは優ゆう秀しゆうな騎士です。心配はいりません」

　リュイはぽつりと告げた。

「……本当？」

「ええ。温和な物もの腰ごしに騙だまされる者が多いのですが。冷静な剣を振ふるう男です」

　私を安心させるため、さっき見せた激情を抑おさえ込もうとしているのがわかる。私は細く息を吐き出した。誰もが、余よ裕ゆうがない。たぶん、リュイも。

　それに、まだ私を心の底では許していないと思う。

「……私は、あなたの騎士だから」

「え？」

「誰に非難されようとも、あなたを生かすことのみを考えます。これからもです」

「リュイ、だけど私は」

「あなた自身に非難されたとしてもです」

　彼はそこまで言うと、張り合うように冷ややかな表情を浮うかべ、傍かたわらに置かれているソルトを見み遣やった。

「だから、腕うでの拘束はときません。生かすためなら何度でもあなたを縛る」

「リュイ」

「懇こん願がんされるほど、ほどきたくなくなるというのを、忘れずに」

　私は返答に困り、リュイの胸にぎくしゃくと寄りかかった。

　言葉のきつさとは正反対の、労いたわるような空気を感じた。彼の考えは読み切れないけれど、ここまで追い込んだのはきっと私に違ちがいない。その事実が胸を軋きしませる。

　誰も口を開かない。重い空気だけが室内に存在した。

　どこかから爆ばく発はつ音が響ひびく。全員がはっと顔を上げる。

「騎士たちが法具を使ったんだ」

　二人の安否も気になるけれど、助けに行った彼らも命がけだ。

　ジウヴィストたちが殺されるかもしれない。ようやくその可能性を現実的に考えた。ソルトの言う通り、本当に私は頭が足りない。

「お願い、死なないで」

　そう願うしかできない。
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「戻ってきたな」

　レイムの鳴き声も聞こえるようになり、誰だれもが沈ちん鬱うつな表情を浮かべて俯うつむいた時だ。イルファイが扉とびらのほうへ顔を向け、呟つぶやいた。

　率帝が結界のぎりぎりまで迎むかえに行く。荒あら々あらしい気配が近づき、扉が乱暴に開かれた。

　私は立ち上がろうとして、よろめいた。手首を縛られている状態だったので、バランスが崩くずれてしまったようだ。床ゆかと衝しよう突とつする前に、リュイが助けてくれる。

「エルっ」

　真っ先に飛び込んでこようとするエルを、率帝が慌あわてて止めた。結界に弾はじかれないよう、彼に触ふれなくちゃいけない。エルに続いて、騎士たちが姿を見せる。

　すうっと胸が冷えた。怪け我がをしている騎士がいたんだ。それに。

「バノツェリ殿どの」

　騎士を全員、中へ入れたあとで率帝が誰かの名前を呼んだ。五十代くらいの男性が、騎士の一人に肩を支えられていた。片かた袖そでが血に染まっている。自分一人じゃ歩けないほどに憔しよう悴すいし、荒い呼吸を繰くり返している。

「お怪我をされています。癒いやしの術を」

　床に座らされたバノツェリのもとへクロラが近づき、魔ま法ほうを使い始める。

「バノツェリ殿、メイヤ殿はどうされた？」

　イルファイは、ぐったりしている彼の前に屈かがみ、囁き声で尋ねた。バノツェリ、メイヤというのが、結界を出た二人の名前らしかった。

「残念ながら」

　答えずにぼうっとしているバノツェリに代わって、騎士の一人が首を横に振った。

　それって、まさか。

「……殺されたのではない。自害したのだ」

　突とつ然ぜん、バノツェリが口を開いた。忙せわしない口調で、魔物に殺される前に自分の喉のどを切ったのだ、と説明する。

　言葉が出なかった。自害するなんて、どうして！

　バノツェリの虚うつろな目が、偶ぐう然ぜんこっちへ向いた瞬しゆん間かん、大きく見開かれた。私だけに憎ぞう悪おの照準が定められる。

「なぜっ！　なぜ今いま頃ごろ戻もどってきた!!」

　バノツェリは予想外の素す早ばやい動きを見せ、私に摑つかみ掛かかってきた。驚おどろきに打たれ、私は動けなかった。彼の手が届く前に、イルファイとリュイが盾たてになってくれる。

　けれど彼は激しくもがき、怒いかりに彩いろどられた声を上げ続けた。

「なぜもっと早く戻らなかった！　メイヤが自害したのはおまえのせいではないか！」

「わ、私のせい……？」

　がつんと胸を突つかれたような衝しよう撃げきを受け、私は狼狽うろたえた。恐きよう怖ふが心に広がっていく。

　私のせい？　混乱のあまり指先が冷たくなり、震ふるえ始める。

「よしなさい、バノツェリ殿。娘むすめの様子をよく見るがいい。彼女も傷を負っている」

　イルファイの言葉を、彼はひと睨にらみで一いつ蹴しゆうした。

「この方がすぐにこちらへ戻れずにいたのは、我われ々われの安全を守るため。その後は昏こん倒とうされていたのですよ」

　ジウヴィストの言葉もはねのけて、バノツェリは胸を抉えぐるような憎にくしみの目を向けてくる。

「騎士ばかりを贔屓ひいきするか、私たちを見捨ててか！」

「よく見なさいと言ったであろうに。なぜ娘が縛しばられていると思う。結界を壊こわしてでもあなた方を迎えに行こうとしたためだ」

　イルファイは険しい表情でそう言った。私はバノツェリから一時たりとも目を離はなせなかった。庇かばわれれば庇われるほど、自分の欺ぎ瞞まんが明らかになるような気がした。

　一人が自害した。そのことで頭が一いつ杯ぱいだった。

「なにが──なにが、迎えだ！　メイヤをよくも苦しめておきながら」

　胸が痛くて身動きできない。息が、苦しい。

　全身に衝突するバノツェリの言葉が、心の中にも反はん響きようしている。

「メイヤを復活させよ。類たぐい稀まれな力を持つのだろう、我々を人へ戻せたのならば、命を復活させることも可能ではないか！」

「バノツェリ！」

　率帝がたまりかねた様子で窘たしなめたけれど、バノツェリは取り合わず、私を見み据すえて、復活させよと繰り返し迫せまった。──それは、無意識の中で一番恐おそれていた言葉だった。

　私は無我夢中で首を振った。リュイに抱だき寄せられたことにも気づかず、ひたすらバノツェリの言葉に怯おびえた。怖こわい、もう聞きたくない。本当に怖い。

「できません」

「できない!?」

「無理です、人を生き返らせるのは、できな」

「我らをこうして蘇そ生せいさせたではないか」

「それは、レイムの状態からで」

「どちらも変わらぬ、メイヤを帰せ！」

「できない、できないんです！」

「神の慈じ悲ひは人を選ばぬ。ならばメイヤに罪があるとでもいうのか」

「いいえ、そうじゃない。罪とかじゃなくて」

「罪でなければなんだ。身分か性別か年ねん齢れいか、信念か!!」

「ち、違ちが」

「ではおまえの意思なのか？　いったいおまえは何者なのだ、その力は偽にせ物ものか！」

「違うっ、人を生き返らせるのは、神様にも許されないことで」

「そんな都合のいい話があるか──！」

「よさないか、バノツェリ！」

　イルファイと率帝が彼の口を塞ふさごうとした。それでも彼は抗あらがい、喚わめき続ける。メイヤ、メイヤ、メイヤ！　呪のろうようにその名を紡つむぐ。私の頭の中は『メイヤ』でいっぱいだ。メイヤが恨うらんでいる。憎んでいる。血色の唾だ液えきを飛ばし、罵ののしっている。メイヤはウルスの住人たちと混ざり合い、私に指を突きつけて責め立てる。なぜ殺した、なぜ見捨てた、なぜなぜなぜ!!

「やめ……っ」

　身体からだの震えが止まらない。どうしよう、こんなことって！

　私はずっとこの国の人に会いたいと思っていた。すぐには仲間になれずとも、時間が経たてば手を取り合い、同じ道を進んでいけるんじゃないかって信じていた。拒きよ絶ぜつ以上の恨みを向けられるとは考えてもいなかった。

　どうしよう、ここにいるのが耐たえられないほどつらい!!

　リュイはなぜか急に、私の耳を塞ごうとした。でも遅おそかった。

　私は、次の叫さけびを聞いてしまった。

「いったい誰が、人に戻してくれと頼たのんだ!!」




　誰が──。




「これほどの苦しみが待っているなら、人になど戻らぬほうがよほど幸福ではないか。化け物に囲まれ、国も崩ほう壊かいしたまま！　おまえは余計な苦しみをメイヤに、私たちに与あたえた。絶望から解放されていた彼を人に戻し、再び絶望を見せて、死なせたのだ！」

　銃じゆう弾だんのような言葉に胸を撃うち抜ぬかれ、一いつ瞬しゆん、すべての音が遠ざかった。きぃん、と耳鳴りだけがして、意識が遠くにもっていかれる。




　あぁ、そうだったんだ。

　この国の人たちは、これっぽっちも蘇生を望んでいなかった。

　それなのに、人に戻すことが幸せなんだと思い込んでいた。心の支えにすらしていた。

　希望だとか、生きろとか、耐えろとか、救世主を気取って勝手なことばかり皆みんなに押し付けて……、嫌いやになってしまう。私はなにに酔よい痴しれていたんだろう。

「──ごめんなさ」

　リュイのことだって、そうだ。安息がほしいと痛切に願っているのを知りながら、無む理り矢や理り引きずり回して苦しめている。

　私がしたことって、強ごう引いんに甦よみがえらせて、絶望を再さい確かく認にんさせただけなんだ。

　ウルスの人たち、神様、リュイ、そしてメイヤ、皆を犠ぎ牲せいにして、私は本当になにを。

　根本的なところから思い違ちがいをしていたんじゃないか。

「それが、正しいって思って」

　幻まぼろしだった。私だけの、私が救われるためだけの……。

　消えてしまいたい。

　あのまま天界にいればよかった。そうすれば皆、苦しみのないままでいられた。

　時間はどうすれば戻せるんだろう？　戻りたい。全部白紙に戻したい。

「俺は、苦しみを選ぶ」

　潰つぶれかけた心に、誰だれかの声が落ちてきた。ぼんやりと見上げると、無ぶ精しよう髭ひげの人が、怪け我がを負った騎き士しの手当てをしながらも、誰に聞かせるというふうでもなく言葉を続けた。

「絶望からの解放よりも、人としての苦しみを選ぶ。俺は俺でありたい。そしてこの国が復活する瞬間を見たい。いや、たとえ目にできずとも、誰かを守り、人のまま死にたい。それが自害という道であっても。人の心をもって絶望できるのならば、本ほん望もうだ。いつかの未来でこの歴史を子どもたちが語る時、誇ほこれる者でありたい。己おのれの生が、国の血肉となればいい」

　生まれ落ち、蘇生を果たしたのは、この世界が自分の命を求めているからではないか──そう繫つなげると、彼はちらりと視線を上げ、照れたように微び笑しようした。

「確かに、化け物のまま永久をさまようのはごめんだな」

　イルファイが整え途と中ちゆうの頭を再びがりがりとかき混ぜながら呟つぶやいた。そしてぐるりと皆を見回す。

「だが、己の意見を他人に押し付ける気はない。楽になりたいと思うのもまた人ならではこそだ。絶望を終わらせたい者がいるならば、苦痛を与えず、人のままその生を閉とざしてやろう」

「イルファイ殿どの」

　率帝が少し顔をしかめてイルファイを見上げた。

「一瞬で殺してやろうと提案しているのだが。誰も化け物に戻もどりたくはないのだろう？　ならば私の言葉は親切であろうに」

　イルファイは気難しげな顔できっぱり言い、ふんぞり返った。誰も声を上げなかった。

「それとも皆、生き抜くか？　苦しみの中であがくか。果てには更さらなる苦痛があるかもしれぬ。だが、いずれは別の景色を目にできるかもしれぬ。歴史の証人となるのも悪くはない」

「……あなたはよいことを口にされる時もあるのに、いらぬ発言が多すぎるせいで、敵を作るのです」

　率帝が溜ため息いきをつく。

「いらぬ発言などせん。聞く側の問題だ。後ろめたいことがあるからそう感じるのだろうが」

「ですからその一言が」

「人ならではこそと、言ったろう。後ろめたさを感じるのも、同じこと」

「──」

「生きているからこそ恐きよう怖ふする。嘆なげきもする。腹も立てる。明日を作る。そうだろう」

「──ええ、そうですね。命こそ奇き跡せきです」

　率帝は、柔やわらかな微笑ほほえみを見せた。

　その内、誰かが嗚お咽えつを漏もらし始めた。バノツェリの叫びは、きっと皆の心情を代弁したものだったはずだ。だからこそ、突とつ然ぜん飛び込んできて好き勝手な真似まねをする私の存在を拒絶した。

　けれど今、イルファイの言葉も同じくらい強い力となって、皆の心に小さな光の種を植え付けた気がした。

「一人で苦しむわけではないのだ。皆で分かち合う。だとすれば、そう悲観するものでもなかろうな」

　イルファイの堂々とした態度に率帝が苦く笑しようする。

「神官長殿、あなたはどうだ？　死んだほうがましと思われるなら、私が手助けをしよう。ただしその前に秘蔵の酒や禁書などの在処ありかを教えていただこうか」

「イルファイ殿！　あなたのそういうところがならぬのです」

　年下の率帝にびしっと諫いさめられ、イルファイがそっぽを向く。それから、少しのあいだ沈ちん黙もくが流れた。

　私はぼうっと宙を見つめた。なにを思っていいのか、わからなかった。

「……娘むすめが、二人いた。そして息子むすこが」

　バノツェリが涙なみだで頰ほおを濡ぬらしながらふと独白した。彼の目が私を貫つらぬく。責められるんだろうか。全身に怯おびえが走る。でも彼の顔からはさっきまでの激情が抜け落ちていた。

「息子は騎士になり、娘の一人は嫁とついだが、末娘は、そう、おまえと同じ年とし頃ごろか」

「……私と」

　バノツェリは、おもむろに私に指を伸のばした。今度は誰も彼の行動を止めなかった。

　血に濡れた、だけどあたたかな指先が頰をゆっくりと撫なでる。私の後ろを覗のぞき込み、手首の縛いましめも外してくれた。

「人が化け物へと変へん貌ぼうし始めた頃だ。娘たちを逃のがそうにも、他国までが同じ災さい厄やくの渦うずの中……私は安全な地を探し、駆かけ回った」

「うん……」

「決して部屋から出るなと言ったのに、娘はなかなか戻らぬ私の身を案じ、扉とびらを開いてしまった。そして私の前で、あの子が化け物に襲おそわれ──助けられなかった、娘の悲鳴が今も消えない」

　バノツェリは、束ねていた私の髪かみの乱れを、慈じ愛あいのこもった丁てい寧ねいな手つきで直してくれた。……こんなふうに、宝物を包むように、両親に触ふれられたのはいつだっただろう。記き憶おくがない。彼の娘が、羨うらやましくなる。

「なぜおまえもあの時、結界を出たのだろう。なぜ、言う通りに安全な場所にとどまってはくれないのか」

「……死んでほしくないの、自分だけ助かるのはつらい」

「そうか。そうか、娘も、つらかっただろうか」

　苦痛を凝ぎよう縮しゆくさせたバノツェリの険しい顔に一瞬、かすかな色をはいたように、厳おごそかな父親の表情が滲にじんだ。静かに涙が頰を滑すべり落ちていく。すぐに、溢あふれ出る感情のすべてを隠かくすように、ぎゅっと目を閉じる。

「もう一度娘を腕うでに抱だけるだろうか。息子の勇姿を目にできるだろうか。──メイヤの家族に、償つぐないをしたい。私が彼を無理に連れ出したのだ。彼はこの部屋へ戻りたがっていた。償いたい」

「……祈いのりは届く。もう一度、子どもたちに会える」

　厳しい顔つきのまま涙を流すバノツェリに腕を伸ばし、抱きつく。

　希望が戻ってきたわけじゃない。自分の行いを忘れるつもりもない。だけど、彼の涙とともに、胸の底に蔓延はびこっていた苦しさや痛み、怯えが洗い流されていく気がした。

　人ってすごい。自分のためだけならすぐに心が折れ、諦あきらめてしまうけれど、大切な人のためにならどんな苦しみさえも受け入れられる。

　皆、甦らせてごめんね。私もいつか必ず、償いを。

　この国が満まん杯ぱいになるくらいの祈りを抱こう。そうすれば、悪夢なんてきっと入り込む余地はなくなる。

「私たちは騎士、剣けんを取ったその日に苦難をも背負うと誓ちかいました。ならばその証あかしをもって、国と人々のために生きます」

　ジウヴィストは毅き然ぜんと顔を上げ、私を見つめた。「国はまだ生きているでしょうか」と、揺ゆらがぬ眼まな差ざしで尋たずねる。

「生きている。──あなたたちが、生き抜ぬくなら」

　騎士たちが一いつ斉せいに身を屈かがめ、床ゆかに片かた膝ひざをついた。リュイが、バノツェリを抱かかえていた私の腕を取り、そっと指を握にぎってきた。

「あなたとともに、生きます」

　小さな誓いを口にすると彼は、他ほかの騎士たちと同様に忠誠のポーズを取った。

　私はリュイの指を握り返し、皆みんなを眺ながめた。迷いを残した顔、明日を恐おそれる顔、希望を忘れた顔、強い意志を秘ひめた顔。たくさんの表情が並んでいた。

　この人たちにいつか笑ってほしい。大きな望みが唐とう突とつにわき上がる。

「つらい思いをさせて、ごめんなさい。でも、皆がいれば国は甦よみがえる。まずは、この夜を生き抜いてください。そして明日の夜にまた、生きようと思ってほしい。明後日あさつても、明々後日しあさつても」

　大事な人たちとまた、巡めぐり合うために。

　過去に痛められた時間に、いつか奇き麗れいな花を添そえよう。
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　結界に守られた静せい寂じやくの中、皆は身体からだを休めた。

　私もエルに寄りかかり、休息を取る。隣となりに座るリュイの指の一本にこっそりと触れながらだ。こっそりといっても、触さわられているリュイは当然気がついているだろう。

　手当てを終えた騎き士したちは武器の手入れを始めている。

　ディルカレートやクロラが、床下の収納庫に備び蓄ちくしてあった食べ物を皆に配り始めた。

　ここで完全に横たわると、前後不覚の状態になるくらい熟じゆく睡すいしてしまいそうだったので、私は様々なことを考えて気を紛まぎらわせた。率帝たちのいう聖なる気配が抜け落ちてしまうかもしれないから、本格的な眠ねむりは避さけないと。

「響」

「ん」

　久しぶりの安らかな空気を壊こわさないようにか、リュイは小さな声で呼びかけてきた。

　視線を向けると、彼は深い悔かい恨こんと躊躇ためらいを浮うかべた表情で沈黙した。

　なにを言いたいのか、なんとなくだけれど、察した。

「いいの。リュイはなにも悪くない」

　たぶん騎士の訓練所でかわした言葉や、さっきの言い争いについてを話したいんだろう。リュイは優やさしい人だから、また私の気持ちを優先し、自分の心を殺す。それを繰くり返したくない。

　私の自由を奪うばった件は、彼自身の判断だ。メイヤの死も、自己責任の部分がある。けれど、訓練所での出来事は、違ちがう。転移の陣じんの不備が原因で彼は仲間を殺してしまうはめになった。

　彼はこれから、ことあるごとにその光景を思い出し、苦しむに違いない。「仕方がなかった」とたくさんの人に宥なだめられても、騎士たちが甦るたび、きっと心に傷を増やす。

　もし遠い未来、殺してしまった騎士の家族や友人たちに詰なじられ、憎にくまれた時は、私を呼んでほしい。どうして彼らの命を奪わなければならなくなったのか、説明したい。原因を作ったのはリュイじゃないから。

「──失望しましたか」

「するはずない。そんなこと」

「あなたを、なぜ責めてしまったのか……」

「それでいいんだよ。私はリュイが生きていてくれて嬉うれしい」

　リュイはわずかに俯うつむいた。こんな顔ばかりさせてしまっていると、悲しくなる。

「まだ、そばにいても？」

　不安を滲ませた表情で尋ねられた。勿もち論ろん、いてほしい。そう答えようとして、思いとどまる。私の近くにいると、彼はまた心がすり減るほどむごい現実を目にするんじゃないだろうか。

「もう、リュイ、一人じゃないね？」

　皆がいる。異国の人間である私だけじゃなく、本当の仲間が周りにいる。彼らと一いつ緒しよにいれば、時間はかかってもいつか安らかさを取り戻もどせるに違いない。とても、とても、誰だれかを求めていたものね。

「これからは、私を庇かばって悲しんだり傷ついたりすること、ないよ」

　よかったと喜ぶ一方で、決して言えない寂さみしさが胸を通り過ぎる。私とリュイと、エルだけの旅は終わった。心細さをごまかすために微び笑しようを作る。

　もうリュイを束そく縛ばくしちゃいけない。皆のところへ帰さないと。

「今までありがとう。リュイと一番に出会えてよかったよ」

　リュイは時が止まったかのように、呆ぼう然ぜんと私を見つめた。なぜそんな目をするんだろう。

「──響。それはどういう意味でしょうか」

　彼は感情を懸けん命めいに抑おさえているような顔をした。私は混乱した。なにか、また間ま違ちがった？

　でもリュイが私を通して仲間の姿を求めていたことを知っている。やっと現実になったのに、どうして。

「私は、あなたのそばにいると誓った」

「う、うん。でも」

「あなたは？」

「私は……」

　月色の瞳ひとみが私を貫つらぬく。懇こん願がんしているような、詰っているような──、嚙かみつこうとしているような。

「剣であってもいけないのか？　それなら、どういう者であればいい？」

「どういう者って」

「私は試ためされているのか。あなたに触れるには、もっと血を流さねばならないのか」

「リュイ、待って。なにを……」

「響。どうか頼たのむから──私を、獣けものにしないでくれ」

「……え？」

「あなたが思い描えがく、騎士の私でいさせてくれ」

　私の指を握るリュイの顔を、狼狽うろたえながら見み遣やる。前にも、似たような言葉を投げつけられた気がした。

「あの、リュイ」

　尋ねようとした時だ。「娘むすめ」と、横から声をかけられた。

　話しかけるタイミングを窺うかがっていたらしいイルファイだった。

「対談中のようだが、少々付き合ってもらってもいいか」

「……ん」

　リュイの気配がふっと引いたのがわかった。

　今の会話が途と中ちゆうで終わったことに心残りを感じながらも、こっちの正面に座り込むイルファイへと視線を向ける。リュイと、指が離はなれたのが少し寂しい。

「昨日、この王都を目指していたと言ったな。なぜだ」

　イルファイってば興きよう味み津しん々しんという雰ふん囲い気きだ。わずかな表情の変化も見み逃のがすまいって意気込みを感じるよ。

「王子たちを蘇そ生せいさせるため」

　答えた途と端たん、近くに腰こしを下ろしていた騎士たちや率帝に注目された。

「王子たち？」

「うん」

　そこでイルファイは、ふぅむと唸うなり、またしても髪かみの毛をかき回し始めた。どうしよう、すっごくイルファイの髪を梳とかしたい衝しよう動どうが芽生える。

　率帝ももしかしたら同様の欲よつ求きゆうを抱いだいたのか、イルファイの髪を意味深な目で見つめた。視線はそっちに固定しているけれど、彼が口にした質問は私に向けたものだった。

「しかし、元の姿を失っている殿でん下か方をどのように見分けるおつもりですか」

　問題はそこだった。当然、王子たちもレイムに変わっている。帰き巣そう本能があるらしいという点を考えると、王子たちはたぶん馴な染じみがある宮城にいるんじゃないか。

「ええと、この近くにお城ってある？　王子たちが暮らしていた屋や敷しきとか」

「宮城はありますが……。この神しん殿でんから宮殿区画までかなりの距きよ離りがあります。日中の移動ならばレイムは現れませんが、王都はおそらく、他の町々よりも危険が多いでしょう」

「どういうこと？」

　率帝はそこで、躊躇うように視線をイルファイへと流した。

「宮城がある分、人も多く、警備も整っている。魔ま術じゆつ師しや召しよう喚かん士したちが契けい約やくしていた魔ま獣じゆうの類たぐいが溢あふれているということだ。その獣けものを狙ねらって、魔物どもも多く集まる結果となっただろう」

　どこか気まずそうにイルファイが説明してくれた。あ、そうか。彼も魔術師の一人だ。召喚した魔獣がいるのかもしれない。なるほど、それだと王都での移動は注意が必要だ。

「転移の法具があれば、この神殿から宮殿区画へ移れるのですが」

　残念そうに言う率帝へ、視線を向ける。

「お城に転移できるの？」

「はい、ですが、国に災わざわいが訪おとずれてから、転移の法具を誰かが持ち出してしまったようなのです。おかげで王都での混乱を止められず、荒こう廃はいを早めてしまうことになりました」

「そうなんだ」

　神しん妙みように頷うなずいたあとで、はたと気づいた。

「転移の法具って、符ふ針しんだよね」

「はい」

「やった」

「……はい？」

　私は喜びに包まれた。率帝がきょとんとした顔を見せる。

　符針が手元にある！　ラヴァンで転移の陣じんを描かいた時、確か、使い終わった符針を長衣の帯に差し込んで……と、はりきりながら腰こし帯おびをさぐり、愕がく然ぜんとする。ない。

「ああ！　思い出した！」

　衣ころもは、率帝に貸したんだった！

　神殿の外で彼を蘇生させた時、帯を外し、衣を渡わたした。その際、符針を地面に落としたに違ちがいない。私は頭を抱かかえた。すっかり忘れていたよ、符針の存在。

「いったいどうされたのですか」

　恐おそる恐る尋たずねる率帝に、私はにじり寄った。

「率帝、ちょっとだけ脱ぬいでくれる？」

「は──はい？」

「少しでいいから！」

「な、なにを……!?」

　仰ぎよう天てんする率帝にしがみつき、腰帯に手をかける。

「ヒビキ様、いけません、どうか！」

「だって諦あきらめきれない！」

「皆みなが見ています、せめて別の場所で……っ」

「すぐに終わるから！」

　もしかしたら、帯のどこかに引っかかっているとか、そんな奇き跡せきがあるかも。

「こら娘！」

「なにをする！」

「響！」

　イルファイとディルカレートとリュイの声が重なった。ちなみに、エルのきゅん、という声も重なって四重奏の制止になっている。

「符針があるかもしれなくてっ……」

　説明しようと振ふり向き、我われに返った。全員が驚きよう愕がくの表情で私たちを見つめている。

「ヒビキ様……」

「……」

　私は怖こわ々ごわと視線を戻もどした。真っ赤になってかすかに震ふるえている率帝と目が合う。

　変な汗あせが浮うかぶ。半ば馬乗り状態で、率帝を押し倒たおしている。そして腰帯を外そうとしている。これって私、違う意味でまずくないだろうか。

　率帝の衣が脱げかかっていて、かなり、その、色っぽいというか危険な姿になっているかもしれない。うわぁ率帝ってば肌はだが白くて奇き麗れい。細い！　……そうじゃなくて、人前でとんでもないまねをしてごめんなさい。決して辱はずかしめようと企たくらんだわけじゃ……って私、女子なんだけど！　率帝が可か憐れんすぎるせいで誤解が広がってる！




　──破は廉れん恥ち娘むすめ。




　ぼそっと告げられたソルトの言葉が、胸に深く突つき刺ささる。

「ち、違ちが……」

「……響、こちらへ」

「えっ、リュイ、違うよ。本当に誤解だから」

「はい」

「信じてくれてる!?」

「ええ、勿もち論ろん」

　返事が速すぎる！　誰だれも目を合わせてくれない。

　私の身体からだは、リュイの手によってそっと率帝から引き剝はがされた。

「違う、本当に、違う目的が！」

　私はその後、必死の思いで皆に弁解した。率帝に衣を貸す前、外帯に符針を入れていたことを。
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　ようやく誤解がとけたあと。

　たぶん外に落ちているだろう符針については、夜明けが来てから回収するという話で落ち着いた。この一件でディルカレートにはますます警けい戒かいされた気がする。誠心誠意、謝罪して、事情を理解した率帝には快く許してもらったんだけれど、自分的にとてもつらい。

「襲おそうのなら物もの陰かげに連れ込んでからにすればいいものを」

　にやにやするイルファイに、文句を言う元気もない。

「ところで娘。話を戻すが、なぜ殿下方を先に蘇生させようと考えた？」

「神しん剣けんを扱あつかえる人が必要だから」

「どういう意味だ？」

　訝いぶかしげに問われて、ちょっと驚おどろく。

　魔術師のイルファイでも、神剣でレイムを人に戻せることは知らなかったらしい。

「神剣でレイムを斬きれば、人に戻せるんだよ」

「なんだって？」

「皆も、蘇生できたでしょう？」

　イルファイたちは顔を見合わせた。

「神剣でレイムを斬ったことはない？」

「ああ。使う物ではないからな。宝剣として厳重に管理されている」

「この国に、二本あるんだよね？」

「おまえの持っているものも神剣か」

「うん」

「では二本のうちの、一本ということか？」

「え？　ううん、違う。この剣は……」

　ソルトについてどう説明すればいいのか悩なやむ。神様から借りたって正直に答えてもいいのかな。でもオーリーンはこの世界に存在しない状態になっている。

　信しん頼らい関係を結べていない段階でそれを伝えると、余計な疑ぎ惑わくを与あたえかねない。

　そもそも彼らはこの国を覆おおった災いについて、どこまで知っているんだろう？

「なあ、娘。基本的な問題から解決したほうがよさそうだ。都合のよいことに、朝まで十分に時間がある」

　イルファイは指先でこめかみを押すと、気難しい顔をしてそう言った。

　どんなことを質問されるのか、少しどぎまぎする。

「昨日の質問の答えをまだ聞いていない。娘──おまえは、誰だ？」

　結界内にいる全員から熱心に見つめられてしまった。

「私は」

　彼らの顔を眺ながめる。なんて言おう。真実を、どこまで伝えればいいんだろうか。

「普ふ通つうの娘ではない。我が国の者でもない」

「うん」

「非常に気配が澄すみ切っている。聖の結けつ晶しようのごとく。だが、おまえの性は柔やわらかい」

　イルファイは不思議そうに私の頰ほおに触ふれた。

「特異な娘だ」

「……そうかな」

「悪くはない。優やさしげで柔らかく、かと思えば大だい胆たんに剣を振るう。面おも白しろいほど特異な娘だ」

「そうでも、ないんだけど」

「教えよ。おまえは誰だ」

　イルファイはふてぶてしく、でもどこか楽しそうに尋ねた。その言い方がおかしくて、つい頰が緩ゆるむ。

「笑っていないで、教えんか」

　信じてもらえるだろうか？

　自分がどこから来たのか。何者なのか。

　終わりを目前にした、壊こわれた世界。そこでの旅の始まりを、ふと思い出す。

　リュイと目が合った。

「響」

「うん」

　彼が私の前に跪ひざまずき、手を取って微笑ほほえむ。きゅん、とエルが鳴き、私の肩かたに鼻を押し付ける。

　ここに至るまでの、様々な出来事が頭をよぎる。

　フォーチュン、私はこの世界をきっと元通りにするよ。

　皆みんなが笑いながら暮らせるような日々を取り戻す。

　あなたとの出会いを、皆に伝えるべきだろうか。伏ふせておくべきだろうか。

　首を傾かしげ、少しのあいだ、悩んで。

　凍こごえた世界に再び命の灯ともし火びを掲かかげる人々に向かって、まずは最初になにを言おう。

「私は、遠い地から来ました。この国の人々を蘇そ生せいさせるために」

　リュイの手を握にぎり返す。エルの顎あごを撫なでる。

「はじめまして。終わりの世界……、いいえ、始まりの世界に目覚めた人たち」

　皆が、息を吞のむ。

「私の名前はヒビキ。三み島しま、響」

　人々が私の周りに腰こしを下ろす。

「明日あしたを、明後日あさつてを、明々後日しあさつてを──たくさんの『毎日』を、始めよう？」







　私の現実が、皆の現実と交差した。

　始まりは終わり、終わりは始まり。

　今、この物語の幕が開く。
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　あとがき







　こんにちは、または初めまして。糸森です。

『Ｆ』は、サイトで公開中の小説を改かい稿こうし、書しよ籍せき化したものの第三弾だんです。

　異世界トリップ系乙女おとめ戦記となっています。この三巻で、ひとまず一部完結となります。お付き合いくださり、ありがとうございました！




　ここから多少ネタバレを含ふくむ内容となりますので、ご注意ください。

　二巻は主人公の初めての戦い編でしたので、三巻は、戦い後の人間模様と響の葛かつ藤とう編となります。異世界の人々から見た響、という感じでしょうか。絆きずなを作るまでの騒そう動どうです。十人いれば、十人分の主張があり、一ひと筋すじ縄なわではいきません。

　二人と一頭の旅は終わりました。二巻に引き続き、待ったなしの状じよう況きようですが、少しずつ響がヒーロー化していきます。（物理的な意味で）戦う女子と騎き士し、という主従関係が好きです。

　それにしても人外＆獣けものキャラを書くのが楽しいです。




　謝辞を。

　担当者様には大変お世話になっております。お気き遣づかいくださったりアドバイスをくださったりと、いつもありがとうございます！　無事完成できて、嬉うれしく思います。

　鈴ノ助様。お忙いそがしい中、美び麗れいなイラストをありがとうございました。登場人物の表情や動きが本当に素す敵てきです。とても奇き麗れいですが、そんな中に遊び心もあったりと、どのイラストも魅み力りよく的です。響もかわいいです。瞳ひとみの美しい女の子です！

　ビーンズ文庫編集部の皆みな様さま、書店さんや営業さん、お力ちから添ぞえくださった関係者の方々に心よりお礼申し上げます。手伝ってくれる家族にも感謝です。

　サイト時代からお付き合いくださる読者様、それから文庫で『Ｆ』を手に取ってくださった読者様。楽しんでいただけましたら幸せです。

　またどこかでお会いできますように！




　……という感じで以下、オマケの小ネタです。よろしければ。







【物語る人々】……※ほのぼのした内容です。場面は、本編終しゆう了りよう後あたりです。




　やっと手に入れた安全な休きゆう憩けい時間。

　寄より添そって眠ねむったり話をしたりする人々を眺ながめながら、私もエルを枕まくらにし、横たわる。

　そのうち、隣となりのリュイがそわそわし始めた。彼の表情を見て、ぴんときた。

「リュイ、日本語レッスンする？　それとも今日は私の世界の物語にする？」

　彼は照れたように微笑ほほえみながら「物語で」と囁ささやいた。私と彼とエルだけで旅を続けていた頃ころ、休憩時間にはいつも色々な話をしたんだ。

　前に話したのは、ラプンツェル。今日はなんにしようかなあ……。そうだ、あれにしよ。

「ジャックと豆の木」

　私はにこりとし、物語を始めた。こっちの会話が気になったのか、率帝にイルファイ、ジウヴィスト、バノツェリと、少しずつ集まって来る。そして──。




「巨きよ人じんかわいそう。盗みを働くジャックのほうが邪じや悪あくだ」と全員が口を揃そろえて言った。

　さらにだ。

「たとえ屈くつ強きような男でも、天上に続くほど高い木を登るなど体力的に不可能なのでは？」とジウヴィストが真顔で言った。

「その豆はどこで手に入れられるんだ？」と違ちがうところに興味を示したのはイルファイだ。

「悪徳礼らい賛さんの禁書かなにかの話でしょうか」と真しん剣けんな顔をしたのが率帝。

　……ひどい。皆みんなひどい。

　私はむきになり、次の物語を披ひ露ろうすることに決めた。女子の定番、シンデレラ！　これならどう？　クロラあたり、興味を示してくれないかな。

　そして、意い気き揚よう々ようと語った結果──。




「その……、申し訳ございませんが、硝子ガラスの靴くつで踊おどり続けますと、足に激しく負担がかかるのでは……彼女はそういう拷ごう問もんを受けていたわけではないのですよね？」とクロラは怖こわ々ごわと言った。

「カボチャの馬車？　どういう魔ま法ほうだ？」と怪あやしい興味を示したのがイルファイ。

「わざわざ靴を手がかりになどせずとも、帰ろうとする彼女を兵に捕とらえさせるか追つい尾びさせるかすれば早いのでは」と、不思議そうにリュイが言う。

　どういうことなの、これ！　皆、夢がなさすぎる！

　私は必死に考えた。ええと次、次……、赤ずきん！　そして気合いを入れながら語り──。




「狼おおかみは不死身なのか!?」と騎士たちがざわめいた。

「石を詰つめられても生きているのか……」とリュイが呟つぶやいた。

「というより、おばあさんと赤ずきんは体内で消化されていなかったのですか」とジウヴィストがおののく。

「それも凄すさまじい話ですが、腹部を切られ、なおかつ針と糸で縫ぬわれても気づかず眠る狼とは……」と奇き妙みような顔をしたのが率帝。

「喋しやべる狼なのか！　どれほど高位の魔ま獣じゆうなんだ？」とまたも違うところに興味を示したのがイルファイだ。もー!!　ガレ国の人たちって！

「皆、落ち着け。まだ問題があるではないか」

　それまで黙だまり込んでいたバノツェリが口を開いた。

「狼は、赤ずきんとおばあさんを丸まる吞のみしたのか？　嚙かみ砕くだかずにか？」

　彼の冷静な指し摘てきに、場がどよめいた。……もうやだ、この人たち！

「いや、待て、待て！　丸吞みできなくもないだろう。たとえば……ほら！　このくらい大きな獣なら可能じゃないか？」と、イルファイが張り切って指を差した先には──。




　エルがいた。




　全員、無言で壁かべ際ぎわに下がった。私もつられて思わず避ひ難なんしてしまった。

　それがエルを本気で傷つけたみたい。しばらくのあいだ、エルは部屋の片かた隅すみにうずくまり、どんなに呼びかけても振ふり向むいてくれなかった。ごめん、エル！


糸森　環　　
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